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S L 323旧河川 北西端から中央部を望む (北西仁〉南東)

2 S L 324旧河川I(A区-NH71ゲリ ッド)土層断面 (北仁〉南)
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2 S L 323旧河川 (C区) 木簡(RW1207)出土状況
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曲物出土状況S E067井戸跡

(北東仁〉南西)完掘S 0130;賞状遺構2 



wmム
阻
)

掠
~~ 

世
界
個
別

e且
ギ
ハ

bwgc×
ω 

e、4

(
#
ム
恒
)
阻
逼
聞
け
明

日
持
刊

S
-
￥

ω

殺』細園出塁h



巻
首
図
版
8

(南西b北東)完掘S X153その他の遺構

。

5 
cn可

管玉2 



巻
首
図
版
9

o Scm 

環状石斧

。
団
自
国
自
由
也

墨書土器2 



巻
首
図
版
印

o 5cm 
F一一ー」一一一J園田園画一一一--ーー「

1 漆皿

2 摺粉木・箸・へラ状木製品



田
ふ
明
八

五
小
ゎ の b

c
 

の

の

めら

秋

3 

ら

と々

で』 瓦ら

まし、りまし

び〉

解明 ま

んのこと 心 と

後最

からの の ま o

つ主E 1 I弓つn口
r-J ! _l._ 'J げト4



ト本報字;吾i士、事ゴiぐ横断扇動車道秋H:lrJ京建設事業に係る ある。

2~ 本報告書の執筆守担は以下の土主りでJちる c

J 電6、3 } 
τ 

九、j 

堅守:L売i豊撰 s 井戸財:必己 護持高密 7 j可jii 

9 . 10 . 11 

( 1 ) 、'33 中世・近世、 5 じ 台工、 f二し一

j、 1 ( )石器、 2 (2) r 日L ついて 2 (4) 

、 ~C 、 t1r おわりにJ

4 i節 柱列j 之

( ) (2iの土器、第 2

つ I I 

っし、てJ

4章第 l節 8 土坑・ 12 そ

2章遺跡のす:1;1むと環j章Ii第 4

4 

6章まとめ

( r: 、 3

昭一-

1 (1 )・(2 ) Lろ

6章まとめ 1 (1) 

器につし、てJ

ヰ {う}
ムd ノ

J ノミレオ

ラ，-J-'_二、 *スコーシャ) Vこ、

、しfこ。

火山灰分析は、

4. 

ふ
/ から ーザヲ-

4 ノ J、ω目。 して

III 



直

H聖子

SE 

c、
i 

L 宅

S 1王、

S 1、

、!日10JJI[ 

3 

正i

:i 

b. 

i 

己.

19U 

らの深さて、ある。

とおりであるo

S 、

SE上土坑

SR、

一
口
五

一色。

cJ Q
-
x
 

cJ一
に
〕

ブ

Q点
~ーし

としfこO

とし、 もそれにしたがった。

と区別するため? りつぶした。

しfニO

スクリーン・トーン、シンボノしマークは以下のよう 、分けた。

A
E
 

W
 



呂 次

序 ( )造一帯外出 1-遺物

例言 h17~ 土器 』守』q』q 

目 次(挿図・表図版) 漆塗土器 238 

i二製品 253 

第 1 t主じめIこ マ5%官g つ253

第 l節発掘調査に至るまで 石製品 256 

第 2節調査の組織と構成 つ つ 平安時代

第 2章遺跡の立地と環境 ¥ 1 )遺構内出土遺物

第 l節遺跡の位置と立地 J つ ⑦土器 277 

第 2節歴史的環境 6 (2 )J霊塔外出土遺物

第3主主 発掘調査の捜要 土器 280 

第 l節遺跡の概観 3. 中世近世

第 2節調査の方法 ( 1遺構内出土j造物

第 3節調査の経過 18 陶磁器 291 

第 4主主 調査の記録 古銭 291 

第 1節検出遺構 23 鉄製品 3U2 

1.柱 亨日 跡 463a 0 V ( )遺構外出土遺物

2.掘立柱建物跡 30 陶磁器 302 

3.竪穴住居跡 えLノムっd 岳 出銭 302 

4 .竪穴 :1丈遺構 70 4~ 文字資料

5.井 戸 跡 81 ( 1 )木簡 302 

6.講状 構 ・ (将棋の駒 り5

7. I日 JlI lり8 ( )墨書士器 305 

土 坑 1よ13つ 川札戸) 木製品

9.配石遺構 13b 第三字 自然科学的分析

10.土器埋設遺構 130 第]節花粉分析 347 

11. 1111 遺構 i 第 2節丈型i建物遺体分担r 36i 

1 ，)その能の遺構 i五三 第三部灰色分析 円i‘

第 2節出土遺物 第 4節火山灰分析 d リヴtハコ

l 縄文・弥生時代 第 5節脂肪酸分析 386 

( 1 )遺構内出土遺物 第 6節放射性炭素年代測定 3り8

CD 土器 172 第 6章 とめ 399 

② 石器 193 写真図版

ヨ〉 五製品 222 

V 



第 i図 遺跡泣震国

第 2図 成瀬iI!'皆瀬m緩層状地の

土壌型と地形而

第 3図 遺跡の範囲と周辺の地形

第 4図 E区深掘こと官

第 5図 周辺遺跡分布図(1 : 50，000) 

第 6国 間辺地形図-調査範囲図

第 7図 j宣跡基本土層

第 8図 遺構配置図・調査区分模式1]:1

第 9図 S 掘立柱列 l 

第10図 S A掘立柱列')

第11悶 S i¥請i立柱デIJ-3 

第12図

第13図

第14図

第15図

第16図

第17図

第18図

第19図

第20図

第21国

第22国

第 密

第国

S 摺立柱列 4

5 A掘立柱列

SA掘立:柱列 6

S A掘立柱列 7 

S A掘立柱列… 8

S 13掘立柱建物跡 1 

SB掘立柱建物跡 2

5 B擁立柱建物跡 3 

B掘立柱建物跡 4

ち摺立柱建物跡… 5

3 13掘立柱建物跡 6 

三掘立柱建物跡r;

SB掘立柱建物跡… 8

第認J S B擁立柱建物跡 9 

沼

田

図

悶

限

四

国

p
i
h
U
7
a

虫
U

Q

U

ハリ

1
i

円
/
臼

ワ
4

ワ

日

ワ

山

つ

ω

つ
d

つ
え
り
つ
d

第

第

第

第

第

第

第

沼山一柱建物l&s;-10

SB掘立柱建物跡一 11

掘立柱建物跡 12

S 1060竪穴伎居跡

S K 1026・030竪穴状遺構

M 

13・14

日

Lつ/一
喝

a''Aつ山

同一日

3 ~~33図 S 五日20竪穴:1夫遺構、 SK11S土坑

78 

4 第34図 S K I 111・11竪穴状遺構、 SEEi2井戸

;) 跡、 137.169・199溝:1犬遺構、 K226 

士坑、 S 113.117.153.159・160・216.

217・31り去の挫のj室構、 Sちi74掘柱建

物民生 79・80

17 第35区1 E014'028.031.067井戸跡、

坑i

コ
一
円
ソ
山

3
、
JK

一

円

b 84 

:)1・ 第36国 S EU86・U88. ・井戸両 色白‘

33・ 第 お 116井戸跡、 SD 134講状遺構 8f1

3S. ~~6 第38国 S D130溝状遺構、 SZ三132・162土坑、

:i7~ :1 S 

3り.40

41.42 

43・

43・46

・54

・

・60

61膏62

ι3・

~-、ハ

IJ;)食わち

68 

71・

73・74

K り63・111竪穴;伏遺構・・・・・・・・ 76 

S 112竪穴状遺構、土1充、

S 117・159その他の遺構........ .77 

S X167その{自の遺構 •• .ー・・・・・ 97 

第訪問 S D279帯状遺構、 S X310・311

その他の遺構ー -ーョー.98 

ーにけ

第羽田 S D281{葺状遺構、 SX312---<:;16 

321・322・327その{自の遺構 白白・・・ 99・100

第41図 S D282i背状遺構、 SX317 

その他の遺構 • • • • • • • • • • • • • • • • 101 

第42図 13区の溝状遺構( D) 

1:::一層断面国 1 ・・・・・・・・・ ・・ • 102 

第43回 D!互の溝:Ik遺構(SD)

土罵断面図 守今 今ヨーー 103 

第三! DI互の溝状遺構 D)

土層断面図 ・・ ・・司 令句令 104

67 第回 D の溝;ド遺構 D

土層部i面白一

第訪問 勺溝;伏遣:構 D)

議断面図

第47図 の潜;伏遺構(S ) 

土層断面区1 6 

第48図 !日河川遺物/Jj土状況図 2

(S L C区)

第49図 !日河川遺物出土状況図

ιu 
n
Hり

ー

107 

)
 

f
t
t
 

噌

teえ

寸
l
lム

• )
 

f
E
1
L、

れ
H
リ

守

t
i



(S L C区XB部分の拡大) 111 S .238.239その{患の遺構 148 

第50国 河川跡遺物tu+.状況国 "t 第67関 S五2i17土坑、 S 229 ~ 230 

(S L323 C区一i[ζ E部号、の拡大〕 の{自の遺構 149 

112 第68凶 S D26Y溝状遺構、 SK270土坑、

第51図 S KU10・011'013'017・018・ S X209その他の遺構 150 

024・0251:上主 131 第69図 S K280土坑、 S 183. ・265

第JL図 S K012ニi二坑、 S X016 その{自の遺携、 SN271焼土遺講 151 

その他の遺構 132 第70図 S K304. :)06土坑、 SD303・

第:-13図 S K.036・037・040.082・ 305溝:伏遺構 152 

083. ] 56土坑 lJJ 第九回 S R023.034'126・295

第図 S K043‘294土坑、 SX050・254. 土器理設遺構 154 

その{也の遺構 1 につ}一i定 第72図 S N015・283焼土遺構 155 

第五回 s i三O::i9.064'066.()85土坑 第73[2:1 s そのf自の遺li毒 173 

第56国 己D079-168溝;伏遺構、 S五115 第74図 S X084その{自の遺構 174 

123.124.136.137.146土坑 136 第i'J密 S X084遺物iij土状況国 175.176 

第57国 S K138・250・253こと坑、 第76図 S X1l4・129・248その他の遺構

S D056・231溝状遺構 137・138 第77図 S X1S3.155その他の遺構 178 

語、図 S K128.147.164・189・194・211士坑、 第78図 S X 160・216・217その{患の遺構 179 

S X131.133.181.182.192.31S 第79図 S X180その他の遺構 180 

その植の遺構 139.140 第80図 S X180その他の遺構断而 181 

第59図 S K145土坑、 SX139へ 144 j第81図 S X184.19S.266その抱の遺構、

その地の遺i構 141 S D121・122帯状遺 183雪 184

第60間 5 1三148.186.187・212・ 第出国 遺構内出寸てト，器

‘214+J1c i縄文・持生時代) 194 

第61図 S K179. 坑、 S 149 第83問 遺構内出土土器

占 u).fa ピ2V":)j盛互三安1子主守主 14主つは 平y国耳 ιァーコ戸小':rユ井←ニ訂μ二て年1J1J¥L4j I 1ifUlJ t 

第62区i S K187.i88，198.200土坑、 第84国 遺構内出上上器

S Q237i記石遺構 i寸イ寸イ (*遺文 z弥生時代) :7 1りら

第回 .219.235.252土坑、 S 第国 遺構内出 i二1.

その{自のj宣構 [縄文弥生時代i 197 

第64悶 S 121・1 溝状遺構、 SK195上坑、 第86図 遺構内出土土器

S 184.196.266その他の遺構、 (縄文・弥生時代) 。- 198 

S Al72i:t列、 S 173.190 第87図 遺構内出土土器

掘立柱建物跡 146 (縄文弥生時代) 6 199 

第6J図 S K202町225.236.247・249土坑 147 第88図 遺構内出土土器

第66菌 溝状遺構、 SK245' 土坑、 (縄文ー弥生時{乞) 200 

Vll 



第89[61 遺構内出土土器 第107図遺構内出土石器

(縄文弥生時代i 8 201 (縄文，弥生時代)-1

第川区i 遺構内11¥1二上器 第]08区I章構内11'，石器

(縄文・弥生時代) ν 202 ($電文弥生時代) ムι〉 ムウムワ;)士

第91国 遺構内出土土器 第109図遺構内出土石器

(縄文弥生時代) 10 20:i (縄弥生時代) ミ3 226 

第回 遺構内出上上器 第110国遺帯内出土石器

(縄文弥生時代) 11 204 (縄文弥生時代} 227 

第938] 遺構内出土士器 第11図遺構内出土石器

(縄文弥生時代i 12 205 (縄文・弥生時{-¥:) 日 つムムつ

第94図 遺構内出 I~ -1市器 第112図遺構内山土石器

U:患文弥生時代) 13 206 (縄文・弥生時代)
。、 つ】つ】9

第 選繕内出土土器 第113図遺構内出土石器

(縄文・弥生時代)-14 どり7 (縄文‘弥生時代) 230 

第話回 遺構内出土土器 第114国 遺構内山二!二石器

(縄文弥生時代) 1 208 (縄文・弥生時代) 8 231 

第97図 遺構内出土土器 第11:';図遺構内出土石器

{縄文弥生時代 j 16 2WJ q高官;弥生時代)-9 Hワけ守剖つ

第図 遺構内出土土器 第116図遺構外出土土器

(縄文・弥生時代) 17 210 (縄文弥生時代)-1 239 

第991ヨ 遺構内出土土器 第117図遺構外tH土土器

{縄文嘗弥生時10 lR (縄文-弥生時代) ') 2"10 

第loor;sl遺構内げにi土器 第118思i遺構外出卜-十一器

弥生時代1 作 ノ i縄文・弥生時代i .i 241 

第101区i 室構i引 !→r許i庁u 第119問遺構外出土土器

士i~号8ヨ Tメ"、、コワtームIJ fム (土小践氾で〆ふγ、 f]"~、二共←乙口μ三て子I ιf-i~) ~1 つ24土つ:..， 

第 ]豆遺構内jiii土器 第120国道構外ItlJJ~器

(縄文-弥生時代) (縄文弥生Jj古代)-:1 

1(江田 遺構内IIU二土器 務 121Gi立帯タi~ l=U __l. f'，~~~ 

弥二時代 i (縄文弥生時穴i ¥1 

第104図 遺構内出-J二土器 第1 国遺構外出土土器

(縄文弥生時代) 216 (縄文-弥生時代) 7 245 

第lりろ図 遺構内I:U:::!二土器 第123図遺矯外出土二t器

(縄文弥生時代) 217 (縄文弥生時代) 8 246 

第106[2;1遺構内出土土器 第124~ 遺構外出土土器

(縄文弥生時代) 21 (縄文・弥生H寺代) 247 

Vlll 



第125図遺構外出土土器 第143区! 遺構外出土石器

(縄文・弥生時代) 10 248 (縄文-弥生時代) 14 270 

第126国遺構外出土土器 第144悶遺構外出土石器

(縄文・弥生時代) 11 249 (縄文・弥生時代) 15 271 

第127国遺構外出土土器 第145図遺構外出土石器

(縄文・弥生時代)-12 250 (縄文・弥生時代) 16 272 

第128図遺構外出土土器 第146図遺構外出土石器

(縄文置弥生時代)-13 (縄文・弥生時代) 17 273 

第129国遺構外出土土器 第147図遺構外出土石器

(縄文・弥生時代)-14 252 (縄文官弥生時代) 18 274 

第130図遺構外出土石器 第148図遺構外出土石器

(縄文弥生時代)- 1 257 (縄文弥生時代) 19 275 

第131図遺構外出土石器 第149図遺構外出土石器

(縄文弥生時代) ムワ 中つJ に8 (縄文弥生時代)…20 276 

第132図遺港外出土石器 第150回出土遺物(古代i-1 283 

(縄文・弥生時代) 3 259 第151図出土遺物(古fc)-2 284 

第1:33図遺構外出土石器 第152図出土遺物(古代) .円3 285 

(縄文弥生時代) 4 260 第153回 出土遺物(古代)- 286 

第134間違構外出土石器 第154図 出土遺物(古代)-5 287 

(縄文ー弥生時代)-5 261 第155[6] 出土遺物(古代)-6 288 

第135図遺構外出土石器 第156国 出土遺物(古代)
rマ . 289 

(縄文・弥生時代)-6 262 第157図 出土遺物(古代)-8 290 

第1361翠 遺構外出土石器 第158図陶磁器 1 292 

(縄文弥生時代)-7 263 第159図陶磁器… 2 293 

第137間違構外出土石器 第160国陶磁器-3 294 

i縄文・弥生時代) s つ民4 第161図珠tJH:系陶器-] 29日

第138凶 遺構外出ニl二石器 第162図珠洲系陶器-2 296 

(縄文・弥生時代)-9 265 第163図珠洲系陶器-3 297 

第139悶遺構外出土石器 第164図珠洲系陶器 4 298 

(縄文・弥生時代) 10 266 第165図古銭 301 

第140図遺構外出土石器 第166悶鉄製品 301 

(縄文・弥生時代) 11 267 第167図文字資料 l 313 

第141図 遺構外出土石器 第168図文字資料 2 314 

(縄文弥生時代) 12 268 第169図文字資料 3 315 

第142悶遺構外出土石器 第170閤文字資料 4 316 

(縄文・弥生時代) 13 269 第171国文学資料 5 317 

X
 



第172図文字資料 6 318 花粉胞子分布図 :358 

第17:3図文宇資料 7 319 第200図 C地点の主要花粉分布図 359 

第174国文学資料 8 320 第201図 分析地点の地位図 360 

第175図文字資料 9 ~i21 第202図 秋田県低地における

第176図文字資料 10 322 樹木花粉比較図 361 

第177図文字資料 11 323 第203図 地費柱状図と大型植物遺体

第178図文字資料 12 :324 分析用試料の採取層準 365 

第179図木製品 329 第204図 ソヲ分析結果一覧凶 381 

第180図木製品 2 330 第205図屈折率部定結果 382 

第181図木製品-3 d うdつ1 第206凶 手取清水遺跡遺構平面図 3~2 

第182図木製品 4 J つJつムつ 第207図 S X153遺構内外の

第183国木製品 3 ，)，)‘) i♂壌試料採取地点 につ》f、);つJ 

第184図木製品 6 334 第208国遺構内外から採取した

第185図木製品 7 aq町q〕.r} 土壌の燐分布 けつのつ

第186図木製品 8 336 第209m! 遺構内外土壌試料に

第187国木製品-9 337 残存する脂肪の脂肪酸組成 394 

第188図木製品 10 338 第210図遺構内外土壌試料に

第189図木製品 11 339 桟存する脂肪のステロール組成 ::)95 

第HJO図木製品目 340 第211図 遺構内外土壌試料、遺跡遺物および現生

第191図木製品 13 341 動物油脂の脂肪酸組成樹:伏構造図 396 

第192図木製品 14 342 第212図 遺構内外土壌試料に残存する脂肪の

第193図木製品 15 343 脂肪酸組成による種特異性相関 ;)96 

第194図木製品 16 344 第213沼 山王)11層出土土器の変形工学分 l 円c1 

第195図木製品 17 3L士fυ
t C 2型、 4 " C -2型、 4 工)

第196図試料係取地点の断面図 348 C 3型 (須藤隆1~)8:3より) 400 

第197図地質柱状回と 第214図 手取清水遺跡、における弥生土器の

花粉分析用試料採取層準 35り 分類と編年一 l 403.404 

第198国 .B地点の主要樹木花粉分布図 357 第215問 手取清水遺跡における弥生土器の

第199図 A.B地点の主要草木 分類と編年一 2 405・406

付国 l 区河川跡・土層断面国 付図 5 FI三遺構配置国・ SD溝状遺構断面図

付図 2 .B.C区遺構配置図、 SD溝状遺構配 付図 G 河川跡遺物出土状況図

置思i 付図 7 D区掘立柱列跡(SA)、j組立柱建物跡(S

付図 3 D区遺構配置悶・ SD1管状遺構断面悶 B)配置図

付図 4 E区遺構配置図 SD溝状遺構断面図

X 
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238 第表 A・B. 地点の樹木花粉化石の

組成表

279 第23表手取清水遺跡の

大型植物遺体一覧表(本)

280 第旬 手取清水産f患の
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第26表 オニグルミ核測定値一覧表

(S K086i 
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残存脂肪抽出量 397 

第33表遺構内外土壌試料に分布するコレス

ローノLとシトステロ ノレの割合 397

第17表選言土器一覧表 3 

第18表木製品一覧表 1

第19表木製品一覧表 2 

第20喪木製品一覧実 .i

第表 A‘ B'(地点の樹木花粉化石の

312 第34表将棋駒一覧表

326 第35表 墨書土器器種・器形分類

:327 第36表墨書土器杯切離別分類

第表墨書土器墨書部位号IJ分顎

415 

416 

416 

Alr:: 
せより

日比

巻首図版 1 空中写真(二iヒ南)

巻首図版 2 空中写真(南C>北)

巻首図版 4 1.SL3241日河川 ( IK N J 72グ

リット、)遺物 (RP440~456) 出土

巻首図版:¥ 1. S L 32:3北西端から中央部を望む 状況 (~ltL>南)

(北西じ南東1 2. S L 3231EI1削11 (区)木簡(RW

S L324(A区 NH71グリット)土 1207) /:L-lこと状況

層断面(二|ヒじ南) 巻首図版1. L 323 1日河川 (C区)将棋駒

X
 



(RWl167)出土状況 巻首図版 8 I.SX153その仙の遺構完掘

2. S L 32311J河川 (C区)鋤 (RW (南西卜北東)

1168)出土状況 ')管玉

巻首i当日夜 6 1. S E 067井戸跡曲物出土状況 巻首図版 9 1.環状石斧

2.SD130 完掘(北東ト南西)

巻首図版 7 1. S K 156土坑完掘(南わ北)

2. S X084その他の遺構完掘

(西仁、，東)

図版 l 空中写真(1::-.が北)

図版 2 空中写真(DI三)(上が北)

図版 3 全中写真lD区)S B1T7・SK124 

が::!ti・・・・・ ・・・・・・・ ・・ a ・・ 42:=i 

図版 4 空中写真(D区)S K 1 1 1l~1l 3 

S D169(上が北)・・・・・・・ ・ゐ尋・・.• • 426 

図版 5 空中写真(D!Z)SB175・SK 1 112 

S D168.169・SE 152‘S X117・153・

155(上が北)

図版 6 空中写真(D区)S D1::l0・SK121・132

S X 129・131・1:33・149(左が北) ・・ 428 

2.墨書土器

巻首図版10 1.漆llIl

2.J雷粉木・箸・ヘヲ;伏木製品

423 

424 

(南東台、北西)

2.SL3231日河川 (A区)調査状況

(北西じ南東i

図版12 1.SL3231日河川 (A!R)調査後

(北西じ♂南東)

2. S I~ 323f日河川 ( ll，_区)完掘

i 北東ト南西)

図版13 1. S L:32311とi河}II lAIKJ完掘

(南じ北)

2.S L3231日河川 .B区調査後

(南仁〉ゴヒ)

427 

図版 7 空中写真(Dli()S B 175・SK 1 113・S 図版14 1. D 区北部からA~C !Rを望む

K I 120・SD169・SK1l8'SX081'S (南東や北西)

X084(左が~I ヒ) ・・・・・・ ・.• • • • • •• 429 

図版 8 1.調査区近景 (B 区~F 区)

(::ItL>南)

2.調査前区一北西部)

(南東b北西) ・・・・ • • • • • • • • •• 430 

凶版 9 1. S L 3231日河川 (A区)調査状況

(南東l~ 北西)

2. S L3231日河川 (A区)調査状況

(南東b北西) ・・回目・・・・ •••• "・・・・ 431 

図版10 1. S L 323旧河川 (A!R)調査状況

南東b北西)

2. S L323旧河川 (A区)調査後

(ノ南東じ北西)

図版11 1. S L 3231日河川 (A区)調査状況

2.SL3231日河川I .B区(南じ.::!ti .. 436 

図版15 1. C区北西部調査終了後

(南仁寸ヒ)

図版16 1.D区調査状況(南じ北)

2.A区南東部調査状況

(北西じ南東) •••••••••••••••••• 438 

図版17 1. D区南東部調査終了後

(北南)

2.DI互南東部調査終了後

(閉じ東)

図版18 1. D区調査状況(南じ北)

432 2.D区調査状況(北東い南西)

図版19 l.D 南東部調査終了後

Xll 

433 

434 
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(西b東) (南仁〉北) 450 

2.E区プラン確認状況(西仁〉東) 441 図版29 1. S B 100掘立柱建物跡 D広断閏

図版20 1. F区調査状況(南{寸ヒ) (践と〉東)

2. FIRプラン確認状況(南わ北} 442 2. S B 170掘立柱建物跡-D区一完掘

図版21 1. F区調査状況(南わ北) (南P北) 451 

2圃 F区調査終了後(東じ西) 443 図版30 1.SB174掘立柱建物跡 D区一完掘

図版22 1.D区基本土層 (南b北)

2. S L 323113河川 (A民-N H71.72グ 1) 2.SA178・210柱列 D区一完描

ッ F')土層断面(南東北西) 444 (南ト北) 45i 

国版23 1.SL3231日河川I (A区 NH72グリヴ 図版31 1.S 1060往屑跡検出状況

F')土膚断面(北南) (::jti:>南)

2.SL3231日lPJ)ll (A区 NH71.72グリ 2. S I060在居跡完掘{東西) 453 

ソド)士層断面(北閉じ南東) 445 図版32 1. S K 1026竪穴状遺構検出状況

|玄!販1.S L:l2::lIIJMJII (AI:Z N J 7:)グ J} ッ (東じ西)

ド)遺物jil土状況(北b南) 2. S K 1026竪穴状遺捧完掘

2. S L3231日河}II (A区 -N J 73グリッ (::jt'、南) 454 

ド)火山灰 図版33 1. S K 1030竪穴:1:7¥遺構断面

(南東ヤ北西) 446 (南仁北)

図版 1脅 SL 3231臼f可111 (C区-MD53グ J) ッ 2. S K 1 030竪穴状遺構遺物出土状況

F')木簡 RW1207-出土状況 (東仁〉西) 455 

2. S L 32318河川 (C MD53グリッ 図版34 1. S K 1030竪穴状遺構断面

ド)鋤 RW1168-出土状況 447 (南じ北)

図版26 1. S L3231日河川 CCIR-MD52グリッ 2. S K I030竪穴状遺構断面

ド)木製品-R VV1249~ 1252 出土状 (東じ西) 456 

況 図版35 1. S K 1 111竪穴状遺構検出状況

S L 32318河川 c区-MD52グ J) (西仁 F車)

F)木製品 R W1037~ 1045 出土状況 2.SK1111竪穴状遺構断面

448 (東と〉西) 457 

図版27 1. S L 3231日河川 (C区-MD53グリッ 図版36 1. S K 1 111竪穴状遺構 造物出土状況

ト、)木製品 [-(W1089~1104 出土;伏 (北西じ南東)

況 2.SKI112竪穴状遺構完掘

2. S L 323 (C区-MG60グリッ F')土器出 (北閉じ南東) 4:')8 

士状況 449 国版37 1.SKI120竪穴状遺構完掘

図版28 1.SB019'020'022掘立柱建物跡完掘 (閉じ東)

(南[:>::jヒ) 2. S K 1 1201M穴;t7¥遺構断開

2.SB100掘立柱建物跡 D 完掘 (東じ〉西) 459 

Xlll -



国版38 l.S E014井戸跡 完掘(ゴヒシ南) (北南)

2. S E014井戸跡断面(南じ北) 460 S D281溝状遺構断面

図版39 1. S E028井戸跡完掘(:1ヒ南) はじ〉南) 4i2 

S E028井戸跡断面(北仁〉南) 4わi 図版51 l.SD281溝状遺構断面

図版40 1. S E031井戸跡完摺(東と〉拐) (西東)

2. S E031井戸跡断言百(東、西) 462 2. 棒状遺構完掘

図版41 1. S E067井戸跡遺物 1:1:¥土状況 {東、問) 473 

(西東) 図版1.S五りてと坑 完掘(南子北i

2. S E067井戸跡遺物 出土状況 2.S Ku出土坑完掘(東じf討)

(東じ i出) 出版1.出9J~坑 !:E正面I(東当)

図版42 1. S E067井戸跡遺物 出土状況 2. 1(064土坑完掘(南干北) 斗&門75

東西) 版1. KiJf対;土坑完掘(北南y

2. S E067井戸跡完揖(西じ東) 464 2. S 085土坑骨出土状況 47f1 

図販43 1. S E086井戸跡断面(jil3[>東) 図版J5 1.SK124土坑 完按!日誌と'::!U

三SE086チ宇助、 造物よu二支況 2寝 SE三124壬::ljc 断面(高二〉北)

(西仁東) 図版部1. K 1 土坑完掘

図版44 1. S E 088井コ戸j静 完:wd (北西仁¥南東)

(北東じ南西) SK 土民調査状況

2.S E1l6井戸跡宅掘(南ゴヒ) 466 (北西〆南東) 478 

図版1.SE1l6井戸跡断面 図版1.S K132土坑断面

(北閉じ南東) (1省東b北西j

2.S E125井戸跡断面(南P北) 467 2. S K138土坑完掘(西東) 479 

図版46 1. S E 125井戸跡完掘(南北ノj ai版58 1.五138土坑 i鋭部(西と:、東ノ

2. S E 152井戸跡断面(東じ〉商) 468 2. K156土坑完掘(南下北) 480 

図版47 l.SE215井戸跡遺物出土状況 国版59 1. K156土坑断面(1託て北)

i東と〉子育) つ 土坑

2. S E21井戸跡完掘(京子同) 469 図版60 1. 土坑断面(南じ北)

図版1. 130講:1犬遺構 1 その抱の遺i落 S K188土坑完掘(南l'~t) 

完掘(甫西じ北東) 図版61 l.SK193土坑完掘

S D134溝:伏遺構 SE 116井戸跡完掘 (南西F北京)

(南西じ北東) 470 2.SK193土坑断面

図版49 1. D279溝状遺構完掘 (南西:ノ北東) 483 

(北閉じ南東) 図版62 1. S 198土坑完掘(西、東)

2. S D279溝:伏遺構断面 2. S K211土坑冗掘

(北南) 471 (二iヒ西出東) 484 

i羽版50 1. S D 281.282溝状遺構完掘 図版63 1. S ]土坑断出
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(~北西F南東) (南b北) 495 

2. S K211土坑断面 悶版、74 l.SX084その他の遺構断面

(北西ト南東) 485 (西東)

図版64 1.SK250こと坑 完掘(東じ西) 2.SXl13その他の遺構完掘

2. S K250 土坑断面(東F西) 486 (北じ南) 496 

図版65 1.SK250 ごと坑灰混入状況 図版75 l.SXl13その他の遺構断面

(東西) (北南)

2.己it252土坑完掘(百子東) 487 2.SXl13その{也の遺構断面

図版66 1. S K252土坑断面(凶東) (北南) 497 

2-SK2521て坑断面(丙東) 488 図版76 1. S X 129その他の遺構完掘

図版67 1. K2~)~dニ坑 完掘(東じ由) (東西)

2. り6土坑完掘 2. S 133その{自の遺構 SK211 

{南東作~!ヒ罰、i 489 土 断国(北わ南) 498 

図版68 1. 1ミ土器援設遺構断面 図版77 1.S 133その他の遺構断面

(高，北) (南亡:、二iヒ)

2.S 二"，器埋設遺構断面 2.SX133その{也の遺構 ltJT面 499 

490 図版78 1. S X Ll:1その飽の遺構断面

図版69 1. S 土器埋設遺構土器出土状況 (西東j

(車土問) 2.SX149その{出の遺構 完掘(百じ¥東)

2. S R2~)5土器埋設遺構完掘 500 

(栄、西) 491 関版79 i. S X 149その他の遺構断面

図版70 l.SX050その他の遺構 灰層検出状況 (~!t[:>南)

(南、北) 2.SX153その他の遺構完掘

2. S X05uその飽の遺構断面 (西東) 501 

(自乙〉北) 492 図版80 1. S X 153その他の遺構断指

国主71 1. その地の遺??寺 完提 (南コゴヒ)

はと二、南) 2. S 167その他の遺構完掘

2. X081その他の遺構完J屈 {東西) 502 

(西仁〉東) 493 図版81 1. 180その他の遺構完掘

図版72 1.S 081その{自の遺構断面 (南じ北)

(閉じ、東) 2. S 180その他の遺構完掘

2. X084-その他の遺構完掘 (閉じ東) 503 

(閉じ:東) 494 図版82 1. S X 180その他の遺構(A区 NH73グ

図版n 1. S X084その{也の遺構遺物出土状況 リッ 1，') RW704 出土状況

(西じシ:東) (二lt東;ン南西)

2. S X084その他の遺構断面 2. X 180その他の遺構(A区 NH73グ

一玄:v-



リッド') RW705-出土状況 図版100遺構内出土土器

(南b北) 504 (縄文弥生時代) 18 ‘つ】J つ】

図版83 遺構内出土土器 図版101遺構内出土土器

(縄文・弥生時代) 505 (縄文弥生時代i 19 523 

図版84 遺構内出土土器 図版102遺構内出土土器

(縄文・弥生時代) 2 506 (縄文弥生時代)-20 524 

図版85 遺構内出土土器 図版10::1 遺構内出土土器

(縄文・弥生時代) 3 507 (縄文・弥生時代 -21 ひ2;-;

図版86 遺構内出土土器 図版104 ;I.量購内出土土器

(縄文・弥生時代)-4 508 (縄文・弥生時代)…22 526 

図版87 遺構内出土土器 図版105 遺構内出土土器

(縄文弥生時代)-5 509 ( ~i罷文弥生時代) -23 ;)ム/

図版88 遺構内出土土器 図版106 遺構内出二とごと器

(縄文'弥生時代)-6 510 (縄文-弥生時代)-24 Jtqム8

図版89 遺帯内出士一l-_器 図版107 遺構内出土土器

(縄文・弥生時代)-7 511 (縄文 E弥生時代)-25 :')29 

図版90 遺構内出土土器 図版108 遺構内出土土器

(縄文‘弥生時t~) 8 512 (縄文弥生時代)-26 530 

図版91 遺構内出土土器 図版109 遺構内出土土器

(縄文ー弥生時代) 9 し;13 (縄文・弥生時代) 5:31 

図版92 遺構内出土土器 図版110 遺構内出土土器

(縄文・弥生時代)-10 514 (縄文・弥生時代)-28 532 

図版93 遺構内出土土器 図版111 遺構内出土土器

(縄文・弥生時代)-11 515 (縄文・弥生時代) JどJっ、つ) 

図版94 遺構内出土土器 図版112 遺構内出土土器

(縄文・弥生時代i 12 ベ16 (五億立1年生時代) 30 

国版95 遺構内出土土器 図版113 遺構内出土石器

(縄文‘弥生時代) 13 517 (縄文弥生時代)

図版96 遺構内出土土器 図版114 遺構内出土石器

(縄文・弥生時代) 14 518 (縄文弥生時代) 2 536 

図版97 遺構内出土土器 国版115 遺構内出土石器

(縄文・弥生時代) 15 519 (縄文弥生時代) tq 】 537 

国版98 遺構内出土土器 悶版116 遺構内出土石器

(縄文・弥生時代)-16 520 (縄文・弥生時代) 4 538 

図版99 遺構内出土土器 間版117 遺構内出土石器

(縄文・弥生時代) 17 521 (縄文・弥生時代) 3 539 
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図版118 遺構内出土石器 図版136 遺構外出土石器

(縄文弥生時代)-6 540 (縄文・弥生時代)-1 558 

国版119 遺構内出土石器 図版137 遺構外出土石器

(縄文弥生時代)-7 541 (縄文・弥生時代)-2 559 

図版120 遺構外出土土器 図版138 遺構外出土石器

(縄文弥生時代)-1 542 (縄文・弥生時代) 3 560 

国版121 遺構外出土土器 図版139 遺構外出土石器

(縄文・弥生時代)-2 543 (縄文・弥生時代) 4 561 

国版122 遺構外出土土器 図版140 遺構外出土石器

3 544 (縄文弥生時代)-5 562 

図版123 遺構外出土土器 図版141 遺構外出土石器

(縄文・弥生時代)-4 545 (縄文・弥生時代)-6 563 

図版124 遺構外出士士器 図販142 遺講外出土石器

(縄文・弥生時代)-5 546 (縄文・弥生時代)-7 564 

図版125 遺構外出土土器 図版、143 遺講外出土石器

(縄文弥生時代)-6 547 〈縄文・弥生時代)-8 565 

図版126 遺構外出土土器 図版144 遺構外出土石器

(縄文弥生時代) 548 (縄文・弥生時代) 9 566 

図版127 遺構外出土土器 問販145 遺構外出土石器

(縄文・弥生時代)-8 549 (縄文・弥生時代)-10・ 567 

図版128 遺構外出土土器 図版146 遺構外出土石器

(縄文・弥生時代) 9 550 (縄文・弥生時代) 11 568 

図版129 遺構外出土土器 図版147 遺構内出土遺物(古代)-1 569 

(縄文・弥生時代)-10 551 図版148 -2 570 

図版130 遺構外出土土器 図版149 3 571 

(縄文弥生時代)-11 552 国!寂1S0 “主
戸D円iL.t円

図版131 遺構外出士土器 間版151 遺構内出土遺物(古代)-5 573 

(縄文・弥生時代) 12 553 図版152 遺構外出土遺物(古代) 6 574 

国版132 遺構外出土土器 図版153 遺構外出土遺物(古代)-7 575 

(縄文・弥生時代)-13 554 図版154 遺構外出土遺物(古代)-8 576 

国版133 遺構外出土土器 図版l.S5 遺構外出土遺物(古代)-9 577 

(縄文・弥生時代) 14 図版156 遺構外出土遺物(古代) 10 578 

図版134 遺構外出土土器 図版157 遺構外出土遺物(古代)-11 579 

(縄文弥生時代) 15 556 図版158 遺構外出土遺物(古代)-12 580 

間版135 遺構外出土土器 図版159 遺講外出土遺物(吉代) 13 581 

(縄文弥生時代) 16 557 国版160 陶磁器 1 582 

- XVll 



図版161 陶磁器-2 583 図版191 木製品 6 613 

図版162 陶磁器 3 594 図版192 手取清水遺跡より産出した

国版163 珠洲系陶器一 l 585 花粉化石 1 614 

図版164 珠洲系陶器-2 586 国版193 手取清水遺跡より産出した

図版165 珠洲系陶器-3 587 花粉化石 2 615 

図版166 古銭-1 588 図版194 手取清水遺跡より産出した

図版167 文字資料 l 589 花粉化石 3 616 

図版168 文字資料 2 590 図版195 手取清水遺跡の大型槌物遺体-1 617 

国版169 文字資料 3 591 間版196 手取清水遺跡、の大型植物遺体… 2 618 

図版170 文字資料 4 592 図版197 手取清水遺跡の大型植物遺体 3 

図版171 文字資料 J 593 (現地取り上げ) 619 

図版172 文字資料 6 594 図版198 S K252-1から検出された灰像の顕i散

図版173 文字資料 7 595 鏡写真と炭化粒の実体顕徴鏡写真およ

図版174 文字資料 8 596 び走査型電子顕i散鏡写真 620 

図版175 文字資料 9 597 図版199 S K252 2から接j:ちされた灰像の顕控

図版176 文字資料 10 598 鏡写真と炭化粒の実体顕徴鏡写真およ

図版177 文字資料 11 599 び走査型電子顕微鏡写真 621 

図版178 文字資料 12 600 図版200 S K252 3から検出された灰設の顕徴

図版179 文字資料 13 601 鏡写真と炭化粒の実体顕徴鏡写真およ

や図版180 文字資料 14 602 び走査型電子顕跡、鏡写真 6?? 

図版181 文字資料 15 603 図版201 S X084から検出された灰畿の顕徴鏡写

図版182 文字資料 16 604 真と炭化粒の実体顕徴鏡および走査型

図版183 文字資料 17 605 電子顕徴鏡写真 623 

図版184 文字資料-18 606 図版202 S K138から検出された灰像の顕徴鏡写

図版185 文字資料-19 607 真と炭化粒の実体顕微鏡および走査型

図肢186 木製品 1 608 電子顕徴鏡写糞 62，1 

図版187 木製品-2 609 国版203 S K149カ￥ら検出された灰像の顕微鏡写

問販188 木製品-3 610 真と炭化粒の実体顕徴鏡および走査型

図版189 木製品 4 611 電子顕徴鏡写真 625 

図版190 木製品 5 612 図版、204 鉱物顕徴鏡写真 626 
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第1節発掘調査に歪るまで

l童はじめ

第 i節 るまで、

されfこO これtこ{半し

って遺跡の分布調査を行い計画路線内

これ 、、

その後、路線内 と秋田県教育委員会との間で協議さ

年度から

し
f

一
F

」マ心し
r

一
し、 日苦手口60

し、昭和60年には河辺郡河辺町七曲地区の 6遺跡、翌
(註 7) 

61年には他北郡協和町中淀川地区の上ノ!-u1 .上ノ山立ー

した。さらに昭和82年には半抽選跡の残りの部分
(a主o) 

とその北側の寺沢遺跡、 1L1J北部南外村の大畑潜

j尺m. 出 1. TI . 

のである。

した

註 i 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第79集

1981(昭和56年)

註 2 秋田県教育委員会 秋田県文化財調査報告書第93集

1982(昭和57年)

註 3 秋田県教育委員会 『遺跡詳続分布調査報告書~ :1玄関県文化針調査報告書第116集

1984 (昭和59年)

註 4 その後の範囲確認調査などで遺跡の範囲が路線内に及んでいないことが判明したものがあり、 37

の遺跡のうち、実際の調査の対象となる遺跡は24遺跡、である。

註 5 秩田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書 1~ 秋田県文化財調査報告書第

166集 1988(昭和63年)



第 l寧はじめに

註 6 7遺跡の範間確認調査を雫施したが、石坂台V遺跡(遺跡No.32)は路線内に範間が及んでいなか

たので調査対象から外された。

秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第120集

1985(昭和60年)

註 7 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書五』 秋田県文化財調査報告書

第166集 1988C昭和63年)

註 8 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋開緑発掘調査報告書車J 秋田県文北町調査報告書

1989(平成元年)

;第 2節調査の組織と構成

調査主体

遺跡名・所在地・

工楽 通 奈良国¥r主化財掛'予防士翠蔵7:化財センタ

原 j設郎

小林

白 石

須

総 当加蕗 准 秋田県j想蔵Y11/.~オセンター

佐田 茂 秋田県土竪蔵:Y化財センタ

高橋忠太郎秋田県理蔵τ主化財センタ

協力 関

2 



し、北

と接し、面積11仏6km2、人口 4万 3

1図)。手取清水遺跡は横手清水町新田字血JII端(通称「塚堀!とし、

およそ北緯39度20分、東経140度30分にあり、奥羽本線横手駅から

離にして北西 5kmの地点で、ある。「塚掘jは市の西端にあたり、西は大雄村、南は平鹿町に隣

る大戸)11が、北端で南東からの血j11を合わせ北流を続ける。

大内線はその合流地点を通り、東西方向に走る。大戸JIIに沿って南北に長し

手市域内の北部県道沿いに塚堀、南部の市道上猪間一般若寺線沿いに般若寺などの集落があ

る。水田中心の純農村地帯である。

横手盆地は西奥羽内睦盆地列のなか

の長さ 60km、

の招15kmと南北に狭長な範屈で

ある。その東縁は真昼岳断層建によっ

山脈に、西縁は姫神、

よって出羽山地に接している。

盆地北部の角掻付近では分離段丘が多

2 遺跡の

第 l節遺跡の位震と立地

雄物川の上・中流域に拡がる

う)にある。

。
@手取清水遺跡

q
-
u
 

第 1節遺跡のi立置と立地

と

し、。 J-

る。雄物川は盆

I (旭

JiI)・

れる

は盆地南部で100m、盆地尻は20

mである。

であっ 由来する。盆地の大部

山脈から流れ出る諸河川のつ

くる複合扇状地と西部の沖積低地とか



2 

らなってい

機)11、

足立願l{{、

これらのう

2)を

2 

、
、もJ

J
ノ

7
1よ

ーコ
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第 1節遺跡の依置と立地

-中-

であり、

皆瀬)11 .雄物川

グライ J... ク

られる。

ロックの断層崖下に標式的な小扇状地

が並んでいる。かつて雄物川は網状流路をなし、 i可道の変遷や氾濫を繰り返しながら百へ酋へ

と移動した痕跡を認めることができる。盆地西緑、の大雄村付近の沖議低地では泥炭層(通称「田

村根ッコJ)の分布がみられ、!日くは湖沼であったことを推定させる。横手市街地の西側にある

~) 

。
る

と血JIIの合流地点より血)iiを約300m溜ったllllJ11の左岸に接Ltこ位震にある。

遺跡の範間と東北横断自動車道路線を明示したのが第 3 図である。調査地点は標高40.3~42.9

mの河岸段丘上であり、おおよそ40.3---40.8，41.5 ~41.8) 42.2~42.9mの小さな三段丘面から

なり、多くの遺構は最も高L 、標高 42.2~42.9mの段丘白から検出された。他の

ったけれど多量の遺物が発見された。第 4留はE区深掘の土層

閣であり、おおよそ20層に分震できた。土層を大きく見ると、 と層は砂層と粘土層、中層は砂

『。。

- 5 -



第 2章遺跡の立:hhと環境

第 2節歴史的環境

手取清水遺跡と撞子市内の遺跡を

中心に据えて、周辺の平鹿町-大雄

村内の遺跡についても取り上げて概

観してみる。

手取清水遺跡と

た第 5図の遺跡数は62遺跡である。

範囲内の遺跡について時代別に分け

てみると、縄文時代30・弥生時代 2・

古墳時代 1・古代32・ 7-不

明?となり、縄文時代(38，%ー)と

(41%)が圧倒的に多い。縄文時代と

平安時代が重複する遺跡がi

(27%)もある。また、縄文時代の時

期のわかる遺跡のうち、後期~晩期

i
 

l
 

J
 

U
1
 

4

J

 

7
1
 

-JMt 

ー

ヒ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

i

J

4

1

ム

1
ょ

1
i
1品
マ
i
寸

i
1
1
A
7
2
A
1
4
A
4
1ム

n
L

SP.A H=42.00m SP，B 

し

尋函 E 

機左右の傾斜なし、前傾

- 6 



第 2節歴史的環境

とされているのが10遺跡もある。このような当該地域の遺跡の特徴は、

る一般的傾向を恭していると言ってもよいn

に 4 され、し も横手JII周辺標高100m前後の台地

上にある。

縄文時代の遺跡は、前期の鳥子山遺跡があり、中期~晩期にかけて中杉沢A遺跡や子吉山遺

跡など比較的規模の大きい集落がみられるようになる。後期後半~晩期に入ると、台地上だけ

でなく、沖積低地にも集落が拡がる。大戸JII右岸の低位段丘上に立地するオホン清水A遺跡

(131第 5図中の遺跡番号J以下向じ)では200基以上の土壌墓とそれらを取り囲むように20軒近

くの竪穴住居跡が検出されている。

弥生時代に入ると遺跡は激減し、手取清水遺跡(1 )のほかにオホン清水北遺跡(11)、子吉山

されているにすぎなL、。

が唯一の例である。三

地を伴う自

られる

している。

奈良時代の遺跡は雄物川町か

しており、一辺 8m

し3筒所をも

どカ1生日られてし、る。

として、そ

助河駅が郡衝に近し

されたものである。郡衝は今に遺名を

たりに置かれたと推定されている

されていない。

る。現在のfLiI北部fll!北町払田に所在する

された「河辺府jと考える説もある。この「河辺府jを「河辺地方の国府河辺

の国府jであるとすれば、 していた可能性がある。もし、この仮説が妥当とす

る。いずれにしても、九世紀初頭の段階では、

り、弘仁年間には平鹿郡の北部を割し、て

カ￥マごきる。

る

ま

(現をの仙北部)

き

か

と

で

ら

こ

が

明

る

と

が

こ
レ
」

Th日
引

v
」

J
7
 

2Y) 

べ、

される

， _，-ノ hプ

スーし九、 0 0

Jコ

〉ネ

! (旭)I!)と

られている。こ t主

7 





第 2節歴史的環境

|番号 努ヲム乙IW;番号 努>.7ヲy、間正

縄文 三←令

2 黒 川館 跡 中世~近世

J 円 舘 西 34 長 滞 B t選 文

4 西 野 舘 跡 中世~近世 3 35 赤坂宇高口 縄文平安

D i¥ ヌL 平 安

6 上 間 明 田 者E 文

7 ヴ栗柵木 弓二 明 6.7 38 措 悶 縄文平安

t電 文 i川岩野沢 A t吊 文

9 斗p 館 野主 中 】世 8 40 岩野沢 B 縄文(後期~晩期)・平安 19 

10 3 塚 岡 平 安

11 げl和唱弘す人 τ十ぇ， 

オホンJ清水B !縄文 ~ け二l噂: 10 43 域肝問 B 主電 立

オホン清水A 縄文(長期~晩期)子安 II . 12. 1:1 44 寸、 i反"fJ;r:-F 縄文 1ド安

14 諸問宇萱原 縄文(待期~晩期) 45 本 縄文(徒期、)晩期)

鷹 匠道 下 縄文平安 46 城野間窯跡 子ー 与二

16 I 中 i恒 西 縄文平安 沢 1-1 平 攻cfi: 20 

17 薬 師 *~ 文 48 明 通 平 r灰_，_，. 21 

18 か般 若 寺 平 女Fムー・ 14.1 S 49i 竹 原 奈良平安 22.2:1 

19 中諸問 A 縄文平安 50 ?国 島 平 安 24 

20 I 中猪岡 B 平 9:ιT ー・ 平 立戸ノふア、略 フ三

21 52 西ケ沢| 平 安 26 

22 )I! 口 A 平 安 ひ3 間ケ沢山 I 王子 安

23r JI! 口 B 中|立~近|止 54 西ケ沢山 II 平 安

24 西ヶ沢山田 平 r苦ムzザ: 

25 i情 7J¥_f1lJ殺T出子環|、 縄文(後嬬~晩期)・平安 56 五 味 )I! 平 安 27 

26 大 J~ fr 而UJ 縄文(長期~晩期)・平安

27 「邑ムー， 東 58 28 

28 官仁コ 表 中ut 近世: 3り

29 子庁 j成 下 江原 111鳥] 品開 立

30 赤 JlI 館 tlt 16 

mt !怒 縄文平安 62 1隠Eト且 物 館 中 30.31 



第 2章遺跡の立地と環境

ど、いわゆる48小屋といわれる小患のついた地名が残ってお札

などの長者伝説とともに、 ト部一惇やj菅原一昨がギ守中部1:;自にこ

(註 4) 

名残だという由緒を伴っている。

十世紀後半から十二世紀における平鹿郡内にはいくつかの経塚群が発見されている。

金沢字寺沢の閑居長根経塚群からは珠洲系陶器の四耳査と、蓑として用いられた和鏡

したときの

が出土している。この他横手市金沢周辺には積石塚や十三塚などがある。雄物川町沼舘字千刈

田より、永延三年(989)紀年銘をもっ瑞花双鳳八稜鏡が出土した記録がある。八稜鏡のー稜に

は一弁ずつの蓮弁がかたどられ、鏡面の中央には大日如来を震き、周囲に八仏を配した胎蔵界

蔓茶羅である。鏡の縁部には「永延三年八月三日幸以奉始八葉九尊菩薩願、主 伎伴守光女旦主

{半希子願也」と刻まれていた。雄物川町左岸の丘陵には雄物川町北野経塚、大沢経塚があり、

経案、経筒、経巻が発見されてし、る。大森町観音寺経塚では青銅製の経筒に「久安五年(1

己巴五月日{首長与jと刻まれている。このように平安時代後期には仏教文化が深く浸透してい

た様子をうかがうことができる。

鎌倉初期、尾張国出身の揖]家人松葉助宗は平鹿郡地頭に補任され、そのとた男惟泰の代から当
l註!

郡名を苗字として出羽田御家人平賀(平鹿)氏を名乗ったとし、う。 I惟泰の弟油河四郎泰実・吉田

五郎経宗もそれぞれ都内の油河郷・ したとみられる。

して

し、る。建武五年(1338)

西域に属する郷や八柏郷(大雄村)

(塚堀)郷-

し、現在の平鹿町や大雄村 z

出しているので、横手市が出羽国街]家人藤原姓平賀氏惣領家の主たる られ

。
る

鎌倉中期頃に郡地頭職(郡惣領職)はjヒ条一門の手に移り、 l-
し一

した。そのため鎌倉幕府が滅亡し、建武新政が始まると、平鹿郡は元弘没収地の扱いを受ける

ことになるが、平賀一族は郷村地頭として勢力をとどめる。戦国期における

鹿氏は雄勝郡の小野寺氏や山本郡の戸沢氏の勢力に押されその家臣になる。

慶長七年(1602)から秋田葎領となる。横手市に城代(所領)を配置し、初期には増田・

も藩二とを配置している。横手 a 浅舞周辺は横手木綿の産地として有名であった。

よ

る「塚堀村81軒

0730 )の

つ
ιd 

ブ

心。

- 10 



第 2節樫史的環境

註 1 W角111日本地名大辞典 5秋田県』 角川書!苫 1980(昭和:):)年)

註 2 秋田県農政部 『横子』 雄平{山中絞都市建設計画地域土地分顕基本調査 19ii(昭和;:;2年)

註 3 横手市教育委員会 『秋田県横手市遺跡詳細分布調査報告書』 横手市文化財調査報告11

1986(昭和61年 3月)

秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図(県南版)Jl 1987(昭和62年目月)

註 4 註 3文献

註 5 註 1文献

第 l表周辺遺跡一覧表中の『参考文献』に記載した番号で、ある。

1 佐川良視 「弥生式文化遺跡一手取清水の発掘 J W横手郷土史資料』第33号 1960(昭和35年)

2 j黄手市教育委員会 『手取清水遺跡発掘調査報告書Jl 1974 (昭和的年)

3 沼館愛三 『出羽諸域の研究』 伊古書院 1980(昭和55年)

4 秋田県教育委員会 『秋田県の中世域館』 秋田県文化財調査報告書第86集 1981(昭和:")6年)

5 秋田県教育委員会 『秋田県の中世域館』 秋田県文化財調査報告書第86集 1981(昭和56年)

6 秋田県教育委員会 『金沢柵跡発掘調査概報』 秋田県文化財調査報告書第12集 1967(昭和42年3月)

7 秋田県教育委員会 『金沢柵跡発掘調査概報Jl 1974(昭和初年)

8 秋田県教育委員会 『秋田県の中世域館』 秋田県文化財調査報告書第86集 1981(昭和56年)

9 横手市教育委員会 『秋田県横手市オホン清水一第 3次遺跡発掘調査報告書 』 横手市文化財調査報

告10 1984(昭和59年)

10 横手市教育委員会 『秋田県横手市オホン清水一第 3次遺跡発掘調査報告書一』 横手市文化財報告報

告10 1984 (昭和59年)

11 杉山寿栄男 F日本原始繊維工芸史(原始編)Jl 雄山間 1967(昭和42年)

12 奈良修介・豊島昂 『秋田県の考古学』 古川弘文館 1967(昭和42年)

13 損手市教育委員会 『秋田県横手市オホン'清水一第 3次遺跡発掘調査報告書 』 横手市文化財調査報

告10 1984(昭和59年)

14 杉山寿栄男 『日本原始繊維工芸史(原始編)Jl 雄山間 1%7(昭和42年)

15 大和久驚平・奈良修介 『秋田県史・考古編Jl 1960(昭和35年)

16 秋田県教育委員会 『秋田県の中世域館』 秋田県文化財調査報告書第86集 1981(昭和国年)

17 秋田県教育委員会 『秋田県の中世域j館』 秋田県文化財調査報告書第86集 1981(昭和56年)

18 秋田県教育委員会 『秋田県の中世域館』 秋田県文化財調査報告書第86集 1981(昭和56年)

19 秋田県教育委員会 『遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第93集 1982 (昭和57年3月)

20 冨握泰時 「秋田県横手市発見の彫刻器J W若木考古川3・64 国学院大学考古学研究会 1962(昭和
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37年)

21 平鹿町 『平鹿町史~ 1984(昭和59年)

22 秋田県教育委員会 『秋田県遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第103集 1983 (昭和

58年 3月)

平鹿町 『平鹿町史~ 1984 (昭和59年)

23 秋田県教育委員会『秋田県遺跡詳細分布調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第103集 1983 (昭和

58年)

24 平鹿町『平鹿町史~ 1984 (昭和59年)

25 平鹿町『平鹿町史~ 1984 (昭和59年)

26 平鹿町『平鹿町史~ 1984 (昭和59年)

27 平鹿町『平鹿町史~ 1984 (昭和59年)

28 豊島昂『現地調査J 報告書未刊行 1968(昭和43年)

29 秋田県教育委員会 『秋田県の中世域館』 秋田県文化財調査報告書第86集 1981(昭和56年)

30 菅江真澄 『雪の出羽路~ 1824(文政 7年)

12 -
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D 調査範囲

S図閣辺地形慰@鵠査範盟国

13・14-



第 l節遺跡の概観

3 の

l蔀遺跡の概観

前述のように、 ζ} に所在する。

吋

.g !とその支流血111 よりlTIlJlIを約3001Il遡った、標高40.3~42.9 m 

3 らなり、多

正、 U_) J.貰~は資支払揺1 ~寸来的生':;.':;~4':;.~Jm

(S L 323へ 326)で¥

出を主とし、一部に畑地

されてし、た。{自の低い段丘面は!日河川

多量の土器ゃ石器、木製品など、が出土した。

まれる。

われる。

の土器易石器、土師器、

2回目の調査にあたる 0

2凶Jによれば、講の検出状況やIillm.水路.1佳

つまり D[Rとの境寄り(付図 3の矢印部分)と思

として、縄文時代晩期

してし、る。

D区の東西のほぼ中央IvIJ.
L1:1_ラインと西端のMRラインの土層断面(第 7図)

の観察では以下のとおりである。

(lOYR 3 1)0 [表土〕 層摩12~15cmで、ある。

2層 黒?昌生土 R2 2)。粘性・しまりがある。層厚10へ 20crnである。時代の異る遺

。
?
h
v
 

3層 黒褐色土(7.5YR2./2)0 C地山漸移麗〕 粘性'しまりがあり、径 2~ 10cmの円礁

7 ほど混入している。層厚は 4~ 1 5cmであるが、第 7図のとおり LRラインでは、第 3麗

されてすでになかった。 したがって第 2

D区の東側では第 2 R

で

L

まI
よ

o

o

-

-

る

た

地

あ

き

、

が

で

り

性

認

あ

じ

じ

な

怯

円

、

ム
H口
判

和

H

V

可

を

ま

の

ン

層

土

ラ

3

た

プ

第

れ

ら

み、円」

イー一ブ ょう

し

く、 MAライン

してかなり深くなる。さらにMAラインから西のD

ラインよりもさらに増す。

も って耕地整理

している事が判明した。ここ

よって押されたものと考えられる。 c区の東端部は昭和35

よれば、表土から黄色粘土罵(地山)まで深さは約70cmもあ

るカヘこ

にある黒ボグ

F
h
J
 

4
l
lみ



第 3章 発掘調査の概要

、

内
}
ノi
 

である第 3層 f)、 与く出土してい

介、

可能性が強いと指摘されてし、

る。遺物は弥生時代の土器を主体とし、

る遺物が同一層{立に混入し、その出

る。このことから昭和38年の耕地整理以前に宇土が動かされていたと考えられる。 C区は

D区よりも l段低い水田となっており、昭和ミ当時よりも 2

はさほど厚くはなく、北に行くほど薄く、その上に盛土されていた。このことから、この周囲

も耕地整理により自IJ平されたものと思われる。 B区においてはA区寄りの北西側で、

擦を多く含んだ土が厚さ 30ヘノlOcm~まど盛土され、そ

この地点も耕地整理時ト二、低くなっている北東よりの!日河JI!(S L323・326)

されたようである。 F

っていた。

よって黒

となってお

レベル
、.

吋
}
/
J

l
 

シノL トで、地山面より lOcmlfま

T‘二'0

S L323~326の!日河川からは多量の木製品とともに、縄文-弥生土器、古代の土師器・賓恵器

などが出土した。 A区北西部の SL324の土層断面 (NH71 グリッド SPB~-SPC) によれば、

ら砂i環庸まで深さ約110cmほどあり、大きくは 1~ 3属に分かれる。堆積物の記載は第

5章の自然、科学分析や付図 iに詳しいのでそれらにゆずるが、第 l層は表士、第 2

黒褐色の泥炭~泥炭賓粘土質シノレトで、 2 c層の上部には火山灰(2 b層)が薄く帯状に堆

積する。第 3層は主として砂瞭及び砂層である。第 2 b----2 d 

器とともに多くの木製品が出土する平安時代の遺物包含層である。 2-a

がきわめて少ないが、

代~中世の間の堆積層と考えられる。第 3層

の破片や石器などが多く出土しており、

以上のよう

)が出土してし、ることから、大きく

らは縄文-弥生時代の摩滅した土器

ら流れ込んで混入した遺物である。

しっかりしていた。しかしA区の北

して出土し、

る土器などから時代的な関係を

(S P 1三 SPL

層位的なまとまりがなく、

きな治=った。 B.C [K S L323の52ライン

され、 4、 5、 7~1 

く出土し、第 8・

で、縄文-

は砂利や

しているところ

さはあるものの、遺物出土状況はほぼ、B.C

もみられた。

もある。 A

と類似する。また、

ハ
hu

--ょ



?点 1ifri .;立F恥ηjJ延長足

!¥tiT，58話整 MA62罷壁 しR4i語壁

H=42.50fil一一ー

し宍5言語壁

1
2
3
 

(10YR引)土粘性やゃあり しまり強耕作土

(10YRち)土粘性あり しまりあり

(7.5YRち)土粘性あり しまり良径2~lOcmの円

ブ翻

2節調寄の

ク 1)
A
U
 

f

一
7
4し

r
J
J
J
 

tこ、 201lI 

されており、その中心杭 l し、 こ.hをグリ、ソトパ としたハ A:5(}か

4 m mのゲ JJ ツ F

レ-"" とした中心杭は STi¥.89+GOで、

北 カパう 7019' 2 'r している円グリヴ に五A …ふ K士、

LA→ LT、.]VIすというふうにアルブ?ベ、ブトを、市北方向には4ヲ・:')()・;)1・・・ 0 ーとし、弓

ふうに南から北に向かつて昇!腐となる
凡
ノ
】

v
Q
 

い、 MA50というふうにこの詞

し、 4111 X 4 ll1 グリサ Fの名称とした。

まではj受かったので、

ものは出上グ 1)

日を記入し たヲベ.I~ととも

は全て入力によった。

月日

また、こJLら 出 J フ

7こ。 きるだけ掘り込み函におし ど

による しく、 される 多かった。

予言

る士型土

小さな土坑な

と

出二i二状況など、

沿ってベルト ょった。図面

Lt、

しては 1/10で行った。ま

たる図面作成も行っている。この他、 よる A.F

17 



第 3主主 発掘調在の概要

の作成も行った。

基本的にはのそ/クロとカラー I}パーサルフィルムを慣用した。

LtニO

L、これをト

レースした。 った。

3節 の経過

4月17白から し、同年 5月号日までトレ

、及び北側の血JI!寄りの l

となること

した。

ヮr
S
Al
 

l
 

(パ

H
V

A
U
 

F-門
J
U

O
A
U
 

P

・1
ム

レノ¥ Lている口

19日、

、ベノレコンの搬入。 26缶、グリッ っていないため、

した。

ふっ

となっており、 i日j可J!Iのよう

2層を掘り下けごて、

まとまって出土した。 日目、今日か

し

日、 A区から

しアニ。 11

したグリ、ソド

り

が進む。 23呂、 S L 323f日間}1I 

7月 6日、

掘り下げもだし

より
。

たーし

しがついてきた。 7日、 D ワノ

の頃、 A

りそうである。一

火山灰の下より須恵器-墨

した。さらに、!互の二!と東側と rξの東í~.U

一ァ

くなし、。 22日、 A

ワ円 ~， l 、
ノミj'

2層まで

し、 う。 29日、 C した。

18 



第 3節調査の経過

8月 l呂、 B.C.E区の第 2膚までの掘り下げを続行し、 A区は残していたベルトの掘り下

げと土層断面図作成、 D区は多くの複雑に重複している遺構精査、写真撮影、図面作成におわ

れる。 6目、 E区にて堀立柱建物跡、 B区にて竪穴住居跡のプランを確認した。 18呂、昨日、

午後からの集中豪雨で、 A~E区には20~70cmの深さでオくがたまったため、排水作業を行う。

25日、 E区の溝状遺構掘り下げを終了し、 B区ではSE067から大小 2笛の曲物が出土、 D区

で、は掘立柱建物跡が予想以上に重複しており、精査に時間がかかっている。

9月 l目、専門指導員 工楽普通氏来跡。遺構-遺物について種々ご教示を得た。 C区では

中央に入れたトレンチから墨書土器や転用硯が出土し、泥炭層のあることが確認され、 A区に

続く!日河川 (SL323)で、多くの自然遺物が出土することが予想された。全体の遺構数は未登

録を含めて約150遺構となり、その多くがD区に集中する。 5日、 D区の SX085より骨片が出

土し、サンプリングを行った。 12日、 D区の第 2層の掘り下げが進み、南側に残していた排土

運搬用道路の掘り下げも開始。北東部の SX084は「コJ宇状で、埋土に焼土を伴うことが判明

した。 E区の SD092は北端にて、 C区を北流する SL323に合流することが判明した。 24日、

E区は、調査後の全体写真撮影をもって終了した。

10月 9日、 A区は土層断面図・等高線図作成、全体写真撮影をもって終了した。 12日、 D区

全体の第 l回目遺講写真測量を開始し、 14日に終了した。この頃、 C区の SL324第 6層を掘

り下げ、木簡や木製品が多く出土し、その取りよげ作業におわれる。 19日、 B.C.D匿の調査

を併行して行ってし、るが、 D[Zは精査の主力が北西部に移っているが、遺物もさることなが

ら、相変わらず遺構の重複が激しく、{乍業が遅れぎみで、ある。 B.C区はし、ず'JLも!日河川を掘

り下げたが、 C区に比較し、 B区の出土遺物は極端に少ない。全体の遺構数は200を越えた。

11月 5日、 D区のラジコンヘリコプターによる 2回目遺構写真測量を開始し、 6日に終了し

た。専門指導員 須藤 隆氏来跡。遺構や縄文-弥生時代の遺物についてご教示を仰ぐ。 13日、

C区北部.D区東部調査後の全体写真撮影を行ない、 C区の調査は北部の SL 3231日河川を残す

のみとなった。 14日、専門指導員 白石建雄氏来跡。 EI互の深掘土層断面を見てし、ただき、遺

跡地周辺の地形・地質につし、てご指導を仰ぐ。 19日、 D区の SX153など、脂肪酸・リンf分析用

土壌サンプノレの採取を行ったo 24目、朝から風強く、雪がちらつき、午後から吹雪が激しくな

り、 15時で現場作業を中止。 26日、 C.B.D区とも掘り下げや遺構精査を継続中であるが、 C

区は土層断面用ベノレトを残して、周囲の摺り下げがほぼ終了した。 45ラインベルト(S L 323) 

にて花粉分析用の土壌を採取した。 30日、昨夜から約40cmの降雪があり、朝から全員で駐車場

・プレハブ周囲や現場までの除雪をした後、遺構精査に入る。

12月に入ってからも降雪があり、 B・C.D区とも除雪をしてからの遺構精査である。 7日、

長きにわたったD区の遺構精査-実測も、図面チェックを残し終了した。遺構精査・レベル計測

- 19 -



第 3章 発掘調青の慨嘆

や遺物取り上げはBI2Zの中央部と!日待JlI、C区の!日河川を残すのみとなった。 9日、 B区中央

部の遺構全体写真撮影降、平面ly<1の作成をもって B区の調査を終了した。朝から撤去準備を開

始し、午後、木製品や発関器材を埋蔵文化財センターに運搬した。 !O目、

施、 11日に道路公団と現地立ち会L、後、引き渡しをした。 12目、撤去を終え、 8箇月にわたる

遺跡の調査を全て終了した。

調査期間中を通じて、地元小-中学生や、郷土史家やそのグループ、地元文化財関係の人々

の遺跡見学があり、この説明にあたった。また、報道関係諸機関の取材にも応対した。

-20 
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第 1鮪検出遺構
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第 1m再検出遺構
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第 4章調査の記録
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第 1節検出遺構
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第 1節検出遺構

ろう。

十)込まれてし、る。が

1 . 2 

られのi宗さま

し、円

S A299 

区の Q50.51 、 48~51 グリッド る 4 

しており、 4

十2.24111十2.23m十2.31m) ， 

S 168を切っている。

る。 S 168と

m (北から2.01m 

であろう。柱掘形は長径が25~40cmの

り込まれてし、る。し、

299-1・4・5に しfこO してい

三!の

区のL 50、LP50、L グ J) ッ J'"に位置する 4 る。 SA301. 

302と しており、そ ¥
》
J

7

司ミ ることから SA300~3ulは柱列を

1 、-r、 J_ニ:
レ_) 0 しJ ち

十三38m→2.34m十2.31 )で、

らへ→

rn(東

カ斗 ろう。

り込まれている。

レ/1 _r.， -:' 

しいGo

A301 

j三の ζ》 4士 ある。 SA300' 

左:平行しており、そ

たヰ cつ

よりや~t'rJ-，ざし，30R

あるこ，1::から Si"， :~OO--:~Ol 

ら m十乙36m十乙56m十 i.8ヲrnγで、

ら7 9トG尺)

!辺が慌の方市を呈するものと琵25cmの円形を呈するものがあ i人

まで掘り込まれてし、るつ理~L~主に〆s;.;.\， A301 1に

が出土している。

己じ三j

一22
一一

、L ある G

(7) J ることから 3nO'~3川 l可

、プ

ζ〉。

ら2J18m十 m→合m十上

と忠われ

trカるった。

qソ2口!..... '"、一、 '-{Il! 

ο ーユ 1
1)通ど L

し

2り



第 4章調査の記録
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第 1節検出遺構

lにて径12cmの柱痕を確認した。出土遺物はない。

S B 100 (第19図、図版28・29)

D[RのLJ 44~46、 LK45 ・ 46、 L L45~47 グリッドに位置する東西棟桁行 4 間×梁行 4 間

(身舎 2問、痛が南北に各 l間)の掘立柱建物跡、である。 SA178・205はSB 100に平行する柱列i

で、柱穴がSB 100柱筋と一致することから、 SB 100に付随する施設の可能性が考えられる。

柱間距離は桁行総間9.24m (東から2.36m十2.22m十2.41m十2.28m)、梁行総間6.81m (北から l

m十2.38m十2.24m + 1.21cm)である。計画尺は桁行 8尺等問、梁行24尺はとから 4十8十8十

4 尺)と考えられる。柱掘形は長径38~50cmの楕円形を呈するものを主体とし、確認面から22

，...__， 54cmの深さまで掘り込まれている。理.土は黒色土が主体で、径14~22cmの柱痕を確認した。

遺物は縄文~弥生土器片、ブレイクが出土している。

S B 101 (第20~D

D区のLH46・47、L146・47、LJ 46・47グリッドに位置する南北棟桁行 2潤×梁行 2間(席

l間含む)の掘立柱建物跡である。柱間は桁行総間4.6mはとから2.37m十2.24m)、梁行総間4.99

m¥果から4.06m十93cm)である。計画尺は桁行 8尺等問、梁行17尺(身舎14尺十腐 3尺)と考え

られる。柱掘形は長径25'"'-'40cmの楕円形を皇し、確認面から24~42cmの深さまで掘り込まれて

いる。埋土は黒福色土が主体である。 SB101-5にて径12cmの柱痕を確認した。出土遺物はない。

S B 165 (第20図)

D匿のLlVI42・43、LN42・43グリッドに位置する東西棟桁行 2間×梁行 1間以上の掘立柱建

物跡である。柱間は桁行総間2.71m (東から1.4m十1.31m)、梁行は現状で東側2.06m'西側1.8m

である。計画尺が桁行4.5尺等問、梁行 6~7 尺のものであろう。柱掘形は l 辺が35~40cmの

方形を呈するものを主体とし、確認面から15---38cmの深さまで掘り込まれている。埋土は黒褐

色土が主体である。 SB 165-1・3にて荏15---20cmの柱痕を確認した。出土遺物はない。

S B 170 (第21図、図版29)

。区の LN5()~位、 L050~位、 L P51・52、L金51-----53、LR51---53、LS 51グリッドじ

×
 

自
i
JE
 

戸

i一TJ桁南平，
T
A
1
 

西東 4間(南北紹各 1間含む)の掘立柱建物跡、である。 SB170-23・

31はSD199に切られている。柱間は桁行総間17JJ5111 ら2.36m十2.48m十2.59m十2.45m

十2.34m十2.47m十2.36m人 ロ1(北から1.04m+2.23111十2.29m+1.17m)である。

計画尺は桁行 8尺等問、梁行22尺(北から 3十8十8+ 3 尺)と考えられる。柱掘形は長径35~

60cmの楕円形を呈するものが主体であり、確認面から 16~59cmの深さまで掘り込まれている。

埋土は黒色土ないし黒掲色が主体で、径16~20cmの柱痕を確認した。遺物は縄文~弥生土器

片、ブレイク、須恵器杯の口縁部破片、土師器杯の底部破片・護の腕部破片が出土している。

S B 171 (第22関)

ヴ

i
A
斗
ム



第 4主主 調査の記録

D区の LQ47~51 、 L R47~51 、 L S47~51 グリットPに位置する南北棟和行 7 間×梁行 3 間

の掘立柱建物跡で、身舎が桁行 5間×梁行 l間の建物の 4面に席が付くものである。 SB 171 

-7・14はSD168を、 SB171-15はSK235・SD168をそれぞれ切っており、 SD122・244と

の新!日関係は不明である。柱間は身舎部分で桁行総間10.6111(北から2.1111十2.08m十2.11111十2.

15m+2.16111)、梁行4.4111、府部分の桁行総間15.18111(北から2.09111+2.17111 +2.15111 +2.08m 

十2.24111十2.07111十2.37111)、梁行総間6.64111(2.25111十2.21111十2.19111)である。計画尺は身舎の

桁行 7尺等問、梁行15尺、痛の桁行 7R等問、梁行22尺(7.5十 7+7.5尺)で、身舎から廟柱ま

では東西で3.5尺、甫北で 8尺 られる。身舎柱摺形は長箆40~75cmの楕円形を呈するも

のが主体で、確認菌から35~53cmの深さまで掘り込まれている。崩柱掘形は長径35~40cmの楕

円形ないし向規模の円形を呈するもので、確認面から32-----40cmの深さまで掘り込まれている。

、在13~15cmの柱痕を確認した。

土師器杯の底部破片、中世以降と思われる陶器の底部破片が出土してし、る。

S B 173 (第23・64図)

D区の L547・48、LT47~-49、 MA47--49、 IvIB 47--49グリ、ソドに位置する東西棟桁行 4

間×梁行 2間(廊 1間を含む)の掘立柱建物跡である。南側柱筋の東部延長線上に位置する SA

、ブレイク、

172が付属する可能性が考えられる。 SB173-12はSK195を切っており、 SB173-1・6と

S D122との新!日関係は不明である。柱間は桁行総間9.46m (東から2.22m + 2.45 m十2.4111+2.4 

m入梁行6.37mけとから93c盟十5.45m)である。計画尺は桁行 8尺等問、梁行21尺(席 3尺÷身

舎18尺)と考えられる。柱掘形は長在40---60cmの構内形を皇し、確認面から34~53cmの深さま

で掘り込まれている。埋土は黒色ないし黒褐色土が主体で、 SB173-8 ・ 10にて径16~18cmの

柱痕を確認した。遺物は縄文~弥生土器片、ブレイグが出土している。

S B174 (第24・34図、図版30)

D区の LM45・46、LN45‘46、L045・46グリッド 『

hv 3間× 2間の

る。 SB 174はSD169冨 SX153と重複しており、 SB174-3・5がSD169 

に切られ、 SB174 2・3がSX153に切られている。またSX153はSD169に切られてし、る。

このことから新!日関係は SB174→ S X153→ S D 169である。柱間は桁行総間6.91m (東から2.

35 m +2.07 m十2.48m入梁行総間5.27111はとから2.69111十2.6m)である。

ら 8 十 7 十 8 尺)、梁行 9 尺等間と考えられる O 柱掘形は l 辺が35~60cmの方形を呈するものと

長径55~65cmの楕円形を呈するものがあり、確認面から40~42cmの深さまで掘り込まれてい

る。 5~ 19cmの柱痕を確認した。ま っているもの

ブレイクが出土してや、柱部分が空洞となっているものもあった。

し、る。

-48-



第 1節検出遺構

S B 175 (第24図、図版5・7)

D区の LM47・48、LN47・48グリヴ F'に位置する東西棟桁行 2間×梁行 2間の掘立柱建物跡

である。南北に走る SD169と重複しており、 SB 175 3柱掘形が SD169に切られてし、る。

柱間は桁行総間2.58rnはとから1.38rn + 1.21 rn)、梁行総間2.75rn (東から1.38rn + 1.36 rn )である。

計画尺は桁行 5 尺等問、梁行 5 尺等間と考えられる。柱掘形は i 辺が35~55cmの方形を呈する

ものと長径50~73cmの楕円形を呈するものがあり、確認面から1O~30cmの深さまで掘り込まれ

てし、る。

理土は黒褐色ないし浅黄色土が主体で、 SB 175-8にて径22cmの柱痕を確認した。遺物は

縄文~弥生土器片、ブレイグ、須恵器杯の口縁部破片・瓶の胴部破片が出土している。

S B 190 (第25・64図)

D区の LR45~47、 L S 45~47、 L T45~47 グリッドに位置する南北棟桁行 2 間×梁行 l 簡

の掘立柱建物跡である。 SK195・SD 121と重複しており、 SB 190-2がSK195.SD121に

切られている。また SK 195は SD 121 1切られている。このことから新!日関係は SB 190→ S 

K195→ S D 121である。柱間は桁行総間5.23rn (北から2.59rn十2.64m)、梁行ι95mである。計

画尺は桁行 9 尺等問、梁行16尺と考えられる。柱掘形は i 辺が42~72cmの方形を呈するものと

るものがあり、確認面から40.----45cmの深さまで掘り込まれてい

る。埋土は黒色土ないしにぶい黄鴇色土が主体である。径12---._..30cmの柱痕を確認し1こ。

縄文~弥生土器片、ブレイク、須恵器杯の口縁部細片が出土している。

S B220 (第26図)

D区のL046・47、LP46・47グリッドJこ位置する東西棟桁行 3間×梁行 3間の掘立柱建物跡

である。 SB220は SB221とほぼ同位置での重援であり、 SB220-4がSB221-1に切られ

ている。また SB220は SD168にも切られている。よって、新旧関係は SB220→ S B221→ S 

D168である。柱間は桁行総間5.29m (東から1.49m十3.81m 2間分)、梁行総間5.53m (北から2.

28m十1.5rn十1.86m)である。計画尺は;桁行18尺(東から 5+8+5尺)、梁行20尺(北から 8十

5 + 7 尺)と考えられる。柱掘形は長径40~60cmの構内形を呈し、確認面から28~40cmの深さ

まで掘り込まれている。埋土は黒補色土が主体である。柱痕は確認できなかった。遺物は縄文

レイク

S B 221 (第26図)

D区の L046.灯、 L P46・47グ 1) 、ソトコ

してし、る。

るv
2間× 2 

である。 SB221はSB220とほぼ向位置での重複であり、 SB221-1がSB220-4辛子切って

おり、 SB221 2はSD168に切られている。また SB221はSX153にも切られている。よっ

て、新!日関係は SB220→ S B221→ S X153→ S D168である。柱間は桁行総間5.1m (東から

49 



第 4章調査の記録

2.69m十2.38m)、梁行総間5.08m (北から2.44m十2.63m)である。計画尺は桁行 8尺等問、梁行

8尺等間と考えられる。柱掘形は長径60---65cmの構円形を呈するものと i辺が30----50cmを呈す

るものがあり、確認面から33~48cmの深さまで掘り込まれて L 、る。埋土は黒褐色土が主体で、

径c16~20mの柱痕を確認した。遺物は縄文~弥生土器片、ブレイクが出土している。

Sお290 (第27図)

B区のMJ 50、MK49・50、ML50グリッドに位置する東西棟桁行 2間以上×梁行 2間以上

の摺立柱建物跡である。 SB291・292.、293、SA284・285と重複する位置にあるが、新!日関係に

ついては不明である。柱聞は現状で桁行総間5.02m (東から2.51m+2.5m)、梁行総間4.78C北か

ら2.23m十2.55m)である。計画尺が和行8.5尺等問、梁行 8尺等間の掘立柱建物跡であろうか。

柱掘形は径28 ，----35cmの円形を呈し、確認商から21~37cmの深さまで掘り込まれている。埋土は

黒褐色ことが主体で、怪1O~18cmの柱痕を確認した。出土遺物はない。

S B 291 (第28図)

B区のM 1 52、MJ 51・52、MK51・52グリット、Jこ位置する東西諌桁行 2間×梁行 2間の掘立

柱建物跡である。 SB292とほぼ同一位置にあり、その新!日関係はSB291… 2・?と SB292-

3・9の切り合い関係から、 SB291→ S B292である。 SB290・293、SA284・285とも重複す

る位置にあるが、新旧関係については不明である。柱聞は桁行総間4.15m(東から1.98m十2.17

m)、第行総問3.8m (北から 2m十1.79 m )である。計画尺は桁行?尺等問、梁;行 6尺等間と

えられる。柱掘形は長径18~53cmの楕円形を呈するものを主体とし、確認菌から 18---39cmの深

さまで掘り込まれている。埋土は黒褐色土が主体で、 SB291-3にて径15cmの柱痕を確認し

た。遺物は縄文~弥生土器片が出土している。

S B292 (第28図)

B区のM 151・52、MJ 51・52、MK51・52グリッドに位置する東西棟桁行 3間×梁行 2間の

描立柱建物跡である。 SB291とほぼ同一位置にあり、その新旧関係は SB291-2・7とSB

292-3・9の切り合い関係から、 SB291→S B292である 0 ・SB290・293、SA284・285とも

複する位置にあるが、新!日関係については不明である。柱聞は桁行総間5.32m (東から1.92m 

+ 1.72 m + 1.69 m )、梁行総間3.49mはとから1.8m十1.68m)である。計画尺は桁行 6尺等問、

行 6 尺等間と考えられる。柱掘形vì長径26~32cmの楕円形を呈し、確認面から27へJ44cmの深さ

まで掘り込まれている。埋土は黒色土が主体で、 SB292-9・10にて径14cmの柱痕を確認し

た。出土遺物はない。

S B293 (第28図)

B区のM1 49~51 、 MJ 49~51 、 MK49~51 グリッドに位置する南北棟桁行 3 間×梁行 2 間

の掘立柱建物跡である。 SB290・291・292、SA284・285と重複する位置にあるが、新旧関係に
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ついては不明である。柱間は桁行総間5.49m (北から1.69m十2.01m十1.82m)、南梁行総間5.02

m (東から2.62m十2.4m)、北梁行5.52mである。計調尺は桁行 6尺等問、梁行 9尺等間と考え

られる。柱掘形は長径27 _.....__， 35cmの構円形を呈し、確認面から25~28cmの深さまで掘り込まれて

いる。埋土は黒褐色ことが主体で、 SB293-3 ・ 9 にて径10~12cmの柱痕を確認した。遺物は縄

文~弥生土器片が出土している。

以上、掘立柱列と掘立柱建物跡について概略を説明したが、遺跡内のすべての柱列・建物跡

を網羅することができたとは思えない。現に、 D区ではピットが1，300個前後確認されている

が、柱列や建物を想定で、きたのはその一部に過ぎない。またD区北東部には十分に検討できな

かった柱穴のまとまっている部分があり、わずかに柱筋から SA227 ・ 240~243 ・ 256を拾ったの

みである。これらは建物の一部である可能性が高く、調査区外にかけてさらに数揮の建物が存

在することも考えられる。また中世の建物配置・間取り等についても、検討が不十分な面が多

々あろうと思われるので、建築関係の専門諸氏から、御指摘-御指導をいただければ幸いであ

る。

3.竪穴住居跡

S I 060 (第29図、図版31))

B区のMM53・54グリッドに位置し、ほぼ地山に近い面で検出された。平田形は方形で、規

模は370cmx 420crnで、径 4crn~28c郎、深さ 4 cm~ 13crnの壁柱穴をもち、西壁では部分的に途切

れる。壁外に16本の柱穴(以下 P とする)が配される。 P1 _.....__， P7 は主柱穴と思われ、径28cm~

44crn、深さ 6cm_.....__，50cmで、各コーナーと南壁を除く中間点にあり、それぞれの柱間は北壁外の

P 1 . P 2・P3間は、 7.5尺等間で、総間が15尺で、南壁外のP6 . P 7間の総間と一致する。

西援外の P1 . P 4・P6間は柱筋は通らないが6.5尺等間で、総間は13尺である。東壁外のP

3 . P 5・P7間は 6尺等間で総間は12尺である。東壁外にはP5の外径14cm----26cm、深さ 8cm 

~14crnの小さな柱穴 (P 12_.....__， P 16)が配される。床面には南壁寄りに径156crn、深さ36crnの円形

の土坑 lがあり、南東コーナーには径100cm、深さ16c湿の円形の土坑 2がある。南壁には円形

の掘り込みをもっ径46cm、厚さ 6cmの焼土 lと、径34cm、厚さ 2cmの焼土 2が25cm離れて並ん

でおり、焼土中には炭化物が混入する。焼土はいずれも本住居跡に伴うものであろう。

遺物は箆状五器が出土しているが、周囲からは平安時代の遺物が多く出土しているし、

跡の形態、から平安時代に属すると考えられる。
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D区のLL44・LM:44グリッドで検出した。平面形は242cmx 310c虫、底面は204c辺 x27:3cmの隅

丸長方形を皇し、底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がり、壁高は36cmである。底面積は5.:30

nfである。埋土は 6層に分層し、いずれにも比較的多くの黄褐色土ブロック粒子が混入してい

ることから人為的堆積と考えられる。

遺物は出土しなかった。

S K 1030 (第30図、図版33・34)

DIKのLK43・44グリッドで検出した。平面形は268cmx 290cmの隅丸方形を呈L、底面はほ

ぼ平坦で、222c殴 x228c盤を皇している。底面積は8.20nfである。壁はって変綾やかに立ち上がり、

壁高は32cmである。埋土は i躍のみで、黒色土に明黄褐色土%混入してし、る。

遺物は縄文-弥生土器、ブレイク、土師器-須恵器が少量出土した。

S K 1063 (第31図、図版34)

B区のML53グリ、ソドで検出した。平田形は206cmx 233cmの略隅丸長方形で、!底商はほぼ平

坦で、198cmx 205cmを呈している。底面積は3.00nrである。壁は垂直もしくは緩やかに立ち上が

り、壁高は25cmで、ある。埋土は黒色土-黒褐色土を主体にし、堆積土の中位に地山(オリーブ褐

く堆積し、全体的に混入物が少ないので、自然堆覆と思われる。

遺物は縄文-弥生土器、ブレイクが僅少出土した。

SI三1111 (第31・34図、図版 4・35・36)

D区のLP49・50グリッドで、検出した。平面形は395cmx 430cmの偶丸方形を呈し、底面も286

cm x 320cmの隅丸方形を呈してし、る。底面の面積は9.30nrである。翠は緩やかに立ち上がに

壁高は55cm~61cmである。北東隅-南東隅にて径25cm前後のピットを各 1 i屈を検出したが、い

ずれも 2~ 9 cmと浅く、柱穴とは考えがたい。埋土は 8~12'15~20層が自然堆積で、{患の層

は地山ブロックを多量に含み人為的堆積と考えられる。

遺物はほぼ床面にて万子 i点(第31図RMI)、石剣 l点(Rむ1)、青磁片 2点(RP ・ iが

出土している。その他に埋土中から縄文-弥生土器、ブレイク、土師器・須恵器が少量出土した。

S K 1 112 (第32・34図、図版 4. 5旬 36)

D 区のL047グJ) 、ソドで検出した。

200cm 216cmを呈してし、る。!底面積は3.88nlである。

立ち上がり、壁高vt42cmで、ある。

x 296cmの隅丸方形で、!ま面はほぼ平土日で

他は大変緩やかに

フロ

ッグ く、 2・3・5・7層には J.. られる。

遺物は縄文-弥生土器、ブレイク しfこO
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l節拾出遺構

S I 1 ( 

D区のLL51雪上MSlグl)、 (八Qハυ…y
4噌

τ''ed] 
i
 

一EU
 

〈

Cいじピ、L弘「一『「「『「「コ一1J、J戸
I 
L 、

C盗目黒JL長方， で 374cmを呈してレる。

は36cmてjうる。 j宝上黒色二i二ち上がり、

ッグ !J;ほとんど に混入 L τa'虫ハυ
τ1'1i 

I十
け~ l_ 

iU土の混合土であ;人 が西から

J-tiIJ 

りn こも

のであろう。

L イヶ
-マミ LノfニO

巴
d 事

l~lJ寂 :~8 ) 

F[三のLF 1 16グ 1) ゾ i、 Li二。 !引f~-ご iユ f、 τ
y 

， ，主"

l()Oc盤、 j粟さlllcm'てーある口

層した0

4 

、L黒褐色土佐

入し、

出土しなかった。

てユー!、 ロッグカ 1へ

のl となる。

。。つ九}E
 

九
し

hu

D区の LH46グリッド した。 口
ハ円x ~IL)cm 、

cm 50側、深さ92cmである。 である。 開土は 8層

入してし、る円 4 

L 

た。

となってし、る。

した。

S E031 

r;zのL 4三グ 1) ヴ i" した。と L ~、。 f寸

心。 フ¥

つ 目
H

日"1
 

・♂〆--一弘
、1
1i
 

、ソ，一、}
 

l
 

!
 

• 
一fz、!} 

♂
 

{{ 
+
 i

 
，
4

£
 、

、めい出
~，一、ノ

J

，‘
 -0 ~ ) 

まる。 3‘ 4暦は空洞があり、特に 3J習は 2躍起下の;J;vJ:l5cm、

れた格肘になっており、下の 3層はfm;rl予のJ:tE;t1[:f:k' iPノ皐 Lている。

遺物は縄文・弥生二l-_器がやや、土師器・須恵器が僅少出土したo

S E067 (第3日君、 医!日夜41・42)

81 



第 4章調査の記録

区のM区間夕、リヴトC

86c盗で;ちる。

Lt、二。 ロ 16clll 126c!1l、 盟、

ていfこと忠、j〉れるカ入その

してt こと

仁}

ょっ

つて混入している。

ロッグとな

り込んでいる 6~8 ノ'¥‘ 壁およ Lコ ~i

してしもる。

らやや浮いた状態の 6.8

2c盤、高さ

1c辺、高さ16.1cmの出物

しfこG

と柄の

ブレイグ

i _t、

し 1，-口

S Eu86 (第36図、図版記)

E区の E42・43グリ、ソド し る。 口

170c弘

上がる。

川床m
 

c
 

つJQ

コ ち

して、

く揖入し、 6・8

している。 4~6 ・ 8 / 

ロック 、。

LtこG

S E088 図版

D区の LL42グリッド

X 93cill、

しずこo S D087と し、 、。 口

x 167側、深さ83cmで、ある。

くらみ、その上はまっす

λ に缶、躍した。

~::t ~ど

として、全f本的に地山ブロッグ・

し、ことから人為的堆積と考えられる。く混入し、

ブレイク
FU 

たーし

S E 116 (第37図、図版44・45・48)

D区の LN54グリッドで検出した。 ノヮ
¥、中 となってレる。 口

りjるんでし・

l十回
一/ー ー叩ー o /'1';、

く含まず良く

ゐ。

12clll 117cm、中端130cillx 138cm、深さ

く立ち上がる。埋土は1

すヱrα) 0 

しまる 多く も る。

した。

S 125 . 4 6) 

D区の R44グリッド LtこO 口舌s1 03 cm X 11 7 cm、 88cm、

82 



Lt二。 ほとんど
守口戸

1 へ :1

第 l節検出遺構

ヱ平坦である。埋土

入、 9層

してし、るもの

112cill j 32c怒、 ヲ8cmーである G

る。このi位、地山プ戸、J土多く含んでし、るのでレ

i7i えられる。

ブしイクがやや、
0
 

7

にし

S E 152 5・46i

口 80cm、深さ73c辺
ブ
〔
V

よりも新しし、。

、断面形

1， . 5層には植物

D区のLM46グリッ r しfこ。 S 153、 SB 173と し、 L

である。埋土は した。

し
盛4

く含まJLていることから、レンる。この{由、 l 

いるものの、

ブ戸、ソク して

J-ぅ与 h 門 ザ

〆ワ〆乙 Lてノ o。

ブレイク した。

S E215 (第361君、図版47) 

D区のLM49グリッド 71cm、底部箆45cmx 50cm、深さ64

である。 理土は 6層に分層した。
『

c)o 

、
u 

LtこO

s齢

S D001 

2 ~ 5) 

F区のLC14グリッ Fから L i5グリッド ってし、る。

レ
仁ーゅ

76m、 rlr高 16cmへ~24cill 、 拐ささ 22cill~

としてし‘る。

びている 0

26cmである

S KOIO、 SD

もしく

したU

る。

S D002 

F のL 14グリッ F'で 001と し し、
oJo 

，fLている。 2 cm'~' 8 cmである。

もしくは黒色土と としている。

しなカA つ7こO

S D003 

F区の L 14グリッ F' し、 いる。 限、 rli高12cm.-._28cm、
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第 4章調査の記録

Sむ134

ムH=42.600rn~ 3 

CH 

E 1王立L12. 000 111 E._ 

_Q_H = 42.000 1l1_!i_ 

4 
5 
6 

SD 
l 

S 
i 

E 1 

ブロソク・明言C掲色ゴ数字色、炭化物小 1お山人

ソグ 1 、炭化物小数%

行1
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第 l節検出遺犠

jヲ更さ 6cm ~2()cmである。 とし、 2

LなiJュっ fニO

A
ペヨハ

U
-HHV 

、Ba
f

fa--L S
 
吉区のKQ14・15グ 1) ドカミら五R14.1 夕、リット、 いる。

に延びてし、る。 m 、幅 13cm~30側、深さ 30cm~5()cm である。

とし、 シペトフロックをl
、ア

心。

しなかっ7こn

t
J
 

、、事，
Jハv

h
u
 

c
J
 

FI三のLF 17グリッド治￥ら LE22グリット、にかけて いる口 SDU08・SXU16を

-l:;7Jっており、 ζ〕。 m 、 Ilí高46cm~90c盟、深さ 2 crn~ 12crnで

ある。 とし、 シルトブロ吋グ る。

しなかった。

S D006 

F区の LC.LD18グ IJッドから LC. L D22グ1)ットrにかけて おり、 SD007 

に切られている。

とし、

m、幅40cm"-50側、深さ 4cm~ 12crnである。

シルト

しなかった。

S D007 

F区の LC 18グリッドから LE20グリッド おり、 SD006を切ってい

てア
Q 。 m 、中高20.5crn~40冊、採さ 8 cm ~34crnで、ある。 と

し、 る。

しなかった。

S D008 

F[互のLD20グ1) ッ 1'>から LF20グリッ 1，' いろ{ 只ちぐ り、 SD005に

よって一切られている。 1. 5m 、幅30cm~60個、深さ 1 cm~ 12cmである。

もしくは黄海色土シノL トプロソクを混入する口

しなかった。

D009 

F区の L1 21グリッドから北へ9.8m しそこ 曲がり、 LM27グリッドま

m、11I高30cm"-60crn、深さ 3cm~ 14cmで¥ -シノしト り込んている。

されてし、る。

しなかった。

円

i
n
む



第 4章調査の記鐸

S D027 

D iZのζJ42グリ、ソト‘から L註47ク 1) ッドま ぺたる。 SE028、

DOヲi、 S O~}3 と Lち SE028ミ 0:i3よ Lt 1 i口、

130c盤、深さ 8 盗 ~.12cmである。

石器やアレイク、 しfニO

D 

D区の LK42グリッド泊ミら LK43グリッドにかけて

してヂおり、 )耕一
ト九 nl、

L、る。 SA 274. S K I 030と

ある

しなかった。

S [)OS6 (第42・日71ズj)

グリッドカ￥らし グリ y ト

揺立柱建物跡のj主えに一諒壊され、

L、る。

SK138Iこ切られてしもる。 ヲづ

内
ノ
M

L

与

一
口
る

-A 
Q
U
 

D251がある。 SK138カミら るSD201と向もしれなし 111、

c[註-~i 13c側、 i粟さ qc[]] ---18cmである。 で、t¥る。

石器・ブレイグ、
。

たし

S D057 

D のL1v152グリァドから L グリヴ F.

qJ福45cm~-90cm、深さ 11c湿 ~-40Cillである。

し、心。 m、

とし、炭化物・ローム

る。

ブレイク、
。

たし

D070 

i去の L 36グリッ Fから 41グリッドにかけて延びてし、る。規模は総延長22.8m、IIJ高50

む湿 ~70c路、深さ lOcill~2りcmである。:l~îH二は砂質粘土粒を多量に混入する。

士しなかった口

D071 

巳:のLP38グ J) ット、、カミら L 42グi)ット♂tニβ斗l-C おり、 D104によって切

られてい 1m. さ1Ocm~.18cm である。

体とし、 一o 

レイク した。

D072 

区の O:i6グリッ iごから 39グリッ F しなが おり、 S

104vこイ)/:(ヵ:る。 11 、 80c也、深 る。

88 



第 l節検出j室搭

上、にふ-¥，黄鐙色を王{本とし、 ロックを混入する。

ブレイクがわずかにI:Hこ!こした。

S DOn 

E区の L035グリッ I'-l)ゐら LP37グリッド し、 JZ
恰 ) 0 則、 IjJ高20

C辺一'-30cm、深さ14cm--18c湿て、ある。均とは黒色I二・ としてし、る。

しなかっfこO

S D074 

E区の LR32グリッドから LR36グリット♂にかけて延びてし、る。規模は総延長22.8m、暢50

cm~70cm、深さ 30cm~50cmである。 hこぶL

ッグ・炭化物を混入する。

しなかった。

S D075 

E区の LQ31グリッドから北の LR36グリッドにかけて延びている。

中高62cmへ-84cmで、ある。

、ア

心。

S D076 

しなかった。

. ~こ，;:;; ¥， とし、

とし、砂質粘土ブロ

ブロック状に混入す

D区の LQ31グリット、刀￥ら北の LQ33グリッドにかけて延びている。規模は総延長16.4m、

i隔52cm~96cm、深さ 14cm~33cmである。 . vこ v~~ \， とし、粘土

る。

しなかった。

S D079 

C区のMD57グリッ!ごからはC60グリッドにかけて延びており、北西端でSD168にぶつか

る。

S D080 

1m 、幅lOcm----.16cm、深さ 38cm~44cmで、ある。

-地山ブロック

レイグ、

『

心。

D区の ζM47グ1) ッドカミら LL47グ1) ッFにかけて延びている。

cm----.3lcmである口

S D087 

LfJ:.力、っfこO

しfニ。

D区の L 41クリ、ソ 1，から北西の LL42グリッ卜‘ま そこか

ッド イこる。 SE088. S D089より新しい。

-89 -

. ~) 1口、

LM41グリ

m 、 lþ高25cm~30cm、



第 4章調査の記録

7 cm ~ llcmである。 J:雫二七i Lてし、る。

した。

S D089 

DI;ZのLK41グ 1) 、ソト、から LN42グリ、ソト、に泊寸トて延びている。 SD087、 SD169に切らlL

てし、る。組慎は総延長11‘9m、i国90cm-~ 115cm である。 埋上は黒褐色・灰黄褐色上を主体とし

炭化物・1也11下位- -，トマ
'¥.ヲペcJo

ブレイク、上師器・ 込山土した。

0
 

0

た

ヴ

マ

心

つ

り

に

山

カ

ク

で

な

1
4

毘

/

F
4

し

A
Z

し
↑
，
l
t

s
幻

L

~

 

り

の

伺

ω
区

打

D

E

さ

Q
〕

し、 いる。 m 、 11届S2cm~62cm、

S D091 

D!互の LH45グリ川 iごから L145グリッ r

は総延長6.7111、 111高:i5cm--._50cmである。

しなかった。

S D092 (第42図)

IvIA42グリッドを中心に、 E区のMC41グリッドから D!玄の LS46グリッドにかけーてV型に

延び、 SL323で止まる。

おり、 S)(0:33より新しし、。

D区の LS 46グリッドから

323の南端にいたる。

E 区~MA42 グリッド 、ほぼ900北西に折れ SL

日l 、 Ip鈴 ï6cm~ 124cm、深さ12cm~.130cmで、ある。埋土は

として、灰白色やロームのブロヅグ、炭化物粒子が混入する

石器やブレイク、土師器・2買恵器が少量出土した。

S D093 

E区のME40グリット》おらME39グリ、ゾド

1Il、幅36cm---56cm、採さ 82cm~86cmで、ある。

地山ブロックが多く混入する。

しなかっ犬二O

、たる n

として、

S D094 

E区のMD40グリッドからME43グリッド

cm~12cm、深さ 80cm~90cmである。埋土の 3

する。

いる。 1.8m、111高8

ブロック

L i:rかっ?こ口

ハ
リハジ



第 1語検出遺構

ヶ。
ハ同
Jハu

h
u
 

に
J

E広の G42グリットーから 43グリッド し、る。 lTI、

む綴--:i3ぐ訟である。 とL、 . j鹿山ブロヴグ s ブロ y ケを

Lなf)，っ犬二O

S 096 

E区の主11 43グリットーからl'vlG43グリ、ソドにかけて延びてレる o

cm~32位、深さ 19cm~78cmである。

しなかった。

m、中高18

S D097 

E区のMG42グリットーでやや

.22m 、 rlr高 17cm~26cm、深さ 80cm~91cmである。

とし、地山ブロ、ソグが多く混入する。

J
も

しら ている。

しなかっ 740

S D098 

E界:のおIH43グ 1) ッ i"に 心 。
、-E

m

一一
寸

ro
--aム 問一ρ-L 

n
h
u
 

Q
d
 

怒C
 

1
U
 

7
z
 

e

弐」深

ある。

しなかった。

S D099 

D区のグ I} ッどから LK49クリ、ソ F S X084を切ってし、る。

ーヲ

ζ}。 . ~こ〆豆、し とし、炭化物、

すーる。

古器・ブレイタ した。

D l04 

E のL038グリッドから LQ42グリットにかけて延びている。 L 42グリ、ゾドでSDI05 

を切り SDl08につながる。 16.4 m、 108cm 、 i空さlOcm-~ 130c湿で、ある。

)-i f 

G。

レ器石 した。

105 

E区の :17グ1) ッカミら ζP42グ1) ヅドにかけて延びてし、る。 l04vこ切られてし、る

、
1
 

1
 

1
 

)
j
 

，‘ • -~68c盤、 i架さ 6 む也 ~26cmである。

し
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第 4章調査の記録

S D106 

C区のMF61グリットロカ冶らMD64グ 1) ッ i、にかけて延びている。 SD228・SDI07と重複し、

S D 107ょっ新しい。規穫は話、延長16.6m、i福50Cill~-80c図、深さ lOcm 下 144cm で、 Jちる。

石器・ソレ f夕、
。

'にーし

S DI07 

C区のME57グリッドからMF64グリ、ソト、にかけて延びている。 SDI06・SD228と

心。 .2m 、 ~l高 50cm ヘ 100冊、深さ 20cm-~96c留である。

ブレイグ 出土した。

S DI08 

EILーの LP42グリヅト、から LQ42グリ、ソドにカ aけて延びてし、る。 1m、幅24

cm~ l:JL:cmにめる。

遺物は出土しなかったo

S DllO 

のLlV142グリ、ゾト泊、

し、 S B 16;:)より子万しし、。

為ら北西にかけて ¥;.る。 SB 165・SD 168と

m、幅60cmヘ 90cmである。 . Vこvc

し とし、炭化物-地山粒を混入する。

ブレイグ、 した。

S D1l9 

D[支の LN50グ I} ッドから LM52グ 1) 、ソドにβ道けて延びてし、る。 SK1l8・SK I 120を切っ

ている。規模は総延長9.0m 、 IIJ高60cm~100cm、深さ 4cm~ 15cillである。

ブ レ イ ク し/三円

4

，，，ムつr
J
-

4
6
6
S
A
 

nu 
Q
U
 

811没、 i当日夜 6) 

D のLS46グリヴド定当ら LT47グリソト、.にかけて延びてし、る。 SX184・195・iヲ6な切って

し、る。規模は総延長ι7m、Ip室副)Cm---，1 10c[吾、深さ 12cm~ 18cm.である。理!-v，t黒色-黒?晶子竺.~こぶ

しイ者福仲i ト宇宇一体とし炭it物 右 1-"地iJ-I粒10 混人する。

したn

S D 122 (第44.64・81図)

D区の LS46グリッ J"

C問、深さ()cm~ 14cm-Cある。

し、 SX 184vこ切られている。

を主体とし、

m、

J白山ブ 12 、ソグをi昆人-tる

L丈二円

S D 130 (第38図、図版 6・38・

D区の LS56・57グリット、、、 LR56・57グリッド る。 る る。断
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第 1節検出遺構

1I1、内

とし、 H包立 5

る。 SK 132より古く、 SX167.192より新しいo

m ，棺43crn~56crn、深さ 11c殴 ~21cm で、ある。

ヘ、地UJブロッグ2Uへ混入する。

遺物は縄文-弥生土器、石器・ブレイク、土師器・須恵器が少量出土したo

S D134 

D区のLN54・:55グリ、ソト、刀、ら L054・55グリ、ソド、

に巡る遺構と思われる。断面形はiU

，. 
t;;) 

円

h
i
u

3m、11癌40crn---50crn、深さ 5crn ---20crnて二ちる。 iこvO>よし

とし、 心。

レイグ、

S D 150 (第44図)

D区の L042グリッドから ζ043グi) 、y ド

crn -~-30c郎、深さ 2crn ---4 crnで、ある。 理士

しなかった。

し、る。 .8111 " 

と し 、 立10----3096'i毘入すh る。

S D151 

D匹の L043グリッドから LN45グリッド

cm~90crn、深さ 7 crn~21cmである。

しIto

し、る。規模は総延長5.8III、!踊40

・炭化物粒子がやや混入する。

S D157 

D区の L049グリッド

ある。

る。 .0111 、 11I高 30cm-----40crn、深さ 14crn~21cm で、

ブレイグ した。

S D163 

c のIvlE59グi) ッドカ￥らIvlF 64グリッドにかけ し、ブ
・〆-do 盗、幅80

cm-~92c盤、
、-?

ζ) 0 

く、ブレイ夕、 した。

0
 

6

る

ハ

L

U

P

行ノ
;
一

1
1ゐ

f
z

h

u

f

L

で

Q
一

一

日

ふ

C

る。規棋は部、縦~1.0 111、幅lOcrn-<Wc図、深さ 12crn--68

とし、地山ブロッグ、白色の地山土、炭化粒 L%を混入す

る。 遺物は石器がわずかに出土した。

S D 168 (第44・45・56図、図版 5) 

D区の LP43グ i) ッドカミらほ さら
白

し 、
主

i
u
v

内べ
υ

ハ
吋
υ



録
寸

F
U

A

り。変調
ヰ
同
十

A
4
A
 

第

る。 m、 40crn、深さ 24crn~43cm で\ちる。 理土は黒色

ローム
0
 

7
Q
 

Zヲ器・ブレイグ

・44・45関、図版 5. 7 ) 

出土した。

S 169 

D[乏の LP4:i・ グ 1) 吋 lごから ζζ3::;クリ、ソドにかけ一 し、る口 SX153.1t)().216 

り新しし、。 111、:j!高140cm---.._，200畑、深さ 3cm~37cm て、ある。

ローム

。
スU

石器・ブレイグ、 ノ

¥

LiこO

S D191 

D区の LT61グ 1) 、ソ jJから LS 61グリヴ iJ

C盗~60舗で、ある。J:里土は黒色土と i乙ぶし

し、る。
、

l
 

nu 

Q 。

ブレイグ、 した。

D ドカミら主/I 48グリット‘ いる。 m、

さ 18c湿~-20c蕊である。 J- とし、 ¥、

炭化物がごく る。

τイ
J
1

1

ハ

リ

ソ

ト

区

よ
刀
、

b

u
り

な

ι
グ

し

司

1

1

1

1

J

、
J

m

h

u

第

O

(

L

 
今、‘，
F〆

Q
d
J
L
 

川
口
区

n
u
h
u
 

cJ 

し、 いる。 SD169. S X319と し、 SX319よ

り さ9cm ~2Gc訟である。埋土は黒色仁とにぶし、

ブロック，地山粒が多く、 γr 
Q 。

ブレイ夕、 した口

iさ:の主主C:=i:3グリッ 1"から LR グリ巧 F' 138にぶつカミり S 201とSD 

u56と

v") 

ある。 S 1G8を切ってレる。 D056と同ーかもしれないが SD056のよ

X 

とし、炭化物 1%、

rIl、 りり

crnである n 、:時十~ 1 

入する。

ブレイグ、 した。

D203 

D区の B49グリッドカミら 49グリッドにかけ』て延びてレる。 111、
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40crn"-70問、

を混入する。

ぞrn~.19crnである。理士は黒色二I~ と黒掲邑士

第 l節按出遺構

とし、炭化物や地山粒子

ブレイグ した。

S D204 

DI互の L048グリット、‘ いる。 SX216・21 らオLている。

!l1、 rlr高25crn----60側、深さ25crn~28cwで、ある。 とにぶL

、、 J 、
./、

ブレイグ、

入する。

一、、
F 〆

I _  '¥ した。

。。
凸
ノ
r

一

向
/
]

h
H
U
 

Q
U
 

C Vの Efi1夕、 J) ッドからお F61グリヴドにかけて

crn~90側、深さ 20crn~ lOOcrnで、ある。

Ltニc

いる。 7 !口、 中高10

S D2:31 

C区の C54グ J) ヅドから 6IIIほ

:3crn、幅28crn~66crn、採さ 1Ocrn ~ 1 06crnで、ある。

ブレイグ、

jとへと延びている。

LtこO

S D244 

D区の LQ51グリ、ソト》瓦ら LP51グリッドにかけて延びている。 SK245'S 238と重複し、

よりも新しい。規摸は総延長3.97111 、 IjJ高55crn~66c組、深さ 28crn ~ 33crnである。

LtこO

S D246 

D区の LP47グ J) 、ソ F

ある。

るn m、幅45crn~60crn、深さ 7 crn~ llcrnで

ブレー fグ LたG

D2::11 

D区の LP53グリッドから LQ53グリット‘にfj，けて延びている o

crn.~ 11 Ocrn、深さ 7cm.----9 cmで、ある。:l主上は黒色上・にぶし

地山-黒色灰がやや混入する。

お器・ブレイク、

m、i陪55

.炭化物が

o
 

'
J

ム・し

S D260 (第47・57図)

D区の LS 50グリッド し、

深さ 11crn~23cm である n 埋土は黒色土とにぶい ゴ二を

.9m 、 i福30crn~50側、

とし、地山 5~30% 、

mz
「
υ

ハ叶
υ



第4章調査の記録

物繊維30%'、炭化物 5%、白 フロ、ソグ '7' 

Qo  

ワレイグ、グノL ミ しずこO

S D269 (第68図)

D区の LP57グリ、ソドから LQ58グリ、ソドにカミけて

cill~62cill、深さ 8 Cill ~-47cillである。

し、る。 111、幅18

-焼上-

子が混入する。

ブレイク、 した。

S D272 

C区のIvlE 44グリ、ソドに し、 l、る n と L、 D29Gより新し

l、
'" 0 ロ1、幅38cm---40cm、深さ 8c百1~ 9舗である。

遺物は出土しなかったo

S D279 (第39図、図版49)

B区のIvI1 45 ・ 46 グ ì) 、ソト"~ M J ・46グリヴド

るi室構と思わ，fLる。

し、東側i

しており、

あるカ¥

つつ

側、保さ16cmヘ'33clll、外径7.95111、内径6.05111の環状となっているものである。

と黒褐色土を主体とし、炭化物-地111粒1O~60%、小磯若干混入する。

遺物は縄文-

S D281 

ブレイグ、中世陶器がわずかに出土した。

図版50・51)

B区のlVI057・58グリッドからMM57・58グリッドにかけて延びている。溝が環状に巡る

である口 SX312より新しく、 SX313・315・321より古い。断面形がIUJ字形を呈しており、

56cIll、深さ 16~26cmの溝が、外径9.6m 、内径6.9111 の環状となっているも

のである。理士は黒色土を主体とし、炭化物-地山の粒子・ブロックがわずかに混入する。

・プレイグ・十部器・須賀器片が少量出十した。また南南部覆土中から

して検出された。

S D282 (第41図、図版50・51)

B区のMP57・58、MR57・58ダリ、ソ る。 る

しており、

となってL、るものでιちる。埋上は黒

5%混入する。

であ

る。 トレンチカL入ってし、る。

84cIll、深さ 7

色二tこと

m、

とし、地山ブロック40%、

LtこO

S D296 

c のMD44グリット る。 SD272より 、。 刻、で

ρ
h
u
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S X130 
A H=42.000m B 

E H=42.000m F 

一「やj

C 
S K162 S P Aー臼

1 j'毛褐色土地山小~中粒
20% 

2 黒褐色土地山中粒 3%
水分含有

3 黒色土 地山プロゾク
水分多選

<1 黒褐色土 地山大半す40%
樹墳土

5 ~県褐色土地山ブロ y ク
20% 

6 縄色土 酸化縞物繊紺
痕若干

7 焚褐色土 j損壊土

L91X S 

ω
申ハ
Z
W
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}
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G H = 42 .000 m H 
- 1 3 一一
『由申『町__j

ゾ I~ ~エベ
一一T一一体 SX130 SPA一日

1 >-1 1 県色土 J也山小粒10%
2 黒褐色土ブロ γ ク
3 黒色土地山ブロソク
S X130 S P C -D 
1 J.黒褐色土 ブロッ 7
2 恩色土 .lt!!山小料1.20%
3 黒色土地山小数10%
4 黒色土地山プロソク
S X130 S P E -F 
1 }黒色土地山小粒 5%
2 紫色土地山小般若ニF
3 黒色土地山小粒10%
S X130 S P G -H 
1 黒色土地山ブロソク
2 黒色土地山ブロソク
3 黒色土地山ブロック

S X167 S P A -B、 C-D
i 黒色土 しまり強、池山小~中:t.¥i.209'o
2 !!A色土 しまり強、地山小~大粒40%
3 ~県色土 粘性あリ、池山中粒50%
4 奥絡色土 粘性あり、地山ブロ y ク

ρ 5 黒褐色土 事占f生あり、地山ブロック
¥よ二 6 黒褐色土 粘性あり、池山ブロック

7 黒色土(灰層) 粘性あり、水分含有
8 ~，色土(灰層) 粘性強、水分含有
9 黒色土 粘性・しまり f車、地山中粒
10 黒色士。 しまり強、池山ブロソ JIO%
11 黒色土ブロック
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¥¥ぞ

ハ
てJ

キ¥'(-f'制11、ギli
'1"1: .しまり

あり、 I也山

中粒 3?'a、
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:/;1犬
tu子高111、

'1'1=・しま
あり I也tll
11'_大t¥'dO
%ìt~入
ネ;('::J二品目1、粘

性・しまり
あり、炭化

物中l'j'L数%
!j、際Mi大京¥1

30%ilt入

S 0279 A - B 
1 ，l，I，¥色j-_(lllYR引)

!日色村 10Y 

烈色 HI0YR:だ)

，I.I，!;褐色 lゴlOYR7~) 

S 0279 C 0 
1 N，'，色一仁(lOYR予))

}.，I.!;色土(lOYR7'i) 

黒色 UIOYR予i)

S 0279 E F 
l 黒色土(lOYR7i) 

3 紫色j:(10 Y 
4 黒褐色土(lOY
5 f:，l:¥色ゴニ(lOY

S X311 
1 架橋色j二(10YR%) 粒子高111、粘性・しまりあり、炭化物中:fJL5 %、 I也山中粒10%

第39図 S 02797著状遺構、 SX310.311その他の遺構
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検出遺構第 l節

S X322 S X321 
1 H=41.700mJ 

下三す「

1 呈1色土(lOYR'Y，) 

S X314 

1 
2 

SX281 G H 
l 黒褐色土 (10YRYz 
2 黒色土 (10YR'Y，) 

G 

炭化物小粒 1

%、地山小粒
3%混入。

R予iJ 池山小粒 2
R;'I) j也山中粒10%

一部ブロック
状あり、小型世

数%ili入。

SX321 SX281 

E H=41.800m .!':_ 

1i二五台友好「

黒色土(lOYR'Y，) 

S X314 

-て三五Fγ
A G区

来 1- 枝子紙、粘性・しまりあ

つ4
1ょっdvλ S

 M 

q/oH--t:λ、

SX 

S X 322 

Pit S D 281 S X315 守

主 1 4 S H = 41. 800 m L 

dt 

炭化物小主主 1均、
池山中粒 5 、-

1也山小粒209，o、
砂質
jil!.山中半立 791J1g入。

池山中絞 7%混入。
池山ブロソク状 5%i見入。
しまりあり

Sし323

S D 281 
:; H斗1.90Om工

4号と~百円

そや2

¥ 

u¥ 

S X 327 
A H =41.800口1B 

ム

0¥ 十

も

〈

O，
)

S 0281 

S D281 口

H =41. 900m 二二一
一一一←之、たナー____ 1 S/ブ

ん行ミミ一二一YS
SO 81 Q-R 
1 黒色士 iIOY R予υ 炭化物中村 1 、
2 !M色土 (10YR'Y，) 炭火物中粒 29，o、

3 黒色土 (10YRYJ) 

滋 1-3 粒子組!、粘性

S TT ~ 1?~~} 

?手ヌ「

Q 

十山

-99・100

S 0281溝状遺構、 SX 312'""-'316 • 321 • 322 • 327その他の遺構第40国



第 l節検出遺構
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調査の記録
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検出遺構第 l節
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宇，li'l生弱、しまり強、炭化物中粒含む

I也山村[10%、
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S Dl口!号

0110 P 1 -J 

i 黒得色ゴニ(lOY ち)

2 累t-Is色:i:(IOYR%) 
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1 黒褐色土IIOYR:勾1 宇，Iitj:刻、 Lまり強、地111粒

黒渇色十一(lOY ノ-，-:>) 粘性弱、しま i)53~. J虫LlJt:.v.l0見

にぷい賞褐色ニL(luYRお) 粘ti:\j号、しまり ~li 、結褐色ゴニ

1ム
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10%にじむようにi比入
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l 月、l色士会(lOY

S D ilO 
L 

1ミ三三云7，11=112叩0111

1 毛色土(lOYR五)
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y 
S D1号

E 

粘性弱、しまり強、炭化物中粒数、

む、地I1lfj'[1 % 

県鴇色土(10YR%) 粘性弱、しまり、 cm~たの石台、む

地山 i~i.1 0%

にい鼓褐色二L:(10YH%) 粘性弱、しまり~!Íl H 

1) 長.炭itttJ7 、J也お~'l主 1 、し

山小松 96

烈色了UlOYFl封) 粘性あり、しまり良、地山小
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第 4章調査の記録

H = 11 .900 tll N 

S D 150 
H =42.100m 

B 

S D 122 

SU122 SPM-N 

l 主主褐色 1二(10YR主主} 総子語11、宇占f生あり、 しまり強、炭化

物小~大粒 2 、池山ブロ~ )7U;?'o 

501505PA-8 

1 毘褐色土(10YR号 特性あり、しまり中、地山粒10%

2 笠褐色土(]OYR%) 粘性あ円、しま1)中、 I也山粒

3 池山

50151 50 51 
H ニ .1()()'l1

B C H = 42 . 100 t11 0 

50151 PA-8 

1 烹鴻色土(I0Y 五} 結ーあり、しまり f虫、炭化物小松

ミヨ7
4 

50151 SPC-O 
I死鼓z褐色ご乞混入

f!-oi昆入

1 型謁色ゴニ(lOYH.;，f) 粘性あり、しまり強、地山粒 1

2 it育認色J，(10YRち1 粘性あり、しまり 5虫、に..;:1:-:.]主繕色

土20~b

3 .~;~褐色土(l QY R%) 粘性弱‘しま 1)5虫、炭化物'J、手立、J1!l.
山執委主可。

，j Iこ」し掲色土(luY 干在住沼、 しまり中、黒字喜色土

数字。

!夫支鴇色土(lOY 特性弱、しまり強‘炭化物小数 1
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')品怠仁(luY!ミ性中、しまり4虫、使fじゃ'Jlp絞殺%、ロ
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第 4章調査の記緑
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第 4章調査の記録

ある。

。
た

S D303 

B区のMH44ゲ、1)ッド

深さ72cm.-_l08c鐙て‘ある。

いる。 111 、Ijr高36cm~92cm、

とし、炭化物 1%、j世山粒 5%/混入する。

。
たーし

S D305 

B区のM 1 45グリッド

j菜さ24cm~<i2cm-である。

しなカみつよ二。

m 、幅24cm~ (:ì O側、

J ム
ノ¥... j ，-cJ 

いる。

とし、地i上!ブロヴグ

S D308 

D区のLQ.LR.LS.Lτ43グリヅト、から1¥/1B . IvI C グ、 1) ヴト、にカ

L、る。 iI1、 90倍、深さ 11Cl11 74cmである。 J-

J世山ブロッグ、

石器・ブレイクや、土師器・

する。

中世陶器がわずかに出土した。

7. 185可)11 (第48---50図、

S L323 

l.~ 3、 6 9 ~14 ・ 22~24)

E

の名

とし、 A.B.C していたと想定される!日河川である。

まれている。河幡は12~22 m 、深さは60~80cmで、ある。

る。

-弥生土器、土師器・

-鋤な LtこO

S L324 

A 

323の下流で合流している。

NL73グリ、ソド付近に位震する。

どからはSL323と

ら で SL

きなかった

NH70グリッド

る。

した。

S L325 

A区の中央部西端の ND65グリッド~NF67グリッドに位置する。

L323の下流で合流している。 SL323との境は明確でない。

らは縄文-弥生土器、土師器-須恵器、木製品が出土した。

ら流れ込んで、 S
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第 l節投出遺構
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第 l節検出遺講

つおっJViL 
cjv 

B 1) 、sf
F
L
 

s グ 1I ヴド

S 58グ I} 、ソド

心 。 ~ 

jLiムk S L:323vこ』まどなぐ 4 rnであるが、そ

なレ。

1 J-、

}ノ I~o

ぷ土

く010 ( 

F区のLC 14グ 1) ッ iJ LtこO 口 〉く:50Cill、坑

さ15cmである日 11 円?

[ cmλ 

8 プア

ζJ 

一U
}fQ 

す i ーヲ

J 、ノ心。

LζtJミペjt、二、

S K011 (_第51図)

F区のLC20・21グリッドで検出した。平面形は円形で、 口部径82crnx 85crn、

x 66crn、深さ 15~20crnである。 Jえ
'-

から西にかけて揺く傾斜する。 、。

;埋土は 2膚に分層した。黒鴇色土を主体に地山ブロソグ

しなかった。

ス
'0.1 0 

S K012 

F
 

L E. L F21グリッド した。 S X0l6と切り合っているため、

は不明である
0
 

7
h
v
 

口部114crn、

るため、その

千二 L 

crn、深さ 勺f

/.;) 0 るお¥

く{頃斜しているり

7J、り、

埋上は 2 スり
一一A
ハ混

口

/

¥

[同行

7U'

日

比

ド

ノ

λ
ノ

ら

を

カ
グ
一

一

「

点

ゾ

ち

ロ
も
、
一
/

を

μ

支

出

戸

上

寸

ふ

じ

ん

日
一
で

ゐ。

しなかった。

1¥.018 (第51国)

FI玄の L 22グリット、 した。 K018より新しい。平田形は略円形で¥

x 72crn、深さ 20~25crn で、ある。

る。

2 7 
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第 4章調査の記録

i上Lなかコ

SK合17

F区の 22クリ、ソトJ で検出 Ltニ。 018より

ハハ ¥_""宅円 _r> _L>- '"-1' 

.it)(、回、 I可ミさ 1Lcm う心

ヱ円形で、

は平坦て¥

口

J
J日

i
仁ヲp

h
レ

ノ
5
¥
、

る。 埋上は 2 Lfこo 1 色 1:.， 2 
J v 、

」 ほ 2'~ cmの{謀、が少

ヂ
エ

一
三

fて

ふ

fL
 

・iA点
i
f

し'/-._J，戸、
/よ íJ ミ Jコ I~o

s三018 (第511ヨ)

F[天の L122夕、 J) 、ソドで杉T出した。 K017より事rLく、 SKu13より

口百円41c辺 214畑、坑底部盟 179cm、深さ cm~ lOcm-C、ある c

l土平坦亡霊はかなり

[主 2-~V :3 く混入ず令。

S五024 (第三11叉]1

D区の LJ 44グリッドで検出した。

235側、坑底部93cm 206cm、深さ10 17 cmで、ある。

円形で、 口司)116cm x 

しながら、そのま

ま
ま し、 J

U
U
 

壁
。

『

hv

で地LLIブロックを混入する。 り S T，_273であり、

どちらも より古いものである。

Lなかっ fこG

K02:1第51図、

DIKのL 1 . L J 46グリッド しtこO 口部箆65cm

44cIll、 j架さ22cmで、ある。 ち72crn、

ト

理ιとは 2 ゐ。

しずこO

。I互の L1<. L L45グリット Ltこo E03UこjJりら:/lてし、る ブ
〔

v
b
hリ

、
f
L

坑底部46c辺、深さ 7cm~ llcmである。

f日で、 、。

ブ、 P ッグ 入している。

しな:カ込 tこO
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第 l節

ヴ

、

m
 

け

り

ノ

円

L
Q
O
 

ケノ

A叫
ふ

た
J

1

i

向

。

×

p

m
相

d

z

 

F
よ

心

。

仁

川

訓

Z

A

i

~

 

6

一
川
駒

山

区

間

山

一一れ一一

C

K

S

凶

しfこO O:-lcrn 

であ

る。また、 5i妻のピット 〔

~/ 0 

埋土は 9層に分層した。 9層

入す」る。 6.--.--. 9 

人為的堆積がうかがえる。 1~ 5層は自

りのJ要ゴこである 』ノロ

とし、炭イヒ物、

ること方、ら

/; ') c、

庁
F
/

J
i
 

LF 

7d，
 LJこO

S K037 

C区のMC54・55グ J) ソ 1" した
てr C、T，r一、日
，αJ弘J i，-

178cm、

され

。
イ
〈

V
ゑυ

J
u
r」m

 

r
L
 

A
コ

ヮ，
M

O

へ

ミ
d

m

出

」ノ
ιz

ハru

、
。
ハ
リ
リ

1w

つ山

ず、

k
J
、(」

172c盤、安

_L-

埋土は 7 とし、炭化物 z地山ブロック る自然

る。

遺物は縄文・ ブレイグ した。

S K040 

D区のLT50・51で検出し下二。

深さ 15cm~23cmで、ある。

り、{自は緩く立ち上がる。

に立ち上が

埋土は あるが、地山ブロッグ ど多くなることから、 3

るn

しなかった。

S K043 

D区の LR55グリッドで検出した。

さ 16cill-~ 10cillで、ある。

口 118cm、

1:rDむところがある。

埋土は 6層

とする

る。

ちf

Q ;) ~- 6 ブロ、ソク

と思われる。

く、ブレイクがやや出土した。

S K059 図版

DI互のlVIB47グリッド しfこO フラスコ ある。 口部90Cill 100 
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第 4章調査の記録

C認、 7 59c認、 7uc服、詩iさ60c患である。 向か
f 

t弘、

り出しはそ;hほ しし、。し、

j墾土は 3}警

らに 2層

を混入し、

らさ

の{也に地山粒、小襟
づf/ ， 
U 

H

ノイ
iレ一

/ LtこO

S五064 (第55図、図版53)

BsのIv1K51・52グリ、ソドで検出 Ltこ。

側、坑底部90cmx 132cm、深さ26cm〆Cある。

口舌1)1:12c詰.1 182 

とみ、そのまま 心、ず。

00 

ある。 より

とんどなく、 2層は地111 戸ゾクが;与量、 3 

ら人

あろう。

している。 土

し芦こ治Lっ りま芸L、立ち上がり

した。 4j雪理士は 4層

さらtこ 1~3

I 山-'戸、台、…r

/¥.j ~~o 

と思われる。 1・4層は自

よび 3}富

ρ
h
u
 

ρ
h
u
 

ハ
り

器

V
H
A

部

S

。
た

引

し
一
5

ド
凡

庁入一

B区のIvlK‘ML51グリッ rで検出した。平面形は

132cm、坑底部径136cmx 140cm、深さ22cmx 30cmである。

口 30cm 

って

く{頃斜する。

樫土は 7

混入物によりさら

と思われる。

ってオー/-，ーハングす』る。

J-- られる。 1~ 4 

く、 1 ・ 5~7 層

ム川
μ

4

4

ム

ブ
〔

v

~

あ

2
ノ
ぐ
¥

lつり し ツ

S K082 

CI互の1¥1C 54グリヅ Fで検出した。南部が水路により、北部が SKo:nにより切られてし、る

るが、平面形は楕円形を呈すると思われる。 J貴構の規模は坑口部62cmx 85 

cm、りし!民百ÎJt ひcmλ 山C辺、訴さ 19cm~23cmて、ある。成田は北東部に段をもち、壁は緩く立ち上が

ると思われる。

埋土は S層 した。 とし、地山ブロック 入する。 9・

.5cm~ 2 cmの砂利を混入する。 -向同

ブレイグ
。

たし
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第 l節検出遺構

S K083 ( 

s
l，ノιは

i

f
し

w
y
i
 

長の一Jペ一
九
十
し

]子c:l{""" (\.~向_L.-l干'1 h よム 円r I ， :プ
し〆 !~O .:> 1"" ¥1，) I 乙旬J'j 'n l_ l， 平

m
m
t
h
u
 

ヱ
ω

一γハ

い

つ

殴

1

u

c

 

p
J

に

門

/
kJA」ると忠われる。 口音IUlOcm、

ち上がる。である。 f"l ノ、

である。

H
/
 

J

-

J
 4

3
6
 

7
 、

LJこ。

S K085 (第55図、図版S4)

D区の LL51グリりト、 した。 K1 1 

仁i x 73cm、

部

。

多

平

る

が

G

あ

物

い

で

化

十

)

他

山

灰

日

こ

〔

t

o

特

町
一
日
ヌ
牛

z

qa

、Lふ
、

I
A
J
J
μ
L
 

さ

上
ちす一

理士は 2層に

L、02 を多量に混入する

れる γ し心なし三ことから、{邑
ミミ

，-打
~ベー

めたものと考えられる。

ブレイグがやや出土した。

S K115 

C区のfvlD57グリッドで検出した。 SD079より新しい。

口 93cm、
0
 

7G-あでnu 
n
u
 

ハ叶
uqa ~

 
m
 

p
u
 

口
0

1

・i
段、
C深

、m
 

p
u
 

ハ
H
U

口
OX

 

し、

であるが、中

く立ち上がってか つ。

Ltこo Fヨ8 より古いピットの埋土で、あるため、 l~ 

。
ブ心力

凡で 地山土を主体とし、 主世ILIブロック

くなる。

1・2/腎より し7こO
パ
i '須

したハ

S Kl18 

KのL

'7 ) 

LニO

ると忠われる。

る 119により切られているが、平田

口部115clll 150側、坑底部80cm 1 25cllI、

もちながら関口部に向かつて開き、

川

川

智

イ

C

形

深

る。

埋J二は 5層

1層

とし、しまり る。

弘/
戸二;〆 ¥ る。 し、 3層にも
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第 4章調査の記録

一三:-，…一一】 ら出土L、
~， 

/ご3

Ltc:: J ヤー-0

三123

I)i互の S46グ 1) ッド し三二O L、る。

口 83cm、深さ 11 17 cmである。

も

ザ
ヂ一、
qν'0 く立ちーとがる c

色土で¥

兄から自

5層

少量混入し、 3

られる。

器がやや、ブレイク

、7
Q 。

124 ) 

1) のLR47・48グリットー し 口 04c血

も-m…
 

te--r 
一
{

4
2
a
'晶

?
i
- も-

m
叩C

 

問
、

-3 渓一-:~i9c丞で;と2

王!F垣である。

LtこO しカ￥し、 1 ---.-. 4 J麗 ~ìt也 i上!ブロック

ち上がる G

、その

より

である

る。

より細分できた。 6・

となる 9混入し、 されてし、

た。

が 7J留に集中して出土してしもる。縄文

士し

ブレ Iク 士

K128 

j瓦のL グリッドで検出した。平間)1訂正門JIヲで、]震構の7羽J噴きは坑 iコ

沼、 1 訟で;ちる ょJこγ 干り少 _LしfJjJ孟 ，よf、I_-iブ乙ご

壬25cm、 1朱 11cmのピット ち込み Lt~二力、 うものと

するが、 1 J膏

また l 5・7層は地山粒の混入が多い。

しずこ。

132 (第381君、図版 6・

区の 56グリッ F した。平謝形Lt円形で、済構の税棋は坑仁l

75c殴、 46crnである。 り している。 り、 i新

ζァ) 
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第 l節検出遺構

理士は 6層 しfこO とし地山粒を混入する く混入

ーする。 まfこ、 1 ・2J言

からl

-， 0)に対し、 3----6
、2
j
i

、
ζ
一

る。すなわち i調 2層

と3----5
Jム 叱ア

広}心。

cm.~l 含んでし、る。

しfこ。

S K136 

Df;乏のLP55グ1)、リト・~

口音l~1 OOcm 133cm、

立ち上がる。

した。 SK 坑

x 111 側、深さ 20cm.~28cmである。 寸六、、司、

1
9
J
F
 

E
t
 

ちiろみがあり、深さ 8cm~ 16cm 

を測る。 北東側はこれより新しいと思われるピットによって壊されている。

理士は 9 マ心
ふ

41
ヘ混，をhy コ

よ

伴う他の柱穴は不明である。

L 
」

ら，:{~l る

。
ノ
‘
¥おザし1

し付し〆)K
 

Q
U
 

せ
‘J
A」

しなかった。

S K137 

D区のLP54・55グリッドで検出した。 SK136・s しし、。 ヴ
ム
》

と居、われる。

く立ち上がる。

理士は 4

d 

口部79cm、 7
h
v
 

あでm
 

c
 

内
ノ
h
-

nノ

u-m
 

p
u
 

A
斗み

1
1ゐ

占、

C
Vぺr:、
L、

るが、混入物によって細分ができ、 2層は地山ブロック

。
ヌパ
V

ブレイク LtこO

S K138 図版57・58)

プ、J
、j

に
け

れ

K
ず
-
Z

むのhU 
出した。 工坑口 30CEIlx 

140cm、 x l05cm、深さ80cmである。 している。壁はほ

ブ

ζ}口

入<1-る01・5・6・

8・9・1 る。

られたとしまりに欠ける。

られる。

しなかった。

S K145 
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日 コヰ包 ア羽て判悶

弟 4: f::守子 弓弓三丘主言乙主諒芋

D区の LP . L Q56グリッドで検出した。

117cm、坑底部l05cm 76側、深さ37舗で、あるの

口部143cmx 

-f 

/_;l。

LJこ円 :1 . :1 

6・9層

められたと考えられる。

lっ

ブレイケ 1 トh

L-i、-u

。

ド
一
一
あ怒

け

リ

一

(

仁
一

グ
っ
/
日

出

さ
い
ふ
深

L
 

6

の

は
一
区

γ
れ

一

日

U

円¥一一

しよ二O 口 一?い
上
け
り

、a
 

c
 

円
λ

一
nm) 

ヘ人

5 -_ 18c径のどッ i、刀:ある。しか

し、 うかどうかは不明である。
、

、、，，
F
/

った う。

埋土は?層

し、 1.~ 5 J嘗

とし、 2・4・6層には地山粒を

る。

ブレイグ した。

D区の LS 58グリ、ソト、で検出した。 S 、。 し、

坑 iコ 120c辺、 ぷ一一丸一m山口一
A斗
4

1
4

一
深m

 
c
 

nノ何
日
u
J

しく、 J笹はか

たり緩く立ち上がる。

j牢二工 2 される白

で、ある。

とし、 パ一一ノ凶
-υ
 ア一一

ν

~
I
F
雪

』ーォリ
7 i j 

ブロヴグ

S K148 

D区の LS59グ 1) 、ソトf

j空さ24cmである

し7ぐこO i二i

埋土i土1

混入する。

l
 

、l
 

_.-，-<ンカ

で1:しfょ。

品 5~)

1 ! ノ f ノ、--'-
~~打戸門

~ 1 ! C!!l吾、

仁仁丹._ムマ C.1__， -!二 τ 
リリ丸山、 {芥てぐり lCI11[_じり/，::Ju 

l' 1 Aふ し I叩~とれ に口(
lLjむノJ ソリ

を1J1.1Jる。 子担で、階層をlOClllほど掘り込んでしる円
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釜f1 士会山J2-125
こ弓ムエ日 一一 一今一一

埋土は 8膳

土である。 7・8

した。 3・5層 1 . 2・7層 4・6・8

う窃 iぷマ，'/~/ F' 
ι...J '>----1 "..J 〆 一.

地は地山ブロックを多く混入する。

し、:躍と

( 1 

lつ才L

た。下 1点目i-itし、ま の8 らは種子が多く出土し

J、←♂口

しずこO

S f~ 162 

D のLR. L S;:;7グリッド、 と切り台うが、

J庁百ム守 4つ ~て、 J- ブ
日て c':':!JCll1 (":c:l0 <J 0 

心。

理土はピット

し、

とし、

く粘性が強い。

4層

ど多く混入される。ピット

)--

る。

しなかった。

S K164 (第58図)

D区の L 59グリッド

口

した。 SK147が新しい。

さ22cmである。

ると思われる。

し心境

く立ち上がる。

埋土は 5層

Iこはj出i上!

とし炭化物・ すーる。 の 4層

混入する。

レイク 口
一
昨

日
2
2
H

京
別

Z
H
H
口土 した。

S K17~ 

Dl互のLb154・

あるが、

した。西側を SX 149(1こより切られて l司、るため、 rγ:、

ると思オっhるの 口 47 

cmλ6Scm、j宰さ 17cmである。

に立ち上がる。

理士は 8層に

混入する。

した。黒色土- とし、 . j也1I1粒.j也1I1ブロァグを多く

ブレイクカ‘ 1--， Lt二円

ぺγγ 1"'1 、.n、
T'L 晶与とrUl~.ぷI J 

D の

l土不I}月で τJるが、U!if

した。 !二上り切ド);hてt' 

c}-プ L- Rヨー~ J ザ

心 、 ' "
(!i 部分 口

三6c辺、
し ')1) 、 -1t‘

、せりcm Eicm 
、

HH 

，ァム
Z
J
一1

1
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第4章調査の記録

埋土は 7J言語に分層した。 とし、炭化物・地山粒-地山ブロックを混入する。

LtニG

S K186 (第60図)

D区の LR. L S 60グリッ F

いるため、そ

ιF  

IJ: /)し

もつ楕円形を呈すると思われる。現存する

口部67cm 54倍、坑底部48cm>< 35側、 r~告さ 23cmである。!底面は平坦で、壁は垂

埋土は 3

下はj也山粒-地山プロッグ

とし、 1

るち¥ ある フロ

ックゴすよ U:5 、
U 

ブレ fク した口

S K187 

D区の LRS9グリッド した。東側の S L S 1三21 J
L
 

る。平面形は方7訟で、遺構の規模は坑口部96cm 110側、

である。底面はかなり起伏があり、中央南寄りでは底面から

直に立ち上がる。

埋土は 5層に分層した。 1・3. 5 

91側、深さ15cm--._，27cm

り上がっている。壁は垂

4 ，) 
ιd 

り、各々地山粒がブロック状あるいはシモフリ~犬に混入することで細分した。

から人為的堆積が強いと思われる。

ブ レ イ ク した。

S K188 (第62図、図版59・60)

D医の LT54・グリッドで検出した。フラスコ

の4某のピットを伴う。本遺構とピット 3・4

し、径23cm~34cm、深さ 13cm-----35cm

り、ピット 2・3、ピット 1. 

4 )- とる。またピット 1・2とピヅト 3・4の軸線方向は 4 てしモる n

口部径90cm>< 97 cm、 x 60cm、深さ55cm

く立ち上がるc心。

を混入し、

までの 1. 2層と

と考えられる。

ど水分がある。 3 り上がりを是し、

3 8 る。

ブレイグ した。

S K189 
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たーし

第 l期検出遺構

口部110cm

80cm 、坑!底部~)()cm 目的、深さ 1 ヘ~滋て、jちる。

立ち上がる。

i雫L:は 6層にう士寵した。 とする。 入し、北西側

では地山粒のみ混入する。

なし

ーァ
/.;) 、tヱ町)vこ.~~し

もある。

LtこO

s Kl~n 図版(1)

Dl{のLS 51グリヴ F' しfこO ブラスコ し、 iコ 82cm、

さ66切である。
叶

く二)0 

i里土は 8窟

に混入され、 3.4ョ己居 見自

ム
μ

?
h
u
 

臼
〕
~

コ;: l.- I-':_ --+-1 て
F 1 _-1 I 〆ー l_ 

J 活- '''>'-~ v 

グノ
ノ

パ
1
4レ

ァ， Ltこ口

S K194 (第58図)

D区の LT ']¥;LL1，，57・58グリッドで検出した。「コJの字を呈する SX133vこより大部分が切ら

れているため全容は不明であるが、現存する底面形態から楕円形を呈すると考えられる。 遺構

であるが、坑底部50cm 155c盟、深さ28cmで、ある。

関口部に向かつて直線的に立ち上がり、断面形は摺鉢形を長する。

とし、炭化物.:l1l2山粒-

工しまりに欠け』る。

マ

hvあ

と
た干し

1
ゆ
ペ
什ら

埋土は 4

しまりはあるが、

えられる。

遺物は縄文・

S K198 

D区の LIvI52グリヴ F

ザ;-

fコつ。

した。

した。 S D 169により切られている。

cm >~ 82c辺、深さ llcm~15c辺である

よ ピット し

たが、

埋土の状況から 1

あるが、 4層はしまり

上仁べて少ない。

、と判断したο

5層にう

2・3層は掘り

り地立を多く混入し、

1 ~ 3層までであるが、

られる。 ピットの埠ートは黒F~ トーで

しまりがなく地山粒の混入も 4
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第 4章調査の記読

I ---t..，...- )..‘' 
こで存 Iつれく与

させて S と{、j"してお〈。

上i311l 'ì~ ・

。
〕
J

、
Lr 不明である。

した円

グハυ
，t

a
4
A
 ハ吋L

 
nF 

ハ一

i

u

{
O

R

 

E

D

 

パヘ〕

平た出

である。壁l

るk
り

』
レ

円ハにm出C
 

つ/〕つJ
o
~

る

3

芳、

α

，刀

ハ
'nH
一

ー

仁

つ
〕
一

さ

ち

己
戸
、

，，.I4n
，.7 

vv十ト十
、

怒r
、

Jうるもの

口 108<::111 

118cm、

埋上 7層に分層した。 :3・G.7層

よ ブロッグセ混入 L、 1・5

iァぐ¥他tj~黒色 iγ

も

色士であるが、し、ずれも

ノf

-:) 0 

ハ
け
V-

戸
¥
」

.ーし ?の しノ》えノL るβ二、

-!e、7'

う Q 。

主に i層から多く出土し、 21習中では;3 土
問一同 ある。 地

d二、_;レイゲ Lt-二日

K202 

D区の LS53グリッド‘

口音s79cm 9:1cl11、

Ltこo S X 133より

深さ

、。

り 「ア
心 。

立ちとがるが、地はやや段をもっ形で緩く立ち上がる。

っているためかなり緩く立ち tがる。

j望土は 4躍に分層した。黒褐色土であるが、下層ほど地山粒-地山ブロック

フレ 7 ク

、。

し

Tこ口

S K211 (第58凶、凶版62・63)

D区の LS57グリット、、

埋土は 7層

した。 SX133より新しレ。

心

とし、

ら20へ .30cmのところ

円形で、

口
o
 

zv 

ロッグオィよ

るが、 1・5層では地山

り、その直下まで

く、また 4・6J雇のの埋土は盛り上がっ {}o 

しまり β 主しもゴ大しまり β:なし¥。 したためと思われる。

遺物は出土しなかったo

S K212 

D!玄の LS60グリッド

ると J思jっ才Lる。

した。 SK186により

口 x 44cm、

られているが、

深さ10cmである。
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第 l節検出遺構

i理士lま2i暑に

に混入する。

ζ 中し J、で
、伊レつ_l__/J l. 

主ある しまりに欠ける とL、

た1
1」

5五213

DI三の LR:i9グ、りい， F'で検出した口 SK

る

し、 S1¥187により切られてし、

ると忠オオLる。 1青1替の朔干専は萌:口

埋土は 2層

:t也山フロぅ

、 j虫山粒-炭化物 を混入し、 2 色土-

ある。

v "(ク しfこ。

K214 

区のLR グリ r ド

られているため、

しなかっ7こO

し、

もので;ちる。 しよニがって

切、JeA
ト
L-

F
Uを

O

幻

る

1

i

m

つ

f
P
4
L
v
L
 

I
E
-

♂
ド
~

S

，
 

S K219 

D区の LSSlグリッド コ
ヴ
ハ一ブ

。
た

Y

し

深さ50cm、 る口I"l 

があり

壇上は 5層

入、 1・2・4

る。

炭化物a1 .2層

ブ}つ.r:; 
ノo '-' v 

。
マ
(
U

した。

口部65cm 122cm、

しており、

D区の LT48グ J) ッドで検出した。

21c鐙 ヘ ωである門底面は北側から

る。北東壁寄り t二読15cmx18cm、深さlOcmのピットが i

えられる。

i里土は 5層に分層した。

より

とする。 5層 地IU粒-炭

り、 しまりもカ込な

り強し、ことから人為的に埋められノた可能性がある。

ブレイク、土師器-沼恵器が少量出土した。
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第 4章調査の記録

S K226 

DI又の L049グリッド LtこQ S X 159により られているため全容は不明で

ある し EJ-l -f 
<;)午 JiL3、;IJ;jL /，;) 0 主坑口 20cm， tic底部、

さ8cmヘ 24c湿である。 してし、る。壁はほぼ

イ;)0

i壇上は 9層に

山ブロッケを混入し、

体とし、 J由山粒-黒色士- よむつ邑

られfこと られる。

L i~二 c

-
h
J
 

q
J
 

A

ソ宇]一KAQ
〕

DI弐の LR49グリプ F- しよ二円 S X328ifこより ら.hてし、る -~ .. 
」

、

。、、一司円
J

}
i
J
 

マ

hv
h

つ
も
一

ι
三三 し m-L~-l マ
rcJ ，G、:;rフi{Lζ〉。

、h

^ 

{
U
 

ザ，

Q
L

ぐりι
 

邸
内

a

・L

O
O
 

、d
Jm

 
c
 

c
u
 

qp〕
、J-cmr山

、
閉
山c

 

oo 
、
) 、一2

F

も
じ
に

カミLナてオーベーハング 1戸、

埋土はl した。黒福色士と

は、ほぼ垂直に立ち上がる円

とする ある。地U-l

地山ブロック、灰 る。

0
 

」ん1
し

S K236 

D区のLR49・50グリッド Lt、ニO ヒット より 、。 円形で¥

埋土は 9

口部径69cmX 75cm、

立ち上がるが、

LtこO

2・4属

られた状態で検出された。

られたと考えられる。

X 65cm、深さ58cmで一ある。

で、、町、 心 。

とする。 1・2・5・8. 9 ブロ、ソク

-' 
ゼ

、
ふん念品 さ30cmの

してし、る。埋

ブレイグ、土師器・須恵器が僅少出土した。

S K245 (第66同)

。1互のLR51グリッド

であるが、平面形は

さ 21cm~25cm で、ある。

LtこQ S D244vこより られているため、

ると思われる。 深

で、、 る。

理土は 4層
。

たし とする。 し、 ど地山

くなる。

Li;ζiJミっ?こ-0
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第 l節検出遺構

S K247 (第651立l)

D区の LR. L S 52・53グリッドで検出 Lた。平面形は略円形で、遺構の規模は坑口部窪86c盤

x 93cm、坑)底部在78cm 84cm、深さ 6cm----7 cmで、ある o 底面は緩い起伏があり、そのまま

Q 。

埋土は 2 した。 1 地山粒を少量混入し、 2層は黒褐色土でj自

山ブロック

遺物は縄文・弥生土器がやや、ブレイクが僅少出土したo

S K249 

D区のLS. L T52グリッドで検出した。南西部分を SD168によって切られてし、る

は不明であるが、平面形は楕円形-を呈すると思われる Q 遺構の規模は現存部分で坑口部53cmX 

97cm、坑底部47cmX 86cm、採さ 8cm~ 15cmである。

分は起伏があり、中央部では笹40cmX ち込んでいる。

もつが、大部

ちょが

』プ

心。

埋土は 3層に分)脅した。 1・3層が黒色土で地山ブロックの混入が多く、 2層は黒福色土で

地山粒を混入する。

遺物は縄文-弥生土器が少量、ブレイクが僅少出土した。

S K250 (第57図、図版65・66)

DIKのLQ. L R53グリッドで検出した。フラスコ状を皇し、遺構の規模は坑口部径80cmX 

90cm、頚部径70cm、坑底部径58cmX 80cm、深さ75cmで、ある。底面は緩い起伏があり、部分的に

砂層に達している。壁は底面から40cmまで緩くオーパーハングし、関口部に向かつて開く。

した。黒梅色土を主体とし、黒色灰・炭化物-焼士粒-地山粒を混入する。特

に7層以下では黒色灰(9・11・13.15層)と黒色灰をシミ状に混入(10・16・18層)する層が多く、

また最下層直上の17層は細砂を多量に混入し、全体的にしまりに欠ける。また、 1~ 5層と 6

0
 

7
Q
 

遺物は縄文-弥生土器がやや、ブレイク

S K252 (第63図、図版64・65)

Dl乏のLP53グリッドで検出した。平面形は円形を呈し、遺構の規模は坑口部怪84cm、

さ66cmである。断面形は、上部がやや開く逆台形を呈してし、る。

られる黒色灰を主体とし、

土師器・須恵器が僅少出土した。

されfこと

然堆積

られる。自

よりコブシ大の瞭 1個を検出した。

られる遺構は、他にも 8 る。規模はそれぞれ異なるもののお

およそ円形プランを皇し、断面形は円筒形ないしビーカー状、もしくはフラスコ状を呈する。
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第 4章調査の記録

本遺構の空澗部分は、埋土の大半を占める黒色灰の沈下による空洞化と考えられる。しかし、

他の 8遺講中?遺構は黒色灰を含んでつおらず、空洞化の原因は飽にあると考えられる。

遺物は縄文・弥生土器、ブレイク、土師器・須恵器が少量出土した。

S K258 (第66図、図版67)

DIKのLL46グリッドで検出した。 SX081の南西隅部と切り合っている。 SX081の黒色灰

られるほど底レベノvで、検出しているが、本選構の黒色灰確認面，確認面直下で

検出したことから本遺構が古いと考えられる。平面形は、略円形を皐すると思われる。遺構の

規模は坑口部62c盟、坑底部52c盤 x58cm、深さ17cm--._，22c怒で、ある。底面は全体的に平坦である

が、北東から南西方向に緩く傾斜している。壁は北東部分でほぼ垂直に立ち上がるが、他は緩

く立ち上がる。

埋土は 6層に分層した。 1・2・3・5 4・6腐はにぶい黄梅色土である。 2層

もシミ:伏に混入する。;壌土の堆讃状況から短時間のには黒色灰が鉛克近く混入し、また l

間に埋められたと考えられる。

遺物は縄文・弥生土器、ブレイクが僅少出土した。

S K267 (第67図)

C区のMA53グリッドで検出した。 SX230により西側を切られているため全容は不明であ

るが、平面形は楕円形を呈すると思われる O 遺構の規模は坑口部122cmx 65crn、坑底部llOcrnx

55cm、深さ26cmで、ある。底面はやや起伏をもち、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

埋土は 5層に分層した。黒色土・黒褐色土を主体とし、地山粒-灰白色粘土粒を少量混入す

る。 1・4・5層には炭化物が少量混入する。

遺物は縄文・弥生土器が少量、ブレイク、土師器-須恵器が佳少出土した。

S K270 (第68図)

D区のLQ57・58グリッドで検出した。 D区の北東端と並走する SD269を切って構築され、

一音sが調査外にあたるため全容は不明であるが、平面形は不整円形を呈すると思われる。

の規模は坑口部径115crn、坑底部径lOOcm、深さ 20crn~34crnで、ある。底部は起伏が著しく、壁は

関口部に向かつて産線的に開きながら立ち上がる。本遺構の北西端・南東端に掘;立柱建物跡、が

あり、それより新しい。

埋土は 3震に分層した。黒褐色土を主体とし、地山粒・炭化物-焼土粒-地山ブロックを混入

する。遺物は各層に含まれ、埋土の堆積状況から短時間に埋められた可能性がある。

本遺構は、 SD269のプラン内に位霞する。 SD269の大部分が調査区外にあるため、その全

容は不明であるが、埋土の堆積状況を他の溝状遺構と比較した場合、いわゆるレンズ状堆積は

みられず、むしろ「コ S X084・133・153に類似する。この観点から

nδ つμ1
i
 



第 1節検出遺構

は S τミ、ー 7
Q
 

した。

S K280 (第69図)

B L55・56グリ、ソド

口部在日5Cill、

し、瓦

さ 22~35cmを測る。 、起伏があり、比較的

良くしまっている。 って立ち上がるが、 Q 。

埋土は 6層に分層した。黒褐色土を主体とし、地山粒・地山ブロック・

る。下層の 3~ 5層は比較的地111粒の混入が少なく、

-小礁を混入す

、。

-小擦は 1~~ 4層に含まれる。 られた可能性がある。

口部辺から30cm~50cm離れた間隔に本遺構に伴うと考えられる窪15cm~20c盟、深さ 7 cm-__， 14 

cmのピ、y トを 4 基検出しーた。ピット間の距離"幻30cm~175cmをiRUi) " ピットを結んだ 4辺の軸

線は 4 度~7 度のズレがあり、全体的に西側に寄った配置を呈している。

ブレイ夕、士郎器・費、恵器が窪少出土した。

S K294 

D区のLR55グリッドで検出した。平面形は長楕円形で、遺構の規模は坑口部56cmx 109cm、

坑底部42cmx 101cm、深さ 12cm~17cmで、ある。底面は平坦であるが、中央部で緩く凹む。壁は

ほぼ垂直に立ち上がる。南東隅部にあるピットは本遺構より古いピットである。

埋土は 7 層に分麗した。 4.~ 6層は本遺構より古いピットの埋土と考えられる。したがって

1 ~ 3・7層が本遺構の埋土で自然堆積を呈する。 2屑が黒色土で他は黒掲色土を呈し、地山

ブロックおよび炭化物を混入する。

遺物は縄文・弥生土器が少量出土したo

S K304 (第70図)

B区のM 1 45グリッドで検出した。 し、遺構の規模は坑口部径55cmX 59cm、坑底部

荏35cmX 40cm、深さ39cm、最大幅笹70cmて、ある。底面は平坦で砂層に達している。

ら緩く立ち上がった後、関口部に向かつて内傾する。最大i憶は確認匝から底部のほぼ中間であ

る。

埋土は 2層に分層した。黒色土であるが、下層ほど地山粒の漉入が多し、。炭化物を少量混入

し、 5cm~20cm大の礁が中位から上位にかけて多量に醍入する。埋土の堆積状況か

埋められたと考えられる。

遺物は縄文・弥生土器が僅少出土したo

S K306 (第70図、図版67)

B区のMF45グリッドで検出した。南側階部にある据立柱跡に切られている。平面形は北東
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第どi章 調市:のJ己主主

カもら 呈する。 上面幅:~4cm ~-G 1 cm、上部長1:iO側、底面l福30Cill

~Slcm 、 12(片m、iヰjさ:icm ~ 12cmでjうる。 もちながら、 ら北東

に傾斜する。

;聞いま 8

心。

とし、炭化物、 J世山粒、 j白山ブロックを 寸
7入

知プ

;;;)0 

遺物は縄文

ら;/l_、その上層には焼二i二ブ 1コ、ソグ

l-，ごし、fこ。

lt:こO

人-~-る口ま 7こ

i 配石遺接

お

V
A

Q

S

 

S
 

る。 5cill'"'-.15cillの礁を ぐ形に配してl'る、そ

iま40Cill 45cillで、 よ きな方ゐった。

iO圃土器壊設遺構

S R023 (第71図、図版68)

D区の LJ 46グリッドに位置する。 土器の上半部は検出した段階でト欠失してい

たが粗製のi架鉢と思われる。土器の径は35cmであるが、搬形はそれよりもひと回り大きし

49cmの円形プランで、断面形は東側が平坦な底面から直に立ち上がり、西側は外に向かつて緩

く立ち上がり、その深さは15cillで、ある。 ら1cm上にあり、東西は 3cm----._， 10cmの隙

れている。内部の間があり、その間には黒色- と

とし、ローム・炭化物粒子が混入する。

S R034 (第71

D区のLN40グリ川 した段階で、欠失してい

る。土器の径は20cmで、あるが、掘形はそれよりもひと回り大き

し、径25cmの円形プランで、断面形はやや凹みのある ら外に緩やかに立ち上がり、その深

さは12cmで、ある。 ら2 り、南側ではほぼ壁に沿い、北側では 1cm----3 cm 

の陳間があり、そ

S R 126 (第71図)

)-- フロック さJLている。

D区のLR56グリッ る。 した段階で、欠失してい

た。土器の径は20cm以上あったと思われるが、掘形はそれよりもふた回りほど大きい径31cmx 

35cmの構内形で、断面形は平坦な底部から外に向かつて大変緩やかに立ち上がり、深さは15で

ある。 ら4cmとにあり、 との間は 6cm----._， 12cmの隙間があり、その間には、
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2 黒t?~色二L:(lOYR 見) 粘性・しまりあり、 lfulLi'ト~大粒 1SJb、焼ニu立、;，I.tlズ混入

3 にぶい裁褐色_1:(10Y R r::i) Witt・しまりあり、 ;;!.¥W色土20%混入
4 )火!国 (N/5l おli性なし、しまりあり、地IUノj、~大粒 0/0、焼 l:rj1-大粒 1%

~大京 1号。混入

~v.色上(lOYR 討) 中I~î性あり、 しまりなし、 1也 111'1"絞 1% 、 PH禁t'úÆ大お出 ~/o 台
6 黒色二I-:I0YR7';) 'j，，~tl:.しまりあり、 ，~i，~一色ゴ二10%合、地111' 焼こと'i':Ji;l: 2 ・1 合

SD251 CD  

1 黒色土(lOYR ;/;) 名li性・しまりあり、J:illJlI小{大校 51}6、炭化物多fjiiIt入

，-，茶色仁(lOYR;'i) ltiilif'，:干、 しまりなし、円定大和LSO~υ 人
3 こぶい1党問色 1-:(1りYIとらi) *li'!'.t ・しまれあり、色七シミ、!たに~o~";}ir~ 豆、

S D251 E -1< 

1 紫色 1:(lOYR訂) 中市住・しまりあり、 j也山ノト~大~Gl~ 弘一日夜i;フロック状に入る
2 黒色ごと(10YR日) :1';川生あり、 しまりなし、 J1出!1!L!J'j'，i50%、小円ぽ 1-1 -1わ;ll7tlS/~ i'足入

，茶色二l二(lOYR引) 粘性幸子二子、 しまりなし、地山 ':1:1位・フロック状30%混入

4 黒1M色土(lOYR日) 粘性強、 しまりなし、 i白山 rjこ1粒 3 %混入

5 黒色土(10YR日) íぜi'I~I: ~rtl、しまりなさ、地山小-11:1粒 3%混入

S D056 A---B 
l 黒尚色二(lOYRち) 粘性なし、しまりあり、 j也111小~大i1L5 0/0、炭化物・砂質混入

2 黒色土(lOYR封) 料i-t'1:・しまりあり、地 111 小i~'ll %1.見入

3 黒色土(lOYR日l *，Ji性・しまりなし、士山111/)、~大;校30%、

'I色土(10YR日) 粘性あり、 しまりなし、紗質小~大紋 7 %、

;)色土(lOYR出) 粘性・しまりあり、地ILiブロック短大粒 5%、炭化物混入

6 にぶい黄禍色土(lOYE %l 1'，li性・しまりあり、然色二、ンミ状に混入

粒子治11、粘'1'1:・しまりあり、i'T:.イヒ!ltD小 1o!t)、J:lil111小付 1%混入

;f~i性強、しまりなし、 j也 IJI ブロック状10%fl'E入
半，litl:.しまりあり、灰シミ状に合、 j白山中粒10%混入

1と|責lじ
純子制、おÍjぞi: ・しまりあり、小 li九~10'1~ 、 i也山ノi 、和 5 l!'~) 己主人

粒子料、粘性・しまりあり、地ILiノj、~中粒 6%、炭化物小牧 1'1r) 
粒子給、*，1i'11'しまりあり、地UI小粒:2、炭化物小粒若下
粒子組、 1t!?性若下、しまりあり、 rト 9(~fri 、地山中わIjT. I0~，~混入

!丈凶(l(lyR A主寸二羽11、粘'i'I二位、 しまり 1:よし、 11忠111rr*立、 ))<をシミヰたに合

虫色土(10YE 純子;i;Hl， .~Wi'I'*~虫、しまりなし、 tlillll 中粒15 0心、!更をシミ 1売に
灰層 (10YR~1l 粒子細‘1'，Ii性強、しまりなし、 j也ILi中粒20%、水分多量に合

褐色士nu'r・I-¥. i:Ú:~l二潟、半，Iïtiご・しまりあり、地U_Ji1'!lH'~ 士
!灰Lチ災lだ:ひ!屑努 (什10YRミ1吋巧) :1μP江古I山!一子iP1札j

:渋1己主訂?潟め色 上(]()百Y]，{ミ 4九主以) 1紋詐:古(-[命糸制キ制初11]、宇料粘粉J市什;'↑性I主i↑わ]、 しま り湾あ〉 り、[炭足{化ヒ物IJ、粒 1 l_~()、 4ν焼t立L土4小、1校泣 1 、

j也LllrjJ:j立10%、ァk分合

15 氏問(lOYE引) 粒子治11、半，[i性治、しまりなし、地111小粒3%、*分多最合

Hi にぶい jh~fß 色土(lOYE お) 粒子中!日、'{'，Ii性強、 しまりなし、層 iご音1Iにシミ合、*分多量

1 i 1I 1~: 尚色土(10YE%l 粒子線、おliti，・しまりあり、制III沙、水分多金に含

18 累計土(lOYR日) 紋子治1I、'j'，li性rj戸、しまりなし、水分多言、灰をシミ:!kに合

S D056 G--H 

2 
3 

5 
6 

炭化物'1'

S K250 A-B 
1 土1;¥褐色一1-:(lOYEち)
2 緊急土(lOY

3 色上(10Y

"1 褐色j二(lOYR75)

;)宇治色七(lOY

6 及拡j色ニヒ(lOY

7 黒褐色土(lOYE 
8 

9 
10 

11 

12 

*，Iiぞ!:.しまりあり、地J[ I小 -j医大紋~tfl~ブロック将で15 lXì 合

1"litl:あり、しまりなし、地ILiノト~傾大粒一部ブロック状で，10%

り、 しまりなしも 1llilll'J、~大和，l[7 S{llJ.t1入

中，1;性・しまりあり.黒色土シミ状に20%混入
しまりあり 出色1:シミ :11::(二浪人

S D056 C -D  

l 黒色 i二(10YR討)
2 祭1'8)色土(lOY
っ
しJ

4 

*，も料粘粉t干竹什，1山1;介!ド，伶fドF
1料粘ご弘告t出i'I性:全1:.し2まヒりあり、 にぶい災色土シミ状に40%浪人

黒色シミ状に混入

l'，li'i!主・しまりあり、にぶし、首色土シミ :!kに15%混入

品li'111:.しまりあり、炭化物混入'

阪大の FL)li~k90%混入
お[i性・しまりあり、地111小巨大粒シミ状に110%混入

S K 138 13 

1 日色 1:(lIJYFえと j，ii.-f料、 Wi'I'I，あり、 しまり焼、炭化物件1_大粒少始、地1116'[ljl -~A:1'i'L20%台
2 U;]'，'')(10Y E'汽) J'>'(-(k，f11、お1;'1'1:011、しまりなし、

3 !，IJWJ色 1:(10YE日) i，¥'cH，1IJ、1'，1i '1'1: ， l' 、しまりあり、炭{と!f7.iLj1 i'立20lj!~ 、 j在 IU 仁 1 -1 ;b!~401/b、才 1: 含
-1 日出色 1: (l OYR 元*\'í. (~'lii 、中，Jîtlヮ!，、 しまりあり、地 IJI1~J: 'í' 位10% 台

!大川(lOYE~í) おid主強、 しまりなし、 i}-: 分多及、地 1I1 ノトらj~ 2 l%台

6 Jソ(lUYRりiJ 川上強、 しまりなし、ノド分多了、 j出1111ド位 1%台
:'H'n，.~色 J:(10YR 日) 粒子制11守 :Witt小、しまりあり、 1:/:シミ:ド:…部フロソケ状に 10%、Jfuill 'j' 

'J、-'1'1'¥1:60%、焼土'I':j'i'[.:3 
):J:I¥'う(lOYR';;) :j'，litJ:強、しまりなし、 '1<分多士、 Jli!llli立5 %
JνJグ}人、'-:]'/1れ(l叩oγ R'吋?与川iけ) 1料粘干竹什;'計汗，!.，性!.，
u氏J疋ミ府(はlUY1只ミ:引)/1) i'，品料粘J1i'l十七悦性1)注1)生i主::~労強d虫1 、 しまりなし、 水分さち鋭、 i白山ブロック 15(}j，、 焼二1:大粒 1~~~混入
;込山色J(lOY E 'ê~) bJ: hiHi、 Ni性中、しまりあり‘ JW!ljl j 1 h!~2{_) (，~'Ó‘積物綴泌がへ
i，l，~色 L: (IíJ YH 粒子制号、名l;tl:仁1]. しまりあり‘炭化物'1'1泣1%J、地1iI'I'i

'iJ.5 %、版物徴主H
ザιlO%f~

13 ¥，1.¥色 1:(lOYR計) 紋下級、粘性i!j]、しまりあり、士山 111 ノト i~llL 2 、他物繊維50~;~)混入
14 J.l.HM色:I:(lOYE出) 粒子側、お1;性強、しまりあり、地IUブロソク 70%混入
15 !;I;¥色j:(lOYE日) 紋子制11 、名liIBdl‘士山 Illrj]粒]り%、間物繊維10%、:lt~深部に小集 "1]
16 i ，!M，~ 色 j: (l OYRち) 紋子治n、学，Ii性強、 しまりなし、 j也山フロック寸託子，'H::l犬にも80%it8入
17 f1，，~ 色二!二(lOYR XI) i"J:子治11、Wi性強、しまりなし、然尚色二J:;，~fi;ー:伏に合、地山フロック YU%は-t人
18 同灰色二L: (l OYEXÎ) 粒子治11 、おlîtl:強、しまりなし、地iJ l'I]1~2%混入
19 ;1.1，叩J色ニL(10YR%) *j1:子側、おIjtj:強、しまりあり、 j山11"1]*¥1:2%混入
20 !;l:~尚色 -1:110YE ち) 粒子高111 、粘七1:強.しまりし、 j也 111 ブ口ック 50~!~、リii'l;ブロック合
21 Jl実例色土(lOYE弘) jiUi~1lI 1î'Ý、しまりなしノj(分含
22 にぶい災対色二L:(lOYIUi) 佐子中111、Witl，.しまりあり、者二刊沙質混入
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SX318 

三日=41.9∞mょ
っ守手育72

立 H=41.蜘 m工

一立五弓五長-
cf) 6 4243 

× 

W 

SX318もPQ R 
1 f~~色 I:OOYR釘)絶山小~人mo.... 脱化物
2 時1色!:IIOYR九}地111小ー人組40....出化駒
3 '1¥色川10YR釘)地山軌ノミv<却%
1 1ニふい倹鍋色 !:OOYR討) ~I色 1:/ ミ状40... 
5 にふ，、貨制色 !:OOYR 'Y，)間色 -L... ミ ~lO%
SX318、PO P 
1 11，¥色!OOYR珂}峰山小ー人目15....由化物
2 ιふ，、健制色i:OOYR?;)叫色 1'"ミ紋少量

SX318きPM t< 
I .'，I_¥色 UIOYR封}地IIJ小、大事，13....脱化拘

2 ..1色 HIOYRラi)峰山小~人制150，0.炭化鞠
3 "¥色LlI0YR珂}峰山，トー人粒30'"
i に必ハ歯蝿色 !:OOYR似}叫色tシミ11;10... 
5 にふハ"褐色 I:OOYR!)Oll¥色 t::...-ミ11;少量

SX318 
I! =42.0∞m 

旦 1 ~

Zちa-:;
H=42.0∞m 

o p 

J 平二T
2 2 

H=42.000m 

旦 l 旦
て喝史~

噌 2 5-

SX318SPS T 
l 剛褐色士(10YR持}梅山小~入粒40叫.同化鞠混入
2 用褐色士(10YRち}地山小、大佐20...、炭化物擁入
3 鳳褐色i:(10YR;，)帖伸 しまり ~I 地山小、11

"
"):

4 席側色士(10YRちを)Jl!lll小ー人位30叫肯
5 ~褐色土OOY R;，)帖性有‘地UII プロ γ ク状混入
6 罵倒色1:(10YRl';)粘性数% 地山上司to，.混入
7 にぶい貨褐色士OOYR勾}粘性Ik% 鳳褐色u町%

にぶい貧褐色土OOYR詰}黒色上白%摂人
'lI色 t(10YR針}地山小陀 1'"宮

[318 SPU V 
撚燭色i:(10YR句}絶山小、大陸柑九 炭化物混入
畑1色士(10YR 7i)地山小ー中粒3% 炭化物混入
鼎色土(10YR町}地山大胆30...肯
明歯縄色士(10YRJt;)粘性 ーしまり合..色 i却%
相渇色士(10YR，昔}絶山小、人位50....炭化物混入
111色士(10YR引}帖性有 地山プロック敏叫

SX318SPW X 
1 ・眠術色1:00YR;，)亀山小~人!Il40... 
2 鼎色l:IIOYR予il地山小ー中粒3%
3 黒色土(10YRy')亀山小~中位1%宮
4 喝色上(10YRy')地山小~人組10%肯

SXI甜 SPA B 
1 明色J:OOYRみ¥)明貧偽色蝿粒古，同化物浪人
2 r;明色 1:17.5YR'Y，)明倹褐色プロック量%，徹粒出入
3 '.1111色 100¥'R%)明貧冊色微粒敢%、炭化物浪人
1 時1縄色 J:OOYR当}炭化物微量混入
5 叫褐色jOO¥'R九}明貨褐色徹量脱化特徴量出入
6 明色J:(lOYR'，)刷B配偶色徹制徹量 間化物浪人
7 ?¥色!:(10YR軒}哨量処色プロック混入、炭化物混入

SXI33 SPC' n 
l 鴨色 '-OOYR$-i)泡!!l<f'館四%

E礎化物小館2%、健1・1'0
2 褐色Ul0YR勺}給伶・、_;.η.，
3 時側色J:(10YR九}ね件あり

cf) 

ヌ
ヱ-<¥ ¥円 i
孟 L山

出( S: 

~ "'.\-~ 5 
J> 11""、守 4
』 司す V 5 

むc> 1 良

三∞|川 V

cf) 

4 
1 胤色士(7.5YR7()貨褐色プロック ぷ

数%.炭化物混入 ブ
にぶい黄褐色土(10YR%)黒色 I: Y 
プロック浪人 々 マ/ ぷ
/);，. Iの メY /・....-...

(1'1 _¥- ズシくヌ マ J

× ιっ U 1)ι吋

"，-、 ，玖f •、..~/ 1l-
司r νマ~ /:1 、氏t.r、>

C目 、lC1L.. ノ Y /11... 
、同量三，〆 IK '" 

匂 /句d へ

勾/r'"

主 l H=41.9∞m主

ーす予子守く二三宅

+ 

SX133 
H =41.9∞m 

~ s 21'-... ，7 土

「 宇WF('
5 4 v 

SKI94 SXI33 SPK 1 
1 '，1¥色!:(lOYR弘}地111小、人制7旬、
2 明色Jl7.5Y伏Y，)地山プロック・同化物品人
3 f!¥色!.I7.5YR判}地山村T 瞳化植物揖健

1 用色 I:OOYR向)掛化物浪人
5 にぶい前蝿色 1. (lOYR'Y， 1 叫色 I:~ ミか;浪人
6 に必い員綱色 !:OOYR引け m色!.シミ杭誕人
7 'IJ色士OOYR町}地111小ー人粒1柄。白 t由化物
8 鳴制色 1:(IOYR，¥<;1地1111シミ机S旬、

SX1335f  
H =41.9∞m 

J 
-l 一、3戸2

2 

日エロロ=昌@∞叫m印 ωNH2Z
a担割5f担割担2・5f ...."'l開:.:I~ミ
.!IlII君臨圃[3> l廃車[3>."'.田[3>"，~
[3>[3>[3>:::寸問問1-=問問トト冊目

立主丈 ~5:::':~5~t t:55竺Z
ooo河 -<oo-<哩 oo<<e5!
-< -< <_<淘...::--:;;tI3，:-<-<刃刃・〈国
河 河 河 - -_~:::tI;::tIヌ}刃刃:;!! :J...~淘'
$.~京高-~ヌ}傷心だ次}】*円
---吾摘--揮E--占審構-1
11指揮ムト?占事占JE-!子占事IIE吾占Sロ SXI33 sx四25PY Z 
吾=E-~~ト吾吾モ;3EE '-J.-1< E' 1 r~色 UIOY R判}櫓山小、中粒 1 %. 脱化物混入
令礼、.('" ，礼§津守-1<，テロ;3，テー 3 {1 非常にもろい

10U#吾ロ Zミ"il!!.'" ':.' I 5 開禍色!:(10YR%1地山プロソク 10%、脱化物混入
吾、父-;3ほ~!:...~辻、 t 迂~ 7 にぶい貧倫色JOOYRY，1鼎偽色I小 中制捜人

む立ESP-F盟主主E 9 にぶい酬色 i川 YR匂}明色 ，'/ミ状に浪人

i!il'才、.( ~礼拝書'I#~. i守iI- SXI33 SDI却 SPF E 
包 包書・持 活書 1 'M崎色 100YR%)脱化鞠2%‘地山'1、ー人同訓)% 2 ，_¥¥色 1:(10YR'))悦化鞠小、中Nl%.地山中和112%
芯 三令書書 i5''i! 3 ~\色1: (10YR サ}脱化物数%、地山ゾロヅク400'0 1 主轟
ヰ 主詩z=詰言 喜5 5 鳴川偽色 1:0叩OYR句}刷化拘e巾1ドE 人柑 1% 地山伽川4小l卜卜、内、人H悶却% 6 川色1.0川OYR附附当切}地凪刷u山l川jμ，

7 !杭λ刷(lOYR'ミ{十iけ'j叶)閥化鞠1叫.I焼亀 i柑 10'0。地山柑1誼設% 8 凧色!:(l叩OYRみ何iο}掛化鞠'柑世 1% 地l山1"1'柑1叩0叫
9 引偽色 1(10Y伏%)地山'1、、人柑10'¥t 10 m禍色 HIOYR同}地山プUヅク却~ 制化物l.t;%
" 明色J:(lOYR針)ro.l掴帖件肱叫瞳 t肺 7% 12 快刷(叩YR町)地山小柑2%、健 i骨盤.. 
13 JU偽色 UIOYRl1r.>f~ (掴，鮎何ーしまり11，地山プロ γ 夕刊<¥(1 14 県蝿色!(lOYR '，)蝿化物ro.5%.地Ilr/u'"/ク40%
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れぞれ SX143・S 141に切られてし、る

ため、
、ア

ζ} ると忠われる。 口部140crn

b
J
f
¥

、

:;... _]ο 、ア
りーし7]~ζ〉。

ヴ

，c) 
} 

7う¥

埋土け:2 した口

しなかった。

とし、炭化物

S X142 

D区の L 56・57グリットれ

し、る。また、

したo

S 144・ピット

し、

よって切られているため、

って

明である泊、 をも 円形 ると思われる。 口奇n30cmx 
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220どm、 年i(i()口 20D畑、 -
U
V
 

7
口山

J
，↓パド

/ド~m
 

H
r
L
 

J
J
 

E
 

一一し
七'"f-}、カ¥じも'-'-' ~一一-

る。 Ltこ方、つ 1) (二;わり、 50Cill

く立ちJ二がる。

、プ

;;:) 

畦i工汗 β♂

十i Jむ山

2・5・6・8

と「る01・10.12.1:i・1G. 

♂[入する。

\~ J、ふ月上寸二匹吋

り~ !こう乞 u

[ナ「元、一千
〆 Id-IJ . ノ J~o

三1

Iス:56;〆リソ iJ

土坑口ぷ

141 . I より新しし、。

一口けUv
 

白
一巳ふ品

〉￥4
1ソ一

4

色
&
 

、
J

}

 一ロ一
uI
 

Z
 

vs

・-
、

俗
、
0
・J

F

Z

 
1
3
 

z

z

 

口討I~lこうミ p て13hl
r…ー}ア

ょす o

)ろ c包 ~'r'IWJ る。焼 1. 、ロソグを少量混入する。

;よιiコ o

レイグ、 LtこO

144 ( 

D区u) 56グリッ ド

11月である

o
 

，γ

…
 

l
v
 

S 143によって切られているため、

を呈すると忠われる。 μ部60c殴 x80c問、

cm 50住 l、深さ17ωで;ちる て、
L旬、 く立ち上がる。 x 25c段、

ろい

j主上は掲邑上の単ゐ層で、 多量に混入する。

しfこO

6 .78・79)

D区の

Clll くら)0

るS.K179・ K185を切っている。

235じ温、 i架さ 32(;lll'~35

ち i二カ二る。

る。 1・3・5・7・9・11・12

J主色士、 6.8ι10i吉が黒色!更で、口-._.l日露は箆の崩落上である。

水分が多く、厚し司部分で 6ClIlを測る。埋上

1.f知 A

口

!丑

ら

しなかったo

1 (第34・閥、凶)坂 5・79・80)

られる。

(
 

ぷ
り

マ1
2ム



Df乏の L ヘ LP46ヘー 49Jf lj 、、 1 L ー，

第 1節 怜i村遺構

メー

と南東端部がそれぞれ SD 169. S E 1 によハて切られているためモの全容は不明である

工SD169内で、待者は SE 152とほぼ同一位置で完結してし、たものと考えられる。ま

た南西隅部は途切れてし、るが、

は、東西 8111~9m 、南北幅10 m、 と面111高80Cillヘ 160c盟、深さ 13c医へ 50Cill7f""(lHiJ ?) ， 

四辺では

円形・ 4)ぐコ。 -炭化物

L、落ち込みの;ちるJ出1I1'〆戸、ゾク・ 土器片

Lた。骨片は黒色!更に混入して(..る万品、 ヱム

ま;れている。また、土器片ー 中fですな;}づち黒色!疋より上lIiiで出土 Lてい

る

りi}、スL

d んしたものと考えられる。

し戸、 とL、う

に 2基三08-aふ 5

X133)あるが、関口 られる。

ロリ版

ド
図

ツ

図

グ

[
f
i
4
4
 

第

M

(

1

一

5

の

日

区
X

D

 

Q
〕

LJ二G

さ 55cill~60Cillである。 しており、

m
 

pャ

0

5v

コ

ハu
J

J

V

一x
j

u

『。。
理士は 9層

し、 5

Li三。

いる。 2・4 ある。

1・3屑は地山ブ口、ソケ

する。また 3層以下では 3

ら人為的堆指と考えられる。

H
ノ

y
 

ロブ

L/主力、勺 Tこ一仁

S X159 

D区のL049グ J) ッド した。 117によ ムれてし、る

タ
へ

J
】
/
・

1
1
j
4
4
1
4
 

一3
J

V
ら

dnsm心丈一山

1~7cm 220側、深さ26cmへ:iOcmである c

ち込みがあり、 しし、。

入する。炭化物は 3層に

多く混入し、 4

しなか》コfニ。

る。まfこ4 しまりの欠ける 。

4
2
1
1
 

ρ
h
v
 

寸

a
a
i



第 4章調査の記録

S X160 

D区の LN48グリッド した。 SD し、 心。

主坑口部156cm 251cm、 さllcm----15c辺である。

もち、

埋土;は 6

入し、

り上がっている。
_L_.. . !~ r 7 ~~ ~ず

え、 モコ一仁刀ジ。

とし、 しまり iこ日や vやβ斗十る。

を混入する。

しなかっ 7こ。

S X167 6 .38・48畠 80)

D区のLR56グリヴト、、

り出しをも EつO こ

の規模は坑n

出

した。 し、

S D 130lfこより切られている

深さ1:1cmvである。 り、 iJKり

もつ。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

理土は11層 す
F

3
h
y
」 の11腐は地山ブ p ヅクと

H
M
/
 

ソ
F

P
 

ブ

守口
i ・む

り出 1 cm方ミら 10

cmほ に含

まれており、 とあわせて、鎧時間に埋められたと

し7こO

S X180 (第7ヲ.80問、図版81・82)

られる。

NH73.74グリ、、 iご る。 SL323河jI た i人第 3J吾の砂

Ltニo 2 きな白

R 

RvV709・710)が「ζ

られており、

長さ 25cm~37cm 、

vごまずり、 し

本 (RW708)

側のR

これら 2

さ143cm、

さ176cm、111高19cmで、 RW709と

5~6 

さらに 2本の自

り尽を入れて打ち込ん

ま

よ;れ&工上里ょうらオlたもの泊￥も会O.1Lな¥.，、口

まれており、

らわ-ている。 RW711

りHが入る。 RW71 

さらに、 iL となったRW709・710の交点から北に約 1m 28cIll ~60cm、

5 CIIl~ 11cmの杭が 6本 (R

向かつ

RW246以外は50cm~90cmの間隔で、南カミら
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第 1節検出遺構

しfこよう Iこ、
3

、

v
r
¥
 

一!，;) しfこもので、

して丸くなっており、こ

、ても判然としなL、。

'目 でし、る。したがって、

さであるのか喜子かは不明であり、

S X181 

D[三の LS'LT58グ 1) 、ソト月 Lた。 SX131より新 Lく、 SX 182より古い。 土

口 1S()cm、 xり()cm、深さ:i6cmである。

く立ち上がる。tELで、

りにある うものかは不明てjうる。

埋土は 3 イ色LLJブロックを し、

ほど多くなる。 ま;f l て I~ 、る

られたものと考えられる。

}hu 
られる。 遺物.i聖士の

S X182 

D区の LS.LT57・58グリッドで検出した。 SX131・181より新しい。

口奇fil:~7 Clll x 19()cn人 30cm x 160c111、j菜さ 15c111で、ある。

、ア

o。 心 ピット状の落ち込みは、 より、

り古いものである。

埋土は 51腎 Ll;こO とし、炭化物.J也山粒を混入する。 3庸は炭化物を

るi也i上!ブロックである。 まれるが、 あ

~ず

心。 ることから、 h 
L

え

られる。

。
ナ
h
e

ソノ
庁
'
/qo 

A
吐p

i
 

L
 

一UI
U
 

3

の

一
一
凶
一
色

X

D

 

S
 

LtこO

日 1 Slcm、 140cm、深さ1Scm~22cmである。

i民事1.L、 したがって J
h
u
 

j u 

、，/一三、 ち上がる。

理土は 3層 1)， S D 169の埋土 )と

える。 2・3 ほ く、地山ブロック く る。また 5cm~ 15 

に混入してし、る O

Li;ζち、っ T二口

184 (第64・81
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4事: 調査の記録

。I三の idi己46‘47クリットr

口

した。 SD121.1三三より向 L、。

!日)c母、深さ 32CITIを{RIJる。

し、

に一 、 Lく、壁は坑口 (ノ く立ち上がりを呈する。

埋土層

の 4層およ 主しまり 1]べあ i人主出JJブ戸、ソグを
、守

合J

事J 守

~ t.J えられる。 出
日
思

、
1
t
〆

LtこO

『、 i
i
J
 

コ SX133と るS

C 1つつ ト
'-'よ~ J._ミ~ '}、 をSij日oによっ ら;1Lてし、

ν ると忠わ;fl 35cm 

九三l
 

nu 
-J 
f

、
}
 

一

'
i
l
'
 

{
 

、け/'一 1 i Ocm 1 i1ncrr人深 平±号、三 日

Jみ i ム寸ι_ .---r， 上 f-)台いものである。

士聖士は 4層
0
 

7
-
L
 

】
/
〓

」
j
グ

ル一 j也山粒を混入、するが、 土JIi2

!JJブロックを多く混入する。 八 九一一 ん み 「 ー ー ヨ ー

乙'J胞にそかえなわれ令。

-7 T / 、 ノレ I '/ した。

|主!)

のLT46・グリット、 した。 S 121より古く、 B173'190、 SX196より新し

し、口 主力t口部218cm 356cm、 78cill 255cIll、採さ28

してし・る口援く立ち上カ，i)、I折田

ー二f

o 

埋土は黒色土 片一、 ) cm~ 多量に

デ心
、{ムムペ
U
ノ

サ入居
間 ド〉 り 1心。

iJ 、 し

つ:J74G ザ l)切らわて l' 

口
H
J

円
円
ド
〆

合
¥11 

ノ
I 1--1-11 ァ

て、 Jフ_fL 1-1 

lli郎、 る。 f*さは 7Cl11 17cmなiWJ1) 、 li:~( 気

ち上がる。

上里二ij土71習に

が多い。

しfニO
人す』る治、¥ 混入

しf二。
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第 i節検出遺構

sx主的 ( 

D[乏の LQ57グリッド
。

た1
し

お
幻

-[:， 、司、 仁!笥5136cm

245cm、 15cIl1 213cIl1、 i寒さ24cm~31 CIl1である。

く立ち上がり、

埋土は1

/.0。

2つに大:;jljできる。一つは 1~ 4 も

つ一つ』より ら してし、るカ"らjとして 5

られたと考えられ

0
 

7
Q
 

「
;) この可能性が強い。

ブレイク すた

S X216 

ケ一nnv 

イパ

τN
 

T
L
 

の区
h

一一一戸
_，，"， 

{' 
、也、ち

した。 SX217より新しく、 SX160より出 L、。

127m、坑底部径70cm 94畑、深さ16c盟へ-22cillで;ちる。

く立ち上がる。

埋上は 6 とする。 が、 4層ではブロック

ザトプ
ヲ心。

ブレイク した。

S X217 (第34・78図)

Dl互の LN. L 048・49グリット‘

は不明である

した。東側が SX216 ・ 160~こよって切られているため

A
U
 

ブ
hu

ペ

l
v

T
J
d
u
--J 

よ
バ
什

悶
ルーとスJ

V

3

す口五'PA」

f
ノノ
P

X
H川 口習Sl52cIl1X 

270cm、 1 S9cm x 1 fl;Jcm、深さ 28cm~38cmである。 もち、

iこ立ち上がる。

トがあるが、

i虫土はi

60cm、深さ13cIl1のピ、ソト、 i)Vこ径17cillX 30cmのピッ

との新旧は不明である。

Ltこ白 と]_、 '7 

0 0 

多く j毘入 L、j也立・1白山ブロック

分は 8耀からjY1二i二Lてし、るむ

ノ
¥ 、 含まれてし、る

』
パ
ペ
/

J
1
1
 

ザ
/

Y
U
v
 c

 

た71ν 

S X22~) ( 

C [)<~のMB .MCS3.54グリヅ卜、

。
たし し、坑口部330cIl1 573cIl1、

く立ち上がる。中央坑!氏 X512cIl1、深さ 22cill~34cmを測る。

がり、{出l

t聖上は品層に

38cm、f!1gさ20cIl1をinUる

ち jニヵ:る。

した。

ウf

o。1] f.f:170cI1l、

とし、 'J白山ブロック・
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第 4章調査の記録

くみられる。 ケヲイト fLLてし一るせし

とし、

、 L寸ぬる。 人は 1~- 4 

りもある。 円形状の落 入する。

Lた。レイク

S X230 

C区のMB53象日:ゲリヴト、で検出した。

明である ると思われる。

S X229により七号らJlてし、るずことち

u部290cmx 460c!ll、

245cm x 310cm、深さ:iScm~40cmである。

ちょがるが、

iLち、 よ
』ア。

7こ後、 、、主主をもち仕がら立ち

上がる。

埋土は 7層

し、炭化物

，h、

。
たーし とする。 . j也IJIブロックを多く

』吋

点〉心
‘一
J

i
jレ・に合まれている。

一U
T
Q
 

レイグ した。

S X233 

D区の LR49・50グリヅドで検出したO

K235. S X328と切り合うため、そ

S D168、

であるが、

S X234に切られ、 S 

ると J思

われる。 口部168crn 200cm、坑底部152crn x 190cm、深さ12crn~ 16crnである。

る。 るピット(口径35cm、底径20Clll、深さ 14

より新しし、。

埋土は 3
。

。

知

一

円

一

千
j

，J
j

ー

し

つム
μなし

る ど炭化物の寝入が多い。

S X234 

D区のLR49・50グリッ F

る。

した。中央(北西から南東)を SDHi8に切られているが、平

口部lTkmx 252cm、坑底部164cm 244cm、深さ 8Clll~ 

りにあるピット

3cm、深さ23仰をiRIJる

Ltピットである。

埋土は 5層 しfこO とし、 l 2 し、

る。埋土の堆積状況から短時間にJ埋められたと忠われる。

しなカ斗つfこO

S X238 (第63図)

DI三の LR50・51グリッ F' した。 もつ溝状を塁する

円

h
リ

ハ

hv



第}節検出遺構

A
T
 

A
什守口一

U
C
U
 

T

」西 S X2:ねによ可て切られてしーるfこめ

i縞 60Clll、底面幅35clll'~50cm、深さ 22clll~25cm である。

v アて:、斗士
¥_ 0 

で、壁は緩く立ちとが

では炭化物を混入し、下層る。埋土(J6層 しfニO とする。

ではj也山フロ、y クを多く混入する。

LtニO

S X239 

DI互の LR50グリヴド

する土坑である。

日 J

討<;)

j要土は 5震に分層 Ltこ。

多く、遺物は各膚に含まれてl、る。

した。 SX2:i8の南端を切っ ヲた
b
「、ぐ

仁! !;)C!Il、 52clll、深さ26c!Il--30cmで

ちーとがる。

とし、 1. 3 . 4層は地山粒-地UJブロック

られ j，_HJ自己i主が'].虫 L、。

した。

X248 

D区の LS57・58グリッドで検出した。

あるが、平由形は楕円形を呈すると思われる。

69c!Il、深さ11c!Il--18c!Ilである。底面は中央に向かっ

ピット状の落ち込みに移行する。

S X129と切り合ってし、る 戸」

X /JC盤、 v ，、

く{頃斜し、径 8C!Il X 14c!Il、深さ 8C!Ilの

た1
し層分層

勺

λ}

。

は

る

土

あ

埋

が
パ宝

zv 
-炭化物を多く混入し、 3

しなかったU

ケ
v

m
h
u
 

t
d
 

E
B瞬、

f
g
t
 

l~ 

4

の

、

お

区

、

が

X

D

一ゐ

S

あ

した。南部隅部は SX50により切られている

ると思われる。 J霊I需の規模は坑口部212clllX 236clll、

-rて、.__ 

190clll 222clll、深さ16clll--20Clllである。

L、しまりがあ

/J 
) 

〈、

ら4cm~-17cm で、ある。

十
点

台、ヌ
Lそノ 'aJ。

ブレイク し

rニO

S X255 

D区の LQ54グリット、

x 40cm、深さ

しfこO 口部96cmx 137c!Il、

で、壁がだらだらと緩く立ち上がるる。
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。
『
介
J
山

埋土は 7

混入が多く、

LtこG とする 地山ブロッグの

したハ

S X2S0 

D区の LQ:=1Sグ 1) ット した。 S()より新 Lい。半面形は

坑口部45cIllX 50CIll、坑)底音s40CIll 44cIll、深さ 7CIll~ 16cIllである口

21側、深さlOcmのピットがある。

、
べ
a，ノl

 
り十こ

埋土は 3層に分!言 Ltニ。 1備 2 つ
d で、地山手立重主主i心ブロックを混入

ク
ノ
叶
t

寸
/ Lt二O

S X265 

Dlぶの L グリッドで投出 L!一一調査[互の北東端にかかり、さらに 日J

ふ
μ

イ叫ょっリ41i
 

h
u
 

cu 
っているため全容は不明であるが、平面形は略円形を呈すると思われる。

坑!底部径1:-l8cm、深さ 5CIll.~ 1 Ocmである。

る。底面にあるピット状の落ち込みはし、ず'，:hも本遺構より古い。

で、炭化物.j也山粒を多量に混入する。また、

して出土している。

口

ち上が

し、

』ず

と}。

ブレイグ、 Ltこο

S X266 

DgのLT.MA46・47グ1) ット、で検出した。北東隅部でSD121と切り合うが、

不明である。平面形は不整h形を皐し、遺構の規模は坑口部196cIll x 332側、坑底部19()cm :~()4 

側、深さ 12cm--25cmを担1)る。)民面は起伏が著しく、一部{深層に達してし、る。

し南-東皇室がほぼ垂直に立ち上がる。

埋土は 4層にうよ}脅した。黒子見色上と地山上がブロック ;1か二混合し、

えられる。

した。

S X309 (什関 3) 

D の抗A.MB52グリッド

する。 SL323から り

られる。

し、

く立ち上がり、

るSL

南北11I高180cmを測る。

西側は SL 口してしイこと SL つ
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0
 

7
9
 

h さなかー〉 多く含まれていた。

で|叉l示できf;にカミっ fこO

S X310 

B区のIVII 47グ 1) 、ソト、
O
 

B

ザ
/

ーし るSD27~)の内 し、北東間部が SD

27ヲによ v寸て切られて L、るため全容は不明であるが すると思われる。

口部71cill 74c臥坑!氏部66c郎〉く G7cm、深さ lOcmである。 J
も

ち、 ち上がる。

理士ーは 41音に分隠した。 とし、炭化物を 入する。まf二、 2 

S X311 

B[{のfv11 46 

寸，にヨートて
よさE 9 ，~。

るSD270の L、

48cill、深さり cmである。

より新しL、。ヴて、

で、炭化物-

Li、ニO

する。

S X312 

B区のMK.ML57グ 1) 、ソドで、検出した。北西側がSD281により切られている

明であるが、二!と西から J
ゎ と忠われる。

Lく、

口

200cm 125cm、 40c盟主 訟をさ39cmをmlJる。

く立ち上がる。

口部に向か

吋，) 

埋土は 4層 令 で、 2・4

る。

二i二しなカ込った。

S X31 

B .ML58グ 1) ット九 しょこO し、 SL 口し-c

:;0側、底面幅 120cm、上面長390Cíll、)底面長365cm~ 深さ32cmを7filJ

るが、 SL 323(東側)に向かつて緩く傾斜する。

.:1也111粒を混入する。 3層

し‘る。

i型土は 4

まりなく、 とはみら;れなし、。 の 4 6 ととも

、。
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第 4主調在の記録

弥生土器が
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東側Hこ向カミーづて緩く 1毘斜ずる。
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パ
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U平坦である

とし、 ーートでき
ヲも)0 

f】

J 

層にはj色山粒ととも ちく混入するの

1 ~_ 

'-ノ ''--0

S X315 ( 

、ノ
Q
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一Nハ
方々
S
A

丸山口区一日一日 ~-_) 
ィ

JαJ ると思わJcるが、

120 

cm、

理士は 2層に あるが、 l 

揮さ 6c殴~15cm を{ftlj る

円形:1犬に I~んでいる

し、 2Lt二。

フロ吋グを多量に混入する。

Lなかっ?ぃ

S 316 (第40図)

Bl互のML58グリッド LtこO るSD281の内{則、 し、

口 さ16cmをiHIjる。

ゐ。

埋土は 4 とし、炭化物-
。

γ
h
v
 

した。

SX:317 (第41

B区のM 58グリッド LtこD る己 D し、

は SD282により切られるているが、

55c盗、訟をさ40cmである。

し、平坦でしまり 1 ふ_-1、_r"

aJo し 7，27J'っし 公}

く立ち上がる。

i里J二t土5

f由LLiブロック・

る。 およ

ブロックを る。

出土しなかった。
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第 1節前出j遺構
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し 一¥一パ¥) し、 SX133 

に切られているため全容は不明であるが、平面形は楕円形を呈すると思われる。また、

落ち込ヌえがあるが、新rrゴ関誌は不明である。 J章構の規壊はj充口音g長佳160
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;埋土は 4 した。 ブロ
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mu 1)" 埋上(土地山粒
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0 0 し、深さ20cmを

マ
ム
ハ
V

す¥
 

マ
a
ハ

、、ず

，r-と}心。

む!豆町) N51ゲ 1) ゾ1-'

で;ちる
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7
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川
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関
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r 
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1)、 ち
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。
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しし
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ホ…一で
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理士は 3膚
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しな方、っ7こO
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U
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で、 SX314vこ向かつて緩く

くi見入すh る。で¥

しなかったo

S X327 (第40図)
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第 4章調査の記銀

Bl三ーの主 7"1) ッド L二「 口 坑ミnu 
h--u 

門

i
t
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J
 

75c皿、 j菜さ 8c殴 ~Ilcmを iWJ る。

35cm、深さ17cmのピットと切り合う

く立ち上がる。

しし、。

っと、、 地LU粒

L 1;ciT -) t 7，fρミつ 7こO

。内」

内
ノ
午、J

、j
vム

打
、
心

D区の LR49グリッド した。 S五235より新しし、。

86crn、深さ 20crn~25crnである。坑口 ピ95crn、 北側t土

一段低くなっている。 ちーとがる。

j埋上は三!言l二号、!脅した。全て ペペ..._fτ --'、ず
'_ム2主、 地LL!粒色!上lブ μ ヴグの混入により

2:cグ今ー
にご I~O 

しなかった。

第 2節 出

i 縄文 e弥生時代

うち、 心。

( 1 ) 遺構内出土遺物

り しし‘ものも含まれてし、る。

またはおおよその時期を明記し、きるものについて、

8 

器などと

6 し
'-

「

一

色

。

ヴ

g'

l
v
 

たよ・
4

h
『
J
」

SA240 1・2、

lは鉢形であろう。 2 j〆 りれ

る。 2

S A241 

3 

4 寸

/CJ 0 

4 、ヘラケズリのあとへラナ

りへラナ られる。

A256 (第821豆1 ・1 図版83)

5・6は鉢形 ろう。
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第 1節検出遺書毒
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第 4章 調査の記録
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検出遺構

がクラック状iこ多量混入

ラッア:伏に多民混入

第 1節

S X084 D~C 
l 黒色 1二(lOYr6i) :l'1;性ーしまりあり、地IIIHL子・ブロソク 7%含
2 ゑ色J二(lOYR7i) しまりあり、際化鉄がクラック状に入る、地山村H-3%含
3 色土(lOYR:;'I) 粘↑生あり、 しまり強、地111小~大粒30%台
4 色土(lOYR71) 紋子細、黒色 1:がシミ状に混入、再変化銀、がクラック状に多設混入

5 草色ゴ:(lOYR;'I) 粒子総‘主lj性なし、 しまり強.焼土小粒 2~/~合白地 IIIJ二がブロソク :!kに 3
6 毛色:Hl0YR予j) 粒子制!、宇，1;，[生・しまりあり、焼七械大半'，!LlO%含‘Ji!l. IIJ:l二がブロック ~kに 2
7 黒色オ:(10YR~.'í) 料総守主~l性強 しまりふりも ljglll小~小粒')

8 票総色 iつ(lOYR'/i) 佐子締 結性5~l ， J也111二シミザ:にでき

:1毛色 L:(lOYR'!'i) 紋子治11‘粘{はあり‘ しまり強、焼オ二ブロック中~短大教 8%‘池山ブロァク大~桜

10 黒色土(lOYR引) 粒子持L *，I;ttあり、しまりなし、 Kシモ:tI~に合、焼十jト粒者丁
11 号を~::H lOYR 7í) 枝子制11. 粘性，しまりあり‘ i白山1I、粒 3~'o‘般化鉄クラッ
12 占禁色土OO'lR :;'，) 絞子制il、半，I;t'!あ 1). しまり強、焼 !:r件、 1%，.地111小一大

13 黒色仁(lOYR予il 牧子細、粘↑生あ 1) ，しま 1)7: 、地 1I1 ブ口ツケ 50~;o ‘灰がシミ状に混入
14 黒色 H10YR出) 粒子i出.粘性あり‘ しまり強、地 I lJ lトー中打 ~'O
15 ~色上(lOYR '5'I) 粒子綿、粘性あり‘しまり強‘焼土がブロック状に70%浪人

16 草色 1:(lOY R百) 粒子約三粘性，しまりあり、 j也 山中村10υυ合

17 黒色上(lOYR ;~l 絞了総‘粘性・しまりあり 1色J1j'l、-'I'j涜2 地111'ト~大粒5
18 然色土(10YR 71) 粒子細.粘性・しまりあり、 #E土ブ口ッケ 3 、地111プロヴ

19 黒色士(lOYR討) 枝子高川粘性あり、 しまり強、地111'1
'
-大約 5%

20 i彩色土(lOYR "，i) 粒子料、も1;性あり 1 しまり強、地UJ仁1'_大卒、U pi老化鉄がクラァヲ状仁会武泌人

黒色土(lOYR7i) 牧子部11. 粘性・しまりあり、 t克上 Fト~中料30%、地LLJブロック 10%
22 黒色士(lOYR~~) 粒チ納言中，1]ぞt. しまりあり、黒l'l~がンミ状に浪人
23 黒色+:(lOYR~'í) 粒チ湖、粘性・しまりあり‘酸化~，少最浪人
24 黒色上(lOYR71) 粒子初、しまりなし. iillI性あり、焼土IJ.-中粒 5~.t~含

黒色土(lOYR予i) 粒子綿、しまりなし‘ I単位あり、協…1:小粒 1~()、黒灰がンミ状に混入
~6 黒色 1:N1.5 (泉氏} 粘性・しまりな L.i副生ありJi!l.山小粒 1%
27 黒色上(lOYR予i) :f，l;tl: .しまりあり、厳化鉄がクラッ

28 黒色十て(10YJ主計) 粘十字なし、 Lまりあり、主主紡色土・

主尚色土(lOYR);;) 粘性あり、しま打なし、黒色 1:がシミ

30 毛色 1:(lOYR'Ji) 粘性ありーしまりなしも災禍色土、

31 地111ブロ j フ

32 '1主j二 仁j1_大半がアトリックス、料i性あり、 しまりなし、炭化物íl{ 入‘にぶい喜主総i色士20~'o 、黄褐色 1:10%i記入
:l3 黒色 I:Nl5 (黒I!!z) ずれ生・しまりな L，尭i:YJ-大半立 3
34 毛色土(10YR宍} 粘性強， しまりあり、抱山小-r:jl:f':[混入

35 将I色 l:(lOYRえi) 干占~性・しまりあり，

36 草色土(10YR ']';) 粘性・しまりあり‘黄筒色土‘にぶし

'Yi' I茶色土(lOYR l~í) 私一位・しまりあり、 i也111小~小粒10%、
38 黒色上(10YR I?j) 粘性・しまf7なし、黄褐色土 1 にぶい]

39 t品色士(lOYR Y，) 判'j'['tなし、しまりなし、粒!f~大、黒色J_: 5 ~，~混入

E-F 

f ケ tl' で60~七混入
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調査の記録

十49

十48

十49

S X 153 

寸-47

十48

十50

第 4章

黒氏の分布範囲

焼土粒あり

襲撃
S X 155 

h
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しまり街、手111砂多盆

り1守、地山ブロック80%
り強、地山ブロック90%
り有、地山ブロック20%
り有、地山ブロック50%
り有、地山ブロック 5%

‘2 

5
6
7
8
9
 

A 

SX153・155その他の遺構
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第 l節検出遺構
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第 4章謂賓の記録
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SPA 

SPE SPF 

一-H=39.5川

宵「
RW-702 (SPE-F) 
1 砂障壁層 オリーブ黒色(5Y%)絢砂と

5 -20mmの礁が主体で、その情]
に黒褐色の腐った織物などが10
-15%混入巴

干占質土 灰色 (2.5Y~í) 粘性・しまり強

SPK 

第 1節検出遺構

SPB 
H立 39.5m一一

SPC SPD 
RW247 

3 

SPG SPH 

RW-246・247
1 時世層 Z音褐色土(lOYR%)が全体的にしみるように混

入ロ径 1-2cmの軽量が中心。径 2-5cmの礁が
3%、腐敗植物 7%。

2 砂磯層 縁灰色(7.5GY引)を中心とした粗砂に径 l
-3cmの礎7%。径 3cm-5cmの機2%.腐
敗被物 3%。

3 締砂層 縁灰色(7.5GY¥iノi)在中心とした字社砂に腐敗
植物 2%。径 1cm前後の艇が 1%。

4 I殺層 径 1-2 cm前後の礁に径 5cm自ij後の艇が 3%。
腐敗摘物 2%0立にある木製品に押されたよう
な状態。

H=39.5fll -

同
寸
色
'
晶

、
ー
¥
つ
白
戸

つ

ト

】

四

戸

一

o
u
l
一

¥

」

7

だ
「
ト
ー
¥

X内
・
求
汀
B
，
『

[
 
氏、-

RW-702 (SPG一日)
1 砂時岩層 オリーブ黒色(5Y%J綿砂と

5 -20mmの時告が主体で、その問
に黒褐色の腐った槌物などが10
-15%混入。

2 砂暗雲!嘗 オリーブ潟色(2.5Y九)10-30 
mmの聖堂が主体で、その中に30-
50mmほどの型軽と褐色シルト混入
この層の下は、いわゆる「青砂j

である。

ミ活プー
RW-702(SPI ]) 
I 砂磯層 オリーブ黒色(5Y%)締砂と

5 -20mmの艇が主体で、その間
に黒褐色の腐った植物などが10
-15%混入。

SPL 
H=39.5fll 

RW-702 (SPK-L) 
主吉層全体が縁灰色とオリー

ブ灰色(5GY.7.5GY
.10GYの3ri-予iまで)
を中心とした砂及び穫に
よって形成されている。

1 絢1砂層 たいへん締かい締砂で、しまりがあるの水生植物 20/0。
2 砂障壁層 1の絢砂に'fIl砂が混入。筏 5mm-2 cmの礁10%、水生植物 30/0。
3 J;器局 径 5mm-2 cmの撲が中心、 YE3 -5 cmも多く 15%、水生純物10%。
4 期日砂層 1よりはやや粗い.値物根が 20/0‘水生植物10%。
5 粍i砂腐 4が次すに紐くなってレ、く。水生植物 70/0。
6 砂障者層 5の枝紗に径 3-5 mm前後の母告が多く混入。
7 粗砂!溺 4より組く、筏 2-5 mm前後の喫 5f.}~、水生植物10%0
8 絢砂層 4よりおHかく 1と似た状態、機物根 1%‘水生植物 2%0
9 砂際医I 101留とほぼ悶じだが‘筏 5mmii背後の障者が 5%白

10 砂機!習 筏 1mm前後の砂暗告がほとんど、7]<生植物 3%0

H=39，500m __ _ S.f_N SPO 
H巴 39.5"，

SP恥f p
i
 

p
L
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巴

m
n
H
d
 

q
u
 ・-

自然水

SPQ 

RW705 
RW709 / 

自然木

SPIミ RW-706・709
1 砂利常j 災灰色 (2.5Yう~)。キIHI沙諸寸j本。 5

-20mmの磯10%混入、 EJf.l責尚(10Y
R九)土 50/0混入u→音jI)。

2 制11砂1M 灰色(2.5Y)i')。中に10-20mmの機
5%混入、この反対側では灰色(2.5
Y)i')名質士、粘性.しまり強とな
る。 明!めた痕跡なし。

RW709 第80殴 S X 180その他の遺構土層断面図
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第 4章調査の記録

S A257 (第82図?、図版83)

7は鉢形であろう。

S B170 (第82図 8、図版83)

8は鉢形(弥生土器)で沈線による菱形文であるo

S B 171 (第82図 上図版83)

5群土器。

9は口縁部外面に刷毛!==J ある鉢形 である。

S B 175 (第82図10--14、図版

10--14は鉢形(弥生土器)である。 11は体部外面は縄文施文後、

描L、ているの 体部外面と口

S D056 (第82図15--21、図版83)

15--21はし、ずれも鉢形である。

ある。

S D089 (第82図22--25、図版83)

22--25は鉢形である。

S D092 (第82図26--28、図版83・84)

ンガラのような赤色がわずかに残っている。

2 i)" 21は縄文晩期の大j同A'式で

り、 ') ず戸。

26&iに」よし ノ~~フ。 まれた1.3--1.7 CIllの範囲

している。子取清水 2--3 

ものであろう。 27はにぶし、持色の蓋形(弥生土器)の口縁部であれ口綾部外側が肥厚してし、

る。 28は口頭部途中が膨らむ査形(弥生土器)である。手取清水 2~3

S D099 (第82・83図29--弘、図版84)

29~34は鉢形である。 31 ・ 34は大洞A' 式であり、 30は手取j青木 2 群土器である o

S D 105 (第83図35、図版84)

である o

S D106 (第83図36~初、図版84)

4 

36~40は鉢形 である。 36は連弧文である。 36・38・ 4 ，)~寸

ι1つζ)0

S D 107 (第83凶41'~43、図版84)

41~43は鉢形である。 43は壷形

5群土器。

S Dl19 (第83図44、図版84)

44は鉢形である。

S D 121 (第83図45、図版84)

45は鉢形であり、/ト孔がある。

'7 

Q 。
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検出遺構第 l節

SD121 SX195 
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lllilJJブロ、ソケ多:益;
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'0 
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6 

黒 f{~ 色 1: (l OY R日}

6 

「月力」 土師器郎
「第172凶53J

墨書銘「月力」 土i':ili器坪
「第172図54J

RP14.17・33.42 墨書銘「連j 須恵器杯
「第173図60J

RP39一 一一一墨書銘・不明須恵器杯
「第174図82J

RP 3 墨書銘・不明 須恵器郎
「第174図86J

RP36一一一一一墨書銘・不明 土師器町、
「第176樹122J

地山ブロック少翠;

凡帯lj(S X 195) 
@需主主十器 R

ロ)

H=41.uOOm 

D 

詰 173

/n 

黒色:七(lOYR ;"I) 

門

i
A
斗ム-

B
 

寸

M
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-----

つ

RP 
日

H ='1l.9UUm 
SX195 G 

SX266 

E 守 3H24128P112

一定予弔用7

A 

転用税一一 RP15・47 須恵器郎
「第178除]l42J

SX266 SPA-B 
l 黒渇色土(lOYR%) 炭化物小粒・地山中粒少量、再変化植物痕多量
2 J:k策補色土(lOYRお) よ也ILJ中粒・蒸補色中粒少量、間変化槌物痕多量
3 にぶい黄m色土(lOYR%) 黒縞色中粒少量、般化植物痕多量
4 禁制色土(lOYR%) 炭化物小粒若干、地山ブロック少量、商変化植物

痕多f立

6m 

e 土器

‘子i製品

田炭化物

183・184

8D121.1 SX 184事 195i密



事 2節出土遺物
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第 4主主 調夜の I~~録

%は訴形(~5J;主上器)であ令。 子耳元清水 4群上;:;JO

24(:; (て196， I斗)t!ZR6) 

十)G~ ヱ jヰ形(弥生 112)\こめるリ

九 101 、 l~lg反86)

(弥生ーし器)であり、

102、|文I)t反86)

全こススが付着してし、る。

へ- ;わるo 97・98( 4ぞ ヤア

a").-;;:J 0 

2~d ( 

99---101( 

S D269 ( 

104、図版86i
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jt) 円

]0日、

S E086 (江s85図106---108、

106..___ lU8~'上深鉢1f;-とある。

己E116 10り--111、

109( 主主~~jf;である円 111 /，:j 0 

S I"¥:03G (沼町田112--117、i玄I1坂86.S7)

113.114v工深鉢形でおり、 llS~11 /CJ 0 

S1く040 {与す出向1i 

lL(lはほ鉢形でヅ口jiJj ! る。 iL1 118.11 C). 1 1)、i

J→ r牛y 、} 0 

S 1¥.043 (第85.86図124----137、図版87.88)

126 ・130.131 あり、・ 129 jうる。 124・128・

であ k 丈ilrlJA式である日 132の底部には数条の刻線がある

s (第86i)~IU8 ・1:的、 |オ版88)

l:~8 . 1:-l日土深鉢形零封ミ形である。
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第 2節出土遺物

円、
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64~ 168、

。
プい山

S Kl ( 

170~ 

S K118 
。

ヴハ
v

き 88凶 178~188、 ハV
Q
J
 

178~184'1 Jある。 178( c 4 

C)o 

S K123 

189舎 191

191、図版90)

ーータ

ノ二 o

124 ( .111 ) 

るo 194・197.

4 令。

I{_ 128 

S K132 

210~214は鉢形である。 210は刷毛日

ある。

図版90)

り、その上にミガキが認められる。

S K137 

である n

・ 89図216~220、図版90 ・ 91)S 138 

216~218は鉢形、 る。 216は径 2mmの小手しが空い

てし、る。

S K145 ~227、図版9 1)

?')'). l、、J ヲ入
'cJ口
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ハUv

円一
J
V

円
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すべて封，ちる。 234は ζ京 と麗出縄文手法が認めら
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S 162 (急~89図236~239、国版91 ) 

る。 2:39の体内最]にナ

S 164 (第891z1240~242 、 Igl版91)

¥，えし、に

られる。
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第 ιi章 持庄の記録
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第 2節出土遺物
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あろう。

S K267 (第91 図29ヲ~， 301、図版94)

299~j()1 は鉢形であり、 300 ・ 301 は口

S K280 (第91図302、国版(4)
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ある。

ある。 304・306・ 4 

と小さ

あ i)， 307は手

る。 310は蓋形であろう。5 

付されている。

S K 1 112 (第91図311~319、図版94)

り、他は鉢形である。 313 4 

::; 11・::;1 :J 
可

心。

S K 1 120 (第 10 ・ 11 図320~:i23、関版94 ・

320~~323はすべて鉢形である。

S R034 (第92図324・325、図版111)

LR原体である口 ろう泊、 、LR

Ffj l、

のよう

-同心円文と 用いている。占星目と プj ラ

っている。

ザ， 

~ 

S R 126 (第92図326~330、 I~l版95 ・ 11 1)

る。 330は皮;伏の口

いて

リ、 し

し
ιー る。 C 

、
、t
ノ〆

l
 

2 

4群ト器である。

S R295 (第92・93図331~333、図版111 ・ 112)
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第 4章調査の記録

331・333は事形、 332は筒形か鉢形であろう。 331U-:l 

であったらしく、わずカミに痕跡をとどめてし、る。

、，、
一c
、

L てL、る。

ない

た痕跡であろう。 332{自の

の縄文はLR

コヘス〈守

らJlる。 3-一~ 4 器頃と

しア

心。

S X084 

336・337

部には部1J1j日

{世は鉢形である。 379には列点文がある。 380の口

式、 :i:1!lは手取清水 2群土器、

4 ::;:14. 'r灼
F

7' 
ζ〉。

444、夜97~99)

あり、 あり、地は

S l:ij 

388.38号.~l91 軍 443.

形である o 437は高杯形脚部に垂下文が施文され、縄自の中にベンカラ様の赤色が残っている 0

405は席lj毛H工具圧痕による斜格子文、ヘヲ圧痕文を施文している。刷毛円をもつもの (391・

420・425・433・441)、列点文をもつもの (393・404・419.437・、刺突文(443)などがある。 443の

体内菌には粘土紐 1~ 2 cm中高の摸跡がみえる。 444の体内外国にはススが村着してし、る。 392・

403・437など手取清水 4群土器が目立ち、前後の8寺期のものも若干含まれている様相とみてよ
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し、る。 まfこ!日河JlI

ししげj，破片ばかりであると言っても

コンア

ふ

ら流れ込ん

なし、。 Ltこがって!日河J11 

り扱った。

器土

Ltこものて、ある。

られ、相対的な出土総量は縄文土器(後期-晩

が少なし

らH:¥士した縄文ごと器・

、
U 

L~ こよう

したもの、

していたというの った。したがっ 出

土土器、

る

るにあたっては、ま

共jill1i.から

されたもので、はない。このよう

し、

ら、あ、、 ル る各
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第 2節出土遺物

v とのまとまり ルI
。

ゃん
宇

一
r
Y
)
 

γ
一ヴ。

るにあ主こっては、 器(
叩
村
川

廿
H

対
仏
犯

日
μ いため、

ることにし

た

古の

た

期

し
nv ~」7 

1
し

ア

〕
じ」

}
」7

Q
 

して扱った。

、E

()底部)を付け加えた。以下、取りf:(-fる

、V

r台、ス
ιXj 也 J

L ‘ 

7J、、 、ては既に紹介

し

出土土器についても取り入;hてある。こ

した。

宅

2
2ム

1
1
i
 

、，，ノ(
 

ハ
V

-E-命

161三11001--1 0 16 ~ l三JJt長120奪 l:-;::ii

口f索河1である。 1 目文のあと、沈線を施し、突

、し、

わゆる 、よそ- -デ

ct)ζ) 

1004は鉢形で口縁ーとにB突起が付き、体部上半には彫り込んだ入組三叉文が施支されてし、

る。 1005は大きな鉢か査であろう。 1006はj黄長の長橋門文をもっ小形の査である。 1004・1005

は縄文時代晩期Cl~C2式で、あり、 1006は大潟C 2式で、ある。

とB突起が交互に{すき、底面に四脚のよう

ある。 1008~1009は鉢形、 1011 ・ 1012は浅鉢形であり、いずれも浮線状の工字文が施文されて

いる。ブζj同A式である。

り、 101S・1016は平縁の鉢形土器である。いずれも

，てし、る。大1~司 /1，.'式である。

1013・1014&主仁i

され、 101

I類 護形こと器

1 a 類(第117図1017~1022， IZI版121)

1017の口 る泊二、 --t-マ
グ〉心。 るもの (101Ti"I与

みに立ち上がるもの(1川町、

るち¥

る。小波状の

も

ぎみになるもの(l019~~102じなどがある。ロ

となる o *甫T支はLR

まれるもの(1017人

よそ25~30cm位である。

17図 l023~1030、図版

白調整があり、その上に 1 3 

さ A~l る(1 020 ・ 1(22) な る。

1 b 

口 ぐらすも 、。口
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第 2節出上遺物
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第4章調査の記緑
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i 抑留遺構内出土遺物 4
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